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　明めい治じ維い新しんはなく、江え戸ど幕ばく府ふは存続した。

　当然、廃はい刀とう令れいもなく、武士もまたその命脈を保たもった。

　そして時は流れ二十一世紀。

　今や武士は身分ではなく職しよく能のうであり、武士資格試験に合格すれば誰だれでも武士になれる時代となっていた。とはいえ、武士の資格試験は狭き門で、目め出で度たく武士になれる者はほんの一握り。武士の証あかしとして腰に差す刀は、同時にエリートの証でもあった。

　これは、そんな時代の日本に生きる、武士の少女と武士を目指す少年の物語――。




　　　　　１




　武む蔵さし野の特とく別べつ区くにある某ぼう市の郊外――。




　広大な屋や敷しきが建ち並ぶこの一画は昔ながらの築つい地じ塀べいに囲まれた区く画かくが多い。どの屋敷にも広い庭があって、ちょっとした雑ぞう木き林ばやしのように木々が生えている。その多くは楓かえでや山毛欅ぶな、櫟くぬぎなどの広こう葉よう樹じゆで、秋十月ともなれば、時じ節せつ柄がら、どの木も鮮やかな赤や黄色に染まりつつある。落葉した葉が道路を赤や黄色の斑まだら模様に染めている様は、舶はく来らいの絨じゆう毯たんでも敷いているかのような光景だった。

　いま、その道を黒い高級セダンが走っている。

　中に乗っているのは四人。

　運転手のほか、助手席には警けい護ご寮りようの護ご衛えい剣けん士しである夜よ見み坂さか寝ね猫ねこが、同じく警護寮護衛剣士の西にし江え田だ佑たすくが後部座席左側に、そして痩そう身しんで矍かく鑠しやくとした老人が後部右側の座席に座っていた。

　要警護者の老人の名は千ち代よヶが岡おか賛さん樹じゆ郎ろう。

　すでに引退してはいるが、未いまだに政財界に隠いん然ぜんたる影響力を持つ元大物国会議員で、不ふ動どう産さん関連を中心とした幾つもの会社の大おお株かぶ主ぬしでもある資産家だ。

　護衛剣士の二人は道着に袴はかまという出いで立たちで、袴を穿はいた足のあいだに刀を斜めに置いている。西江田はときおり鋭い視線を前後左右に投げかけているが、寝猫は目を瞑つぶったまま動かない。悠ゆう然ぜんと前を向いたまま車に揺られている千代ヶ岡もまた和装だが、彼の衣服は二人が着ている道着や袴より、ずっといい生き地じで仕立てられていた。

　ちなみにシートベルトは同乗者全員に義務づけられているが、護衛剣士の場合、後部座席に限り義務の適用外なので、西江田はシートベルトをしていない。

（む！）

　西江田の眉まゆが跳ねるのと、運転手が急ブレーキを踏んだのがほぼ同時だった。

　フロントガラス越しに、前方の道路を塞ふさぐように一台のマイクロバスが停とまっているのが見えた。西江田がちらっと背後に目をやると、そちらにもワンボックスカーが走ってきて、背後を絶つように停まった。

「お出でなすったか。しかし」

　西江田は首を捻ひねりながら、助手席の同どう僚りように声をかけた。

「おい、夜見坂！」

「すか～～」

「この馬鹿、寝てやがる」

　呆あきれ顔になった西江田は、足のあいだに置いている刀の鞘さやを両手で持ち上げて、鞘尻で寝猫の後頭部を突っついた。

　ごん、という鈍い音がして。

「痛いたぁ……」

　後頭部を押さえた寝猫が半眼で振り向いた。












「ちょっと。刀で殴んないでくださいよ、西江田さん」

「殴ってねえよ。軽く突つついただけだ。それより」

　彼は顎あごをしゃくって前方を指し示す。

「お客さんだぜ」

　その一言で、寝猫の目がぱちりと見開かれる。

「ですか。来ましたか」

　素早くシートベルトを外して助手席のドアノブに手を伸ばす寝猫の背中へ、西江田が声をかける。

「おい、わかってんだろうな、夜見坂。やり過ぎるなよ？　一人、二人は必ず生かして捕まえろよ！」

　寝猫は西江田に向かって、にっこりと微笑ほほえんだ。

「やだなぁ。言われるまでもないですよ」

　そう応こたえて寝猫は少しだけドアを開け、僅わずかな隙すき間まから、それこそ猫のようにするりと外へ出てドアを閉めた。それと同時に前方のマイクロバスから、わらわらと刺し客かくたちが飛び出してきた。寝猫が背後を見やると、後方のワンボックスカーからも刺客が出てきていた。前後に居並んだ刺客は合わせて二十人近くいそうだが、寝猫は慌あわてず騒がず、先ほどまでとは見違えるようなキリリと引き締まった表情で腰に巻いた帯に刀をねじ込むと、素早く下さげ緒おを結んだ。

「さて、では闘やりますか」

　そう呟つぶやくと、彼女は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、さらに小さな声で言った。

「むしろ殺やりますか」

　車のやや前方に、悠然とした態度で立っている寝猫の背中を見ながら、西江田は意外に暢のん気きな声音で運転手に声をかける。

「あ～～、運転手さん、ドアをロックしといてくれる？」

　運転手は慌てて運転席側のドアをロックした。四つのドアが連動しているので、それで総すべてのドアがロックされたことになる。特殊な装そう甲こうを持つ車である上、窓も強化防弾ガラスだから、中にいれば銃じゆうで撃たれても平気だ。だからといって、並の感覚では呑のん気きに構えていられるものでもない。じっさい、後部座席を振り返った運転手の顔色は蒼そう白はくだった。

「あ、あの、助けを呼びに行かなくてもいいのでしょうか？」

「あ、行きたい？　行きたいなら、どうぞ。刀を持った刺客の中を駆け抜ける走力があるなら止めはしませんけどね」

「で、では、携けい帯たいで警察を……」

「あ～～、警察は駄だ目め駄だ目め。これはウチの管かん轄かつなんで」

「ですが……」

「落ち着きなさい、寒さむ河かわ」

　千代ヶ岡が窘たしなめると、西江田に食い下がろうとしていた運転手は、

「申し訳ございません」

　と頭を下げて前を向いた。

　千代ヶ岡は運転手から視線を剝はがし、顔を西江田のほうへ向けた。

「いいのかね、君は行かなくても？」

　自分を狙って二十人近くの刺客が襲ってきたというのに見事な落ち着きぶりだ。老人の胆たん力りよくが見て取れる。

　西江田は顔を横に向け、小さく頷うなずいた。

「ええ。あたしゃ要警護者であるあなたの側そばを離れるわけにはいかんすからね」

　千代ヶ岡は、遠ざかっていく寝猫の背中を見やる。

「しかし。いくら護衛剣士とはいえ、あんな若い娘むすめ一人で大丈夫なのか？」

「いやいや、心配ご無用ですって。あいつ、ああ見えて天てん心しん無む明みよう流りゆう免許総伝ですぜ」

「ほう？」

　千代ヶ岡賛樹郎の目が見開かれた。とはいえ、元々が細い目なので、皿のように、というほど大きくは開かれていないが、それでも彼が驚いているのは間違いない。




　天心無明流は、かつて「戦国最強」と謳うたわれたほどの流派であるが、その特殊性ゆえ、奥おう義ぎを究きわめるのがとても困難で、門もん人じんの数も少なく、今も昔もマイナーな存在だった。千代ヶ岡が天心無明流を知っているということは、彼が武術――とくに剣術に詳しいということを物語っている。




「それは凄すごいな」

　と感心の声を上げる老人に対し、西江田は呟くように応えた。

「まぁ、あいつの場合、別な意味での心配はあるんですがね」

　そして彼は、またもや小さく首を捻った。

「にしても、この経路がどうして刺客に漏れたんだ？」
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　寝猫は車ごと、刺客の集団に取り囲まれていた。

　車から降り立った護衛剣士が年とし若わかの女子だったのが刺客たちには意外だったようだ。しかし、だからこそ彼らには余裕があった。

　護衛剣士には何種類かある。手て強ごわい者、厄やつ介かいな者、それほどでもない者、そして手に負えない者など。取るに足りない者はいない。そういう武士は、そもそも護衛剣士になれないからだ。

　目の前にいる寝猫を彼らは「それほどでもない者」に分類した。一対一ならともかく、一対二十ならすぐに片が付く。そういう余裕が、彼らに邪よこしまな考えを起こさせたのかもしれない。本来なら応援がくる前に迅じん速そくに暗殺を成さなければならないというのに。




「これはこれは、ずいぶんと美人の護衛剣士様だな」

「このまま殺すには惜おしいタマだ。どうだろう諸君、彼女は生かしたまま捕らえて連れ帰り、我々の相手をしてもらうというのは」

「おお、それはいい考えだ！　無ぶ粋すいな袴は脱がせて！　いろいろ全部脱がせて！　全裸になった後、改めて俺たちの相手をしてもらおう。くっくくっ、俺のサムライソードが火を噴くぜ！」

「いや火は噴かんだろう？　サムライソードが噴くのはもっと別の何かだ」

「そうだな。火ではなく、白くて粘っこい液体だ」

　などと刺客たちは口々に喚わめき、げはげは、ぐははは、と大声で笑う。

「え～～と、言いたいことはそれだけっすかね？　だったら、そろそろ殺やっちゃってもいいです？」

　寝猫がそう応えても、刺客たちはどうやって寝猫を捕らえて連れ帰るかという方法の検討に余念がない。

「しかし、生きて捕らえるというのは、なかなか難易度高いな」

「あとのことを考えると手足を切り落とすっつ～わけにもいかんしな」

「まったくだ。ダルマ犯してもつまらんわ」

「というか、手足を切り落としたら、死んじまうだろ」

　すると、ひときわ巨きよ漢かんの刺客が進み出てきた。

「俺がやろう」

　そう言って、彼は手に提さげていた刀を上段に振りかぶった。

「おい、殺すなよ？」

　とひとりが釘くぎを刺すと、大柄な男はそちらをちらっと見て応えた。

「とりあえずは肩の骨を砕いておけばよかろう？」

　他の刺客たちが一斉に頷いた。

「ああ、それなら問題ねえな」

「痛み止めさえ打っとけば、全員で輪ま姦わすあいだは生きてるな」

（なんだかなぁ）

　と寝猫は辟へき易えきした顔になる。

（こいつら二流もいいとこだなぁ。もう少し歯応えのあるほうが楽しかったんだけど。中でもこいつは、まともなほうかな？）

　寝猫は巨漢の刺客に視線を据すえた。

　彼は刀を回して刀身の峰みねを下にすると、上段に振りかぶったまま、じりじりと間合いを詰めてくる。

　それまで平然と立っていた寝猫は、ゆったりとした動作で右手を柄つかに載せ、左手で鞘を握り、半身になって抜ばつ刀とうの構えを取った。

「まずは右肩から壊す！」

　鋭く叫んだ巨漢は、凄すさまじい速さで刀を振り下ろした。

　風切り音が静かな武蔵野の午後の空気を震わせる。

　寝猫の膂りよ力りよくではとうてい受け切れそうにない。

　じっさい、寝猫は受けようとしなかった。

　彼女はほんの僅か足を動かし体をずらせただけで男の斬ざん撃げきを紙一重で躱かわしてしまった。前もって刀の軌き道どうがわかっているかのような最小限の動きだった。

「なにぃっっ!?」

　どう考えても躱されるはずのない渾こん身しんの一撃をあっさりと躱され、巨漢の上体が斜めに傾かしいだその瞬間。

　寝猫の左手が引かれ。

　右手はほとんど動いていないのに刀身が鞘から抜け出て。

　寝猫が刀を横に薙なぐと。

　刺客の首が胴どう体たいから離れ、宙を飛んだ。

　首の切り口から噴ふん水すいのように真っ赤な血が逬ほとばしる。

「なぁっっ!?」

　他の刺客たちが驚きよう愕がくに目を見開いた。

　次の瞬間、寝猫は刺客たちの群れに躍り込んでいた。

　抜刀術とはいえ、このような場合、一度抜いた刀を鞘に納めることはしない。

　寝猫は流りゆう麗れいな体捌きで華麗に刀を振るい、次々に刺客を屠ほふっていく。




　血ち飛沫しぶきのみならず腕や足や臓ぞう物もつが飛び散る中、寝猫の剣けん舞ぶは続いた。刺客たちも必死になって刀を振るうが、軽々と躱され、あるいは受け流され、一ひと太た刀ちも届かない。気がつくと辺りは死し屍し累るい々るいといった惨さん状じようを呈していた。

　すでに刺客の残りは三人だけである。

　残った刺客は実感した。目の前の護衛剣士が「それほどでもない者」ではなく「手に負えない者」だということを。

　車のドアが開いて西江田が姿を見せた。

「よ～しよし、そいつらは生かしたまま……」

　と言いかけた西江田の向こうで寝猫が疾はしった。上体を傾がせることはせず、足もほとんど上げず、真っ直ぐ体を立てたまま滑るように刺客に向かって駆けていく。

「うわわわわわっっ」

　構えも型も忘れ、三人は無茶苦茶に刀を振り回すが、それで寝猫に対抗できるはずもなく。

　一人は頭を割られ。

　もう一人は袈け裟さ懸がけに体を両断され。

　最後の一人は逃げ出そうとしたところを背中から心臓を一突きにされ。

　こうして二十人ほどもいた刺客は全ぜん滅めつした。

　西江田は額ひたいに手を載せ天を仰ぐ。

「あ……あ～～。あの馬鹿、全部殺やっちまいやがった！」

　刺客たちの返り血で全身が血ち塗まみれとなった寝猫が、にっこりと笑って振り返る。

「なんですか、西江田さん？」

　一方の西江田は眉を吊り上げ、怒りの形ぎよう相そうだ。

「俺、何人かは生かして捕まえろっつったよな!?」

「……あ」

「なんで鏖みなごろしにしてんだよ！」

　寝猫は逃げ場を探すように周囲を見回すが、ここで逃げ出すわけにはいかない。刺客は全滅しているので「敵前逃亡」には当たらないだろうが、職場放棄にはなる。

「おまえ、課長からイエローカード突きつけられてたはずだよな？」

　という西江田の言葉に、寝猫がギクリと固まった。

「知らね～ぞ。あの課長は、やるっつったらやる女ひとだかんな。レッドカードを覚悟しておいたほうがいいぞ？」

「え……えぇと……」

　寝猫が、すっと右手を挙げて西江田を指さした。

「止めなかった西江田さんも悪い」

「巫ふ山ざ戯けんな！　俺は生かして捕まえろと注意した！　俺は悪くない！」

「責任逃れ、酷ひどい～～」

「うっさい！　おまえは死ぬまで課長に油を絞られろ！」

　寝猫が、はぁぁ～～、と長いため息を吐ついた。そして周りに転がっている刺客たちの斬ざん殺さつ死体を見回して呟く。

「ベホイミかけたら一人くらい生き返んないかな～」

「返るか！　っていうか呪文違ちげえだろ！」

　そんな二人を、運転手は呆あつ気けに取られた顔で、千代ヶ岡賛樹郎は愉ゆ快かいそうな顔で、車の中から見やっていた。老人の手に高機能型携帯電話――マルチフォンと呼ばれることが多い――が握られていることには、さすがの寝猫も気づかなかった。
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　警護寮護衛方が入っているフロアーの中の第一課の島――。




　ブラインドが上げられた大きな窓を背に課長の机と椅い子すがあり、その横に課長秘書官の机が置いてある。秘書官の机は課長の机に対して九十度の角度で置かれているから、二個の机はＬ字型になっている。

　護衛剣士の机は向き合う形で課長の机のほうから出入り口のドアのほうへと二列に並べられていて、全体としては縦たて棒ぼうの長いＴ字型である。もっとも、秘書官の机があるので綺き麗れいなＴ字型にはなっていない。きちんと片付いている机もあれば、雑然と物が置かれていて書類を広げるのも一苦労という机も見受けられた。




　一課長の席に座っているのは天あめ乃の宮みや彩あ以いである。

　高級スーツにタイトなミニスカートという出で立ちの天乃宮課長は、髪はさらさらで癖くせがなく、眼鏡めがねをかけ、なおかつ目つきが鋭く、いかにもやり手のキャリア官かん僚りようといった雰囲気を醸かもし出していた。課長の執務机の手前には袴姿の寝猫が立っているが、彼女は決して課長と目を合わせようとせずに、先ほどから視線を泳がせっぱなしだ。

　手元の書類から顔を上げた天乃宮課長は、右手で眼鏡の蔓つるをくいと押し上げた。

「襲ってきた刺客を十八人、すべて余す所なく残す者なく綺麗に見事に容よう赦しやなく徹底的に斬り殺したわけね」

　寝猫はそっぽを向いたまま、ぼそぼそと小声で応える。

「あ、いえいえ全員斬り殺したわけじゃないです。中には突き殺した奴も……」

　課長のひんやりとした声が寝猫の応えを遮った。

「相変わらず仕事熱心ねぇ、夜見坂」

「…………」

　課長はニッコリと笑みを浮かべるが、目だけは笑っていない。

「あなたが仕事熱心すぎて今回の事件の黒幕を特定できなくなってしまったわね？」

「い、いやぁほら、ウチの調しらべ方かたは優秀だから、大丈夫ですよ」

　と応える寝猫の額には、うっすらと冷や汗が浮かんでいた。

「その優秀な調べ方から、あなたに腹を切らせろってねじ込まれているのだけど？」

　寝猫はヒクヒクと引き攣つった笑みを浮かべた。

「やだなぁ、そんな言いがかりは無視してくださいよ、課長ぉ」

　天乃宮課長は薄い笑みを美しい顔に張りつかせたまま、じろりと寝猫を睨ねめつけるという高等テクニックを披ひ露ろうする。

「言いがかり？　あなたの鬼き畜ちくの所行がどれだけ調べ方の仕事を難しくさせてると思っているの？」

「鬼畜の所行って……酷い言われようだな～～」

「ともかく！　いくらわたしでももう庇かばいきれませんね」

　寝猫が、うげっ！　と仰のけ反ぞった。

「ま、まさか馘くびだなんて言いませんよね？」

（馘になったら、師匠にどんなお仕置きをされるか……）

「そこまでは言いません」

　寝猫がやれやれと安あん堵どの息を吐はくと。

「免めん停ていで手を打つわ」

「は……い？」

「だから。あなたの武士免状、一年間の資格停止処分ね」

　と課長に言われ、寝猫が目をぱちくりとさせている。

「え？　そんな処分があるんですか？」

「滅めつ多たにないわね。逆に言うと、ごく希まれにあるわね」

「は……はぁ」

「ってことで、あなたの武士免状は資格停止に。もちろん出寮は禁止」

（護衛剣士の仕事はできなくなるのか。斬り合いができなくなっちゃうな。まぁ一年で資格停止が解除されるなら、その間はおとなしく遊んで……いや、大学に通っていればいっか）

　という寝猫の思おも惑わくを見透かしたように課長は宣告する。

「言っておきますけどね、夜見坂。一年間黙って過ごせば免停解除とか、甘いこと思っているのなら、そのまま死になさい」

　寝猫はギクッと頭を引いた。

「あの……どういうことでしょうか？」

「何もしないなんて許されないわよ、という話ね。要するにあなたは一年間の強制社しや会かい奉ほう仕しってことよ」

「は……はい？」

　怪け訝げんそうな顔で寝猫が首を傾げると。

「あなたが社会の役に立つ人間だということを証明できなければ、武士免状は取り消し処分になります」

「ぬなっっ!?」

「武士でなくなれば、あなたの大好きな斬り合いが二度とできなくなるわね？　言うまでもないけれど、免めん取とりになった武士は再受験資格も三年間剝はく奪だつよ？」

「それは困ります……けど、社会奉仕って、具体的に何すればいいんですか？」

　課長は、そうね、と言って、値踏みするような視線を寝猫に向けてきた。寝猫は額だけでなく、全身に冷や汗が噴き出て流れ落ちていく気がした。

「あなた、私立探たん偵ていをおやりなさい」

「は……はいぃ!?」

「困っている人たちの相談を受けて悩み事を解決してあげるの。救われる人が多ければ、あなたが社会の役に立ったという証明になるわ。そうなれば武士免状の資格停止処分は解とかれるでしょう」

　寝猫はもの凄く疑わしそうな顔で訊きいた。

「本当ですかぁ？」

「たぶん」

「たぶんって、そんないい加減な」

「さぁ、夜見坂。あなたには二つの選択肢があるわね」

　課長はＶサインのように指を二本立てて言葉を継いだ。

「探偵として社会の役に立ち武士としての復職を目指すか、それとも社会の役に立てない屑くずとして武士の資格を諦あきらめるか」

　天乃宮課長は、またもやにっこりと微笑んだが、やはり目だけは笑っていなかった。

「どちらにする？」
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　駅から続く商店街の外れに四階建ての雑居ビルがあった。築年数で言えば二十年くらいは経たっているだろうか。外壁の塗と装そうこそ新しめだが、印象としては古こ色しよく蒼そう然ぜんといった感じが拭ぬぐえない。建物入り口のドア――もちろん自動ドアではない――を入ったところに各部屋の郵便受けが設しつらえてあり、その先に奥へ続く廊下が伸びている。節電のためなのか、それとも単に蛍けい光こう灯とうが切れているだけなのかわからないが、廊下は薄暗く、全体に侘わびしさが漂っている。

　上の階へ行くには左手にある階段を上ることになる。エレベーターなどという便利な代しろ物ものはないが、四階建てなので建築基準法違反を問われることはなかった。

　やはり薄暗い階段を上っていって三階の廊下に足を踏み入れる。

　廊下の左右に草くた臥びれたドアが並んでいるが、そのうちの一つに、こんな看かん板ばんが掲げられていた。


　夜見坂探偵事務所

　万よろず相談事承うけたまわります。料金格安親切丁寧


　ドアを開けて中に入ると、そこは三十㎡を少し超える程度のワンルームにミニキッチンが付いた事務所用の間取りで、部屋には安っぽいソファとテーブル、大きな仕事机とパソコンに書類棚、床には取って付けたような観かん葉よう植しよく物ぶつなどが置かれている。電話台の上に載っている電話はファックス兼用機だが、今どきロール紙を使っているのが古くさい部屋の内装には合っていた。

　部屋の主あるじ、夜見坂探偵事務所所長の夜見坂寝猫はと室内を見渡せば、三人掛けのソファに赤系統のジャージ姿で寝転がって雑誌を読んでいたりする。やる気の欠片かけらも見えない出で立ちと体勢だ。こんな所長を見たら依頼主はその場で回れ右をしそうだが、事務所を開設して今日で三日目、依頼主などただの一人も訪れていないので、要いらぬ心配かもしれない。

　手にした雑誌をテーブルの上に放り出した寝猫は、寝転がったまま、あ～あ、と両手を伸ばす。

「かったる～～。なんであたしが私立探偵なんかやらなきゃなんないのっていう……」

　むくりと起き上がった寝猫は、部屋の中を見回した。

「しかし、気がつくと探偵事務所できてるし。市いち一いちの野郎、忠ま実めだなぁ。不動産屋との交こう渉しようも引っ越し業者との交渉も全部やったし、中古の机とかソファとかも格安で見つけてきたし。高校生のくせに無む駄だにスペック高いよな、あいつ。肝かん心じんの剣の腕はイマイチだけど」

　寝猫は小さなため息を吐つくと、もっさりとした動作で立ち上がった。護衛剣士として刺客を斬り伏せたときとは別人としか思えない動きだ。

「とりあえずメールのチェックだけでもしておくか」

　寝猫は草ぞう履りを引きずり、いかにも怠だるそうに足を運んで自分の机に戻った。

　椅子に腰を下ろそうとしたところで寝猫は机の上に置いてあるネームプレートに目を留める。プレートには「所長」と書かれていた。

「どんな冗談だよ、これ」

　またもやため息を吐きながら椅子に腰を下ろすと、寝猫はパソコンの電源を入れた。

「にしても、市一の奴、なんであんなに張り切ってんのかね。どうせ一年間免停なら、働くのは後半でいいじゃん。来春くらいから頑張ればいいじゃん。それまでは長期休暇だと思ってのんびりすればいいじゃん」

　モニターになかなかＯＳが立ち上がってこない。

「ホントに遅いな。ま、安物の中古パソコンなら、こんなもんだろうけど」

　寝猫が椅子の背もたれに自分の背中を預けると、ぎしっという耳障りな軋きしみ音が上がった。

「でも、馘になったんじゃないから失業保険とか出ないんだよな～～。やっぱ休学中の大学に戻るしかないのか？　たまには女子大生としてキャンパスで青春を謳おう歌かしてみるってのもいいかも。どうせ授業料は特待生で免除になってるんだし」

　寝猫が言う「特待生」とは「特別待たい遇ぐう生」のことで、寝猫のように学生でありながら武士免状を取得した者が、学校に籍せきを置きながら働ける資格である。

「とはいえ、生活費は稼がなきゃ駄目なんだよな～。師匠、金貸してくんないかなぁ。駄目なら、いよいよパチンコで稼ぐしか……」

　ようやく立ち上がったＯＳ画面に寝猫が目を落とした、そのとき。

　ばん！　と勢いよく部屋のドアが開いて一人の少年が飛び込んできた。やる気や意欲が見えない寝猫とは対照的に、少年のほうは表情にも体にも、やる気や意欲が満ち溢あふれている。

「猫先輩！」

　と呼ぶ彼こそ、先ほど寝猫が言っていた「無駄にスペックの高い忠実な高校生」愛あい市いち一いち也やで、武士養成校に通う高校生である。寝猫とは同じ天心無明流に属していて、弟おとうと弟で子しに当たる。

　寝猫は物もの憂うげな視線を一也に向けた。

「なんだよ市いち一いち。いちいちうるさいな。入るときは、もっと静かに入ってこいよ」

　という文句を聞き流し、一也は寝猫が座る机の前まで駆け寄ってきた。

「喜んでください。依頼人を見つけてきましたよ！」

　寝猫の顔が凄く嫌そうに歪ゆがむ。

「え～～？　おまえ、なんでそういう余計なことするの？」

　一也は寝猫の非ひ難なんの視線を「やる気の盾たて」で防御した。

「さぁ、ちゃっちゃと依頼を受けてサクサクと解決してしまいましょう。大丈夫です、猫先輩なら必ずできます。一年どころか半年も経たないうちに免停なんか解除です」

（うぜ～～。こいつマジうぜ～～）

「依頼人は一時間後に来ることになってますから」

「なんでそこまで段取ってるんだよ。おまえが所長か!?　だったらこのネームプレート、おまえにくれてやるよ。名札代わりに胸に付けてろ」

　一也は寝猫の嫌みを「前向きの剣」で切り捨てた。

「なに言ってんです。所長は猫先輩に決まってるじゃないですか。さぁ起きて着替えて、所長に相応ふさわしい恰かつ好こうになってください。そして免停解除に向けて頑張りましょうっ！」

「怠だる～～」

　寝猫は嫌みや皮肉を諦め、代わりに大きなため息を吐ついて椅子から腰を浮かせた。

　机の横にあるやや広めの空間に移動した寝猫が、いきなりジャージの下に手をかけてずり下ろしたため、一也が、うわっ？　と大きく仰け反った。

「なっ、なんでここで脱ぐんですかっ!?　しかも下からっ!?」

「だって、ここ、更衣室とかないじゃん」

　一也は顔を逸そらせてはいるが、ときどき寝猫のほうにちらちらと視線を送っている。

「い、いえ、ないですけど」

「だから、ここで着替えるしかないじゃん」

　寝猫はジャージの上のファスナーを引き下ろす。

「いえいえいえ、そっちのキッチンで着替えればいいじゃないですか」

「あんな狭いところで着替えられっか」

　寝猫の言うとおり、奥にあるミニキッチンは、人が一人コンロの前に立つだけで満まん杯ぱいというスペースしかなかった。

「だだだ、だったらトイレで着替えればいいのでは？」

「トイレ、共用だから外じゃん。いちいち廊下まで出るの、面倒だもん」

「ででででも、だからってここで着替えるのは、うら若き女子としては、どっ、どうなんでしょう？」

「べつにいいじゃん。誰が見てるわけでもなし」

　一也が、がっくりと肩を落とした。

（え～～？　それって僕が男として意識されてないってこと？）

「おまえだって嬉うれしいだろ？　男として」

　一也が、ばっと顔を上げた。

（男として見られてたっ!?）

「ええ、嬉しいで……ぶはっ！」

　ジャージの上も下も脱いだ寝猫が、腰に手を当て、胸を反らせるように仁に王おう立だちしていた。一也は大急ぎで目を逸らせるが、しっかりと見てしまった。

　とはいえ、剣術をする寝猫が身につけているのは、その辺の女子が着けているような可愛い下着ではない。有あり体ていに言ってしまえばスポーツブラにスポーツパンツだ。色も濃紺で、色気もへったくれもない代物だが、男子高校生にとってかなり刺激が強いのは間違いない。胸のドキドキが止まらない一也であるが、そんな彼に対して寝猫はとても冷ややかな視線を注そそいできた。

「へ～～、そうなんだ？　市一はあたしの着替えを見られて嬉しいんだ？　ふぅぅん。そうかぁぁ」

「いえぇぇぇ。そういうことではなくぅぅぅ」

　寝猫は下着姿のまま、するすると一也の前に移動してきて、彼の顔を覗のぞき込むように訊いた。

「じゃあ、嬉しくないんだ？　あたしの着替えなんか見る価値もないんだ？」

　一也はダラダラと滝のように冷や汗を流す。

（詰んだ！　完全完璧に詰んだ！　どちらを選んでも、僕、打ち首獄ごく門もん……）












　そう思いつつも、視界の端に入る下着姿の寝猫にちらちらと目をやってしまうのは、男子高校生の本能か。

「冗談だよ」

　と言って、寝猫はドアを指さす。

「えっと……はい？」

「だから。着替えるから出てけって言ってんの。それともおまえ、本当に本気であたしの着替えを最後まで見届けようって……」

「着替えが終わったら声かけてください～～っ」

　と言い残して、一也は脱だつ兎との如ごとく部屋から飛び出していった。

　ばん！　と大きな音を立ててドアが閉まると、寝猫は、くくくっ、と忍び笑いを漏らした。

「男子高校生をからかうのは楽しいなぁ」

　寝猫は壁際のロッカーまで歩み寄ると、中から着替えを引っ張り出した。

「依頼人と会う度に着替えるのもメンドイんだよなぁ。ジャージだっていいじゃん」

　ぶつくさ文句を言いながら、寝猫は道着を羽は織おり、前を合わせ、道着の上から太い帯を腰に巻き、袴を穿いて、全体を整える。

「ジャージが駄目ならジーンズにジャケットでいいのに。課長、依頼人には武士らしい恰好で会えって、だいたいその武士免状が停止になってるから、こんな探偵稼か業ぎようをする羽目になったっていうのに」

　腹の前で袴の帯を締めると、寝猫はとりあえずおかしなところがないかどうか、ロッカーの扉の裏に付いている鏡に自分を映してみる。

「しっかし、市一の野郎、どんな依頼人を探してきやがったんだ？　失うせ物もの捜しとか、行方不明の猫捜しとかだったら、殴るからな、あいつ」

　ロッカーの扉を閉めた寝猫はちらっと壁掛け時計に視線を走らせる。

「一時間後か。まだ時間あるな。ちょっと打ってくるか」

　寝猫は部屋のドアの前に立って外に呼びかける。

「市一――っ」

　すかさず外から声が返ってきた。

「終わりましたか、猫先輩？」

「いや、まだだけど～～。まだ全裸だけど～～」

「なんでさっきより脱げてるんですっ!?」

「なんとなく全裸ラジオ体操したくなってさぁ」

「なんですか、その不健康そうなラジオ体操はっ!?」

「だから、まだ入ってくるなよ～？　入ってきたらあたしの愛あい刀とうが火を噴くよ～？　逆に言えば、市一の体が血を噴くよ～？」

「わかってますよ。終わるまで入りませんってば。でも、早くしてくださいよ？」

「そう急せかすなよ。じゃ、着替えたら呼ぶからな～～？」

　寝猫はにんまりと笑いながら手にしたロープを机の脚あしに縛り付けた。

「古くてでかくて重い机が、こういうときに役に立つな」

　寝猫はロープをぐいぐいと引っ張って手応えを確かめると、窓際に歩み寄り、クレッセント錠じようを解錠して窓を開け、手にしたロープを外に垂らした。

（依頼人が来るまでには戻るからな、市一）

　内心で一也に声をかけた寝猫は、ロープを手にしたまま窓から身を翻ひるがえすのだった。
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　廊ろう下かで寝猫から声がかかるのを待っている一也は、腕時計を見やって思わず呟いた。

「遅い。っていうか、いくらなんでも遅すぎる。……まさか」

　嫌な想像が脳のう裏りを過よぎり、一也は素早くドアに手をかけ強くノックする。

「猫先輩！　猫先輩、着替えは終わりましたか!?」

　返事はない。室内に人の気配もなかった。

「やられたっっ！」

　一也は勢いよくドアを開けて室内に飛び込んだが、予想どおり中は蛻もぬけの殻からだ。開いた窓からロープが垂れ下がっているのを見た一也は、思わず天を仰ぐ。

「油断したっ」

　しかし一也はすぐに顔を戻し、ニンマリと笑った。

「ふふ。僕だってダテに猫先輩と何年も一緒に修行してませんよ。先輩の袴には超小型発信器が仕掛けてあるんですよ」

　どや顔で、一也はポケットから多機能型携帯電話マルチフオンを取り出した。

「マルフォで追跡できちゃう最新型ですよ」

　一也は画面を操作して専用アプリケーションを立ち上げた。




　その頃、寝猫は商店街の路地裏で野良猫に餌えさをやっていた。

　寝猫は餌を食べるのに夢中の猫の首に何かをくるんだハンカチを巻き付けた。

　そして食べ終わった猫が走り去るのを見送りながら胸を張る。

「ふふん、甘いな市一。あたしが何年一緒におまえと修行したと思ってる？　おまえの考えることなどお見通しなんだ。おまえも野良猫の集会に参加するがいいっ」




　再び歩き出した寝猫の行き先はパチンコ屋だった。

　ちなみに、この世界の日本は十八歳で成人となるシステムなので、大学生でも飲いん酒しゆやパチンコ、馬ば券けんの購入などはＯＫなのである。選挙権だってある。




　そして、きっかり四十分後、景品入りの大きな袋を抱えた寝猫が意い気き揚よう々ようと商店街を歩いていた。

「やっぱり真魔法戦士エヴァンジェリオンのあの台は大当たりだったな。ふっふっふっ、あたしの目利きに狂いはないとしたもんだ……ん？」

　ふと寝猫は視線を動かす。

（なんだ、この感じ？　誰かに見られてるような……）

　足を止めないまま、寝猫は素早く視線を周囲に走らせたが、怪しい人物は見当たらなかった。

（気のせい……なのかな）

　そのまま建物まで戻り、事務所に入った寝猫だが、事務所には誰もいない。

「あ～～、そうだった。あいつ野良猫を追いかけてるんだった」

　苦笑した寝猫は、パチンコ屋の袋を机の上に置いて、自分の携帯を取り出し、一也に電話をかけた。

【猫先輩っ!?　今どこなんですかっ!?】

　携帯から聞こえてくる一也の叫び声に、寝猫は思わず顔を顰しかめる。

「どこって事務所だよ」

【えぇえ!?】

　寝猫は真面目な顔になって、ことさら重々しい口調で言った。

「それより一也」

【あ……はい？】

「おまえはどこで何してるの？　もうじき依頼人が来るんだろ？　あたし、依頼内容どころか相手も知らないんだけど？」

【すっすぐに戻りますっ】

　悲鳴のような叫び声を上げ、一也は電話を切った。

　寝猫はニンマリと笑って携帯を置く。

「市一をからかうのはホントに面白い」

　と、そのとき、ドアをノックする音が聞こえてきた。一也がこんなに早く戻れるはずがないから、あれは依頼人だろうか。

（依頼人、もう来た？　時間に正確……いや、まだ十五分前じゃん。前の相談が押してたらどうするんだよ。まぁ他に依頼人なんかいないけどさ）

　ドアまで移動した寝猫がドアノブに手をかけ、静かにドアを開けると、そこにシックかつ本格的なデザインのメイド衣装に身を包んだ若い女性が立っていた。足下に銀色のアタッシェケースを置いている。

（美人メイドさん来たっ！　っていうか、これが依頼人？）

　寝猫は相手の全身に無ぶ遠えん慮りよな視線を走らせたが、そんな視線もものかは、メイド衣装の女性は優雅な所しよ作さで頭を下げた。

「お初にお目にかかります」

　そして、下げたときと同様、ゆっくりと顔を上げた。なかなか整った顔の造ぞう作さくだ。

「夜見坂寝猫様でございますね？」

「ええ、そうですけど。あなたが依頼人の……」

　言いかけた寝猫の眉がピクリと動く。

　次の瞬間。

　背中に回されていた相手の右腕が目にも留まらぬ速さで突き出された。

　その手には小こ刀がたなが握られていて。

　寝猫の腹ふく部ぶの寸前で小刀の刃が銀色に煌きらめいた。
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　並の人間ならとうてい避よけられない鋭い突きだったが、寝ね猫ねこは軽く体をずらしただけで避けた。避けただけでなく、間かん髪はつを容いれず、相手の右手首を左手で、左手首を右手で握るという離れ業わざを繰り出した。

　寝猫には相手が突いてくる前に、相手のやろうとすることが見えていた。腕の、肩の、そして顔の筋肉の僅わずかな動きで、寝猫には相手の意図が読めていたのだ。相手が攻撃に入る直前のほんの僅かな筋肉の動き。それを見逃さないのが天てん心しん無む明みよう流りゆうの極ごく意いなのである。




「どういうことかな？」

　両手首を握る手に寝猫が力を込めると、相手は堪たまらず小刀を取り落とした。見た目に似合わぬ恐るべき寝猫の握あく力りよくである。

　寝猫は相手の顔を覗のぞき込んだ。

「あんたみたいな美人のメイドさんに狙われる覚えはないんだけど」

　メイド姿の女性は手首の痛みに顔を顰しかめつつ言った。

「さ……さすがに天心無明流免許総伝の夜よ見み坂さか寝猫様でございます」

　寝猫は手首を握る手の力を少しだけ緩める。

「……あたしを試ためしたってこと？」

「申し訳ございません。あなた様が信頼に足る人物かどうかを前もって知っておきたかったものでございますから」

「ふうん。ま、いいけどさ」

　寝猫は相手の両手首を放してやった。

「で？　あたしはお眼鏡めがねに適かなったのかな？」

　相手は深々と頭を下げた。

「それはもう適いまくりでございます」

「あ、そう。じゃあ、とりあえず話を聞かせてもらおうか。入って」

　体を引いた寝猫は相手を招き入れた。

「失礼いたします」

　メイド衣装の女性は改めて一礼した後、静かに室内に足を踏み入れた。そんな相手を寝猫がジト目で見やっている。

「いや、ホントに失礼だったよね、あんた」

「返す返すも申し訳ございません」

　相手はまたも腰を折る。腰は折っても背筋はピンと真っ直ぐ伸びていて、ただメイド衣装を着ただけのコスプレイヤーではないのが一いち目もく瞭りよう然ぜんの美しい姿勢だった。

「あたしが免めん停ていじゃなかったら、あんた、死んでたかもだよ」

　寝猫はそう言って脅かしたのだが、相手は少しも怯ひるまず、平然と応こたえてきた。

「武士免状停止処分の件は承知いたしておりました」

　寝猫は少しばかり目を細める。

（あたしのことは調査済みってか。なんだろうね、この依頼主は。っていうか、あたしに何を依頼しようってのかね）

　寝猫はソファセットのほうを指さした。

「あ、そこ座ってて。今お茶を淹いれるから」

「ありがとうございます」

　相手は礼を言ってソファに座る。

　彼女はすでに何回、頭を下げただろうか。それが少しも卑ひ屈くつに見えないのは、自分の仕事に矜きよう持じを持っている証あかしか。

　寝猫はミニキッチンへ引っ込むと、お湯を沸かし、適当にお茶を淹れる。小型の冷蔵庫を開けてみると、好物のチーズケーキが二つ入っていた。たぶん、一いち也やが買ってきた彼と寝猫の分だろう。

（ま、あいつはまた買いに行けばいい。とりあえずこれは来客用として出そう）

　寝猫はチーズケーキを小皿に載せ、湯飲みと一緒に盆に載せて応接用のソファセットまで運んだ。
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　寝猫が戻っていくと、物珍しそうに室内を見回していたメイド服の依頼人は顔の動きを止め、寝猫のほうに視線を向けてきた。

　湯飲みとチーズケーキの載った小皿を二つずつテーブルに置いた寝猫は相手の正面に腰を下ろす。お尻を落としたときに発せられたスプリングの軋きしみ音が、いかにもな安物感を辺りに漂わせ、寝猫は小さく顔を顰めてしまう。

（安く手に入れたのはいいけど、来客用なんだから、もう少しまともな物を探すべきだろう、市いち一いち）

　と思う寝猫だが、自分は何もしていないので、それ以上の不満を言うのは控えておく。

「あ、自己紹介が遅れてしまって申し訳ございません」

　と言って依頼人の女性が立ち上がった。

「わたくし、とある良家のご息そく女じよにお仕えするメイドでございまして、紫ゆかり乃の弥み茂も祢ねと申す者でございます」

　紫乃弥茂祢と名乗ったメイド衣装の女性が小さな名刺入れから名刺を取り出したので、寝猫も急いで立ち上がる。

「弥茂祢、とお呼びくださいませ。以後、よろしくお見知りおきください」

　相手が深々と低頭しつつ差し出した名刺を、寝猫は両手で恭うやうやしく受け取った。












　名刺交換の際は、差し出すほうは片手で、受け取るほうは両手でというのがビジネスマナーらしい（もっとも両手で出しても間違いというわけではない）。護衛剣士としてＶＩＰの護衛を何度も経験している寝猫は、大学生であっても、そのくらいのマナーは心得ていた。

　寝猫は受け取った名刺に素早く視線を走らせる。

（住所は……大だい名みよう屋や敷しき町まちかよ。本当に良家に仕えてるんだな。仕えているのは吉よし成なり家けか。こちらは初耳だな）

　相手の名刺を丁てい寧ねいに卓上に置くと、寝猫は名刺入れから取り出した自分の名刺を右手で差し出した。

「もうご存知のようですが、免停武士の私立探偵、夜見坂寝猫です。よろしくどうぞ」

「ちょうだいいたします」

　紫乃弥茂祢は寝猫の名刺をいかにもありがたそうに押し戴いた。

（夜見坂寝猫様のお名刺、宝物になるでありましょう）

「はい？　いま何か？」

「いいえ、何も」

「……そうですか。じゃあ、おかけになってください」

　と促うながすと、相手は例によって深々と腰を折り曲げた後、静かに腰を下ろした。立っていようと座っていようと背筋を伸ばした美しい姿勢を崩さないのが見事だった。

「大した物もありませんが、どうぞ」

　と寝猫がケーキの載った皿を指し示す。

「ありがとうございます。ちょうだいいたします」

　相手は湯飲みに両手を添えて優ゆう雅がにお茶を飲み、フォークで切り取ったチーズケーキを上品な仕草で口に運んだ。

　一方、寝猫は無む造ぞう作さにチーズケーキを切り取り、ひょいっと口に放り込む。濃厚で、けれど控えめなケーキの甘みを存分に味わうと、寝猫は徐おもむろに口を開いた。

「さて。肝かん心じんの依頼はなんなんですかね？　あたしの腕を確かめたってことは、護衛か何かをやらせようってことです？　それなら民間の警備会社へ行ったほうが早いと思いますよ。ご存知のように、あたしは免停中で気軽に刀を抜けない身分ですしね」

　相手は、

「いいえ、そういうことではございません」

　と首を横に振った。

「じつは」

　顔を上げた弥茂祢は正面から真っ直ぐに寝猫の顔を見つめた。

「夜見坂様に、お嬢じよう様さまの遊び相手になっていただきたいのでございます」

「はいぃ？」

　寝猫は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「え……いや……え？」

「ちなみにお嬢様は中学二年生でございます。身長は百五十四センチメートル、体重とスリーサイズは重要な個人情報でございますので秘密ということでお願いいたしたいのでございますが、ＢバストとＨヒツプに関しましては同世代の女子の平均に比して些いささか寂しい数字と申し上げざるを得ません。ですが、学校の成績は学年二百五十人の中でも常に一ひと桁けた、スポーツも万能でございます。中でも得意な種目は剣術、水泳、陸上などの個人種目でございます。つまりこれは、お嬢様が協きよう調ちよう性せいが必要とされる団体種目を不得手にしているということなのでございますが、性格にそれほど大きな問題があるわけではございませんので、ご安心ください」

　弥茂祢は真剣そのものの表情でそう言うと、密ひそかに心中でこう付け加えた。

（もっとも、性せい癖へきには多少の問題があるやもしれませんが、それも個人の趣味の範はん疇ちゆうでございますれば）

「いやいや、個人情報は秘密と言いながら、主人の欠けつ陥かんとか欠点とかをかなりバラしてるよね、あんた」

　という寝猫のツッコミに、弥茂祢はきょとんとした顔で返してきた。

「え？　そんなことはございませんよ？」

（こ……このメイド、なんか摑み所がない奴だな）

「ちなみに、これがお嬢様のお写真でございます」

　そう言って、弥茂祢は自分の多機能型携帯電話マルチフオンの画面を寝猫のほうへ差し出してきた。マルフォの画面には学校の制服に身を包んで笑っている少女が写っている。

「お？　可愛い子ですね」

「はい、とても可愛らしいお嬢様でございます。如何いかがでございましょう、お嬢様の遊び相手、お引き受けくださいますか？」

　寝猫は画面から視線を外し、思い切り困惑した顔で相手を見つめ返した。

「いや、如何でございましょうって言われても。あたし、いちおう私立探偵なんだけど。困ってる人を助けないと武士の免停解除ができないんだけど」

　弥茂祢は自信満々の表情で頷うなずいた。

「それでしたら大丈夫でございます。お嬢様は夜見坂様にお相手をしてもらえないと、とても困ってしまいます。ですからこれは立派な人助けなのでございます」

「それで人助けって言われても」

「ちなみに手付け金として十万円、お持ちいたしました」

　そう言うと、弥茂祢は傍かたわらに置いてあるアタッシェケースから茶ちや封ぶう筒とうを取り出した。

（あれえ？　いまアタッシェケースの中にナイフとか鞭むちとか棒ぼう手しゆ裏り剣けんとか、メイドさんに似つかわしくないアイテムの数々が見えた気がするんだけど）

　ジト目になった寝猫を気にかけることなく、弥茂祢は茶封筒をテーブルの上に置いた。

「どうぞ、ご確認くださいませ」

　寝猫が素早く封筒の中身を確認すると、たしかに一万円札が十枚入っていた。どれもぴかぴかの新札だ。

　寝猫が封筒を卓たく上じように戻すのを待って、弥茂祢がさらに美お味いしい話を振ってきた。

「引き受けていただければ、依頼料として二十万お出しいたします。成功報ほう酬しゆうはさらに三十万を上乗せさせていただきます」

（な!?　仕事を成功させれば締めて六十万になるのか！　しかも女子中学生の遊び相手というチョロい仕事！）

　寝猫は揉もみ手をせんばかりに相そう好ごうを崩す。

「これも人助けですね」

　弥茂祢はニッコリと笑って大きく頷いた。

「ええ、人助けでございますとも」

　すっくと立ち上がった寝猫は、小さく右みぎ拳こぶしを握ってみせた。

「わかりました。困ってる人を見捨ててはおけません。お任せください、弥茂祢さん」

「ありがとうございます。では主人の意向もございますので、念のため契約書をご確認の上、サインをお願いできますか？」

　そう言って弥茂祢は、今度はアタッシェケースから一ひと揃そろいの書類を取り出し、卓上に載せた。

　寝猫は書類を手に取って、素早く内容に目を走らせる。

（とくに問題はなさそうだな）

　条文を確認した寝猫は卓上に置いてある筆入れからサインペンを抜き取り、銀行名と口座番号を書き込んだ後、署しよ名めい欄らんにサインをした。

「はい、これ」

「ありがとうございます」

　寝猫のサインを確認した弥茂祢は嫋たおやかな笑みを浮かべ、ソファの上でまたもや深々と頭を下げた。

「では、一通は夜見坂様の控えということで」

　弥茂祢が契約書の控えを差し出し、それを寝猫が受け取った。

「依頼料の二十万は、今日、明日のうちに指定の口座へ振り込ませていただきます」

（やたっ）

　寝猫は緩みそうになる顔の筋肉を必死で抑え、ことさら真面目な口調で訊きいた。

「で、あたしは具体的にどうすればいいんですか？」

「さようでございますね。お仕事の詳しい内容につきまして、明日にでもお屋や敷しきのほうでご説明申し上げる……ということで如何でございましょう？」

「明日ですか。ええ、かまいませんよ。どうせ他に依頼はないですし。そちらには何時頃に伺うかがえばいいです？」

　と寝猫が訊くと、弥茂祢は再びマルフォを取り出してカレンダーとスケジュール帳を呼び出した。

「では、午後三時で如何でしょうか？　明日であれば、その時間ならお嬢様も学校から戻っておりますので」

「午後の三時ですね。わかりました。で、伺う先は名刺の住所でいいんですか？」

「はい、さようでございます。後ほど地図をメール添付でお送りしておきます」

「あ、お願いします」

「ではわたくしはこれにて失礼いたしま……」

　頭を下げかけた弥茂祢だが、ああ！　と小さく叫んで勢いよく頭を戻した。

「わたくしとしたことが、肝心なことを一つ忘れておりました」

「はい？　なんですか？」

　弥茂祢は足下に置いてあるアタッシェケースを膝上に載せ、開けた。先ほどとは違って膝の上に載せているので、角度的に蓋ふたが邪魔をして、寝猫からはアタッシェケースの中が見えない。

　何を取り出す気だと寝猫が見ていると、弥茂祢は平べったい紙の袋を卓上に置いた。

（手て土産みやげのお菓子……いや、違うな。お菓子だったら、あんなに薄いはずがない。なんなんだ？）

　という寝猫の疑念に答えるように、弥茂祢はいったん置いた袋を右手で持ち上げた。

「これは夜見坂様に着ていただく衣装でございます」

「は？　来ていただく衣装？」

「さようでございます。来ていただくときに着ていただく衣装なのでございます。この微妙なイントネーションの違い、わかっていただけましたか？」

「……それはわかったけどさ。いやでも、そちらへ伺うときに、どうして指定の衣装でなければならないのかがわからない」

「それは」

　弥茂祢はわざとらしく周囲を見回し、上体を乗り出し、思い切り声を潜ひそめて言った。というより、ほとんど声が出ていないが、相手の唇の動きで、寝猫は彼女が何を言ったかがわかった。

　弥茂祢はこう言ったのだ。

「盗とう聴ちよう器きの心配はございませんか？」

　応える寝猫は声を落とさず、いつもの調子のままだった。

「事務所を開く際に隅すみから隅まで調べましたよ」

「さようでございますか」

　上体を戻した弥茂祢は、声量も元に戻して言葉を継いだ。

「夜見坂様が護衛剣士であることを知られたくないと、そうご理解ください」

「あたし、今は護衛剣士休業中なんだけど？」

「たとえ現役でなくとも、元護衛剣士の私立探偵を雇やとったということを公おおやけにはしたくないのでございます」

「ははぁ、なるほど。つまり、お家の中に何か問題を抱えているということですか」

「さて、それはわたくしの口からはお答えできかねるのでございますが」

「わかってます。あたしもいちおう私立探偵ですし、依頼主の内情をあれこれ詮せん索さくすることはしません」

「ご配はい慮りよ、痛み入ります」

　またも深々と低頭した弥茂祢は、頭を戻すと、

「ということでございますので、お屋敷を訪ねる際はその衣装でお願いいたします」

　と念押ししてきた。

　寝猫は少し疑い深そうな顔で訊いた。

「まさか、件くだんのお嬢様が通っている学校の制服じゃないでしょうね？　でもって、お嬢様を守るため登下校の際に一緒に歩けとか言わないでしょうね？」

　弥茂祢が目を瞠みはった。

「まさか」

　それから恐る恐るといった体で訊く。

「もしかして、お頼みすればお嬢様の学校の制服を着てくださるのでございますか？」

「着るわけないでしょっっ！」

「で、ございますよね。ご安心ください、そのように奇を衒てらった物ではございません」

（奇を衒うって……その使い方でいいんだっけか？）

「もっとまともな物でございます。少なくとも、お屋敷に入るのに不自然ではないくらいの生き地じとデザインでございます」

　寝猫は、う、と呻うめいて押し黙った。

　元護衛剣士であることを知られたくないだけなら、私服でもいいじゃん？　と思った寝猫だが、弥茂祢はそれとなく、ジーンズとラフなジャケットなんかで来られては困ると言っているわけだ。

（たしかに高級生地仕立てのドレスとか持ってないしな。ここは相手の用意したドレスを着ていくか。市一の奴が『馬ま子ごにも衣装～』とか言って笑いそうなのが不ふ愉ゆ快かいだけど、まぁ仕方がない）

　と寝猫は観かん念ねんした。

　アタッシェケースを閉じて立ち上がった弥茂祢は、例によって例の如く、美しい姿勢で寝猫に対して頭を下げた。

「何なに卒とぞよろしくお願いいたします、夜見坂様」

「わかりました。明日、午後の三時に伺いますので」

「お待ち申し上げております。では、わたくしはこれにて失礼いたします」

　アタッシェケースを手に提さげたメイド衣装の紫乃弥茂祢は悠然とした足取りで部屋を横切り、ドアのほうへ歩み寄る。寝猫はそのあとを追いかけ、ドアを開けて廊下に出たところで回れ右してまたもや頭を下げた弥茂祢に向かって、

「お疲れ様でした」

　と声をかけた。

　頭を上げ、踵きびすを返し、廊下を遠ざかっていく弥茂祢の後ろ姿を寝猫は目で追った。

（足の運びも気の配り方も大したもんじゃないか。さっきの不意打ちも本気じゃなかったみたいだし。あいつ、本気になったら、そうとうデキるぞ）

　弥茂祢の姿が階段へと消えるのを確認すると、寝猫は静かにドアを閉めた。
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「しっかし、相手をしてると疲れる奴だったな、あのメイド。それに、依頼もいまいち要よう領りようを得なかったし」

　ため息を吐つきながら戻ってきた寝猫は、乱暴に腰をソファに落とす。またもやスプリングが癇かんに障る軋み音を発した。

　寝猫は卓上の茶封筒に目を留める。

「でも、ま、いいか。何はともあれ六十万ゲットだぜ！　だもんな。これで二、三カ月仕事しなくても平気じゃん」

　寝猫は愛しそうに茶封筒を両手で持ち上げ、眼前に掲げた。

「とりあえずは十万だけど……なに買おう」

　なんだか夢見る乙女おとめのような目つきで寝猫は茶封筒を見やっている。

「まずはお腹いっぱい焼き肉……かな。しかもオージービーフとかじゃなくて、飛ひ驒だ牛とか近江おうみ牛とか神こう戸べ牛の特上カルビを！」

　寝猫の脳裏に浮かぶ極ごく彩さい色しきのドリームに現実が割り込んできた。




「猫先輩、僕を忘れないでくださいよ！」




　寝猫は一也の顔を思い出して、ちっ、と舌打ちした。

「仕方がない。市一の奴にも奢おごってやるか。今回の依頼人を見つけてきたの、あいつだからな」

　寝猫は脳裏から一也の顔を追い出すと、封筒を叩たたきつけるように卓上に置いた。

「あとは、そうだな、久しぶりに温泉なんかにも行きたいな。最近、旅行、行ってないしな。あとは……たまには服を買うか。しま○らとかユニ○ロじゃなくて、原宿辺りのちょっとお洒落しやれなブティックか何かで……はっっ！」

　寝猫は急に赤面して俯うつむくと、上体を斜め前に倒し両手を卓についた。

「だ、駄目だ。言ってて自分の貧びん乏ぼう性しようが恥ずかしくなってきた」

　そのとき。

　ばん！　とドアが開いて一也が部屋に飛び込んできた。

「すみません猫先輩、遅くなりましたっ！」

「おわぁっ!?」

　寝猫は慌あわてて両手を卓から離し、姿勢を戻す。

「あれ？　どうかしました？」

　寝猫は、わたわたと両手を上げ下げする。

「ど……どうかしましたじゃないだろ！　遅いよ！　もう依頼人は帰っちゃったよ！」

「えぇっっ!?」

　一也は軽く仰け反った。

「もう交渉が決けつ裂れつしちゃったんですか？　猫先輩、短気すぎ。せっかく見つけた依頼人なのに」

「違うよ！　おまえ、あたしのことなんだと思ってるの？　ちゃんと交渉成立だよ」

　一也は驚きに目を見開いた。

「ほ、本当ですかっ!?」

「その驚き方……おまえ、失礼な奴だな」

　寝猫はジト目になって一也を見やる。

「あ、すみません。つい。でも、交渉成立って、本当に本当なんですか？」

「疑うたぐり深い奴だなぁ。っていうか、どこまであたしを信用してないんだよ、おまえは。ほら、ちゃんとそこに手付け金が入った封筒があるだろ。依頼に来たメイドさんが置いていった」

「ああ、紫乃弥茂祢さんですね。あの人、最初に僕が喫きつ茶さ店てんで会ったときもメイド服でしたよ。なんかもう目立っちゃって困りましたけど」

　と言いつつ、一也は卓上にあった茶封筒を手に取り、中を確かめる。

「あ、本当だ。十万入ってる」

　道着に袴姿の寝猫はソファの背もたれに背中を預け、ふんぞり返るような体勢で腕と足を組んだ。

「正式な依頼金は、さらに二十万だ。今日、明日にも振り込んでおくって言ってたぞ。成功報酬は、さらさらに三十万。凄すごかろう？」

　一也は思わず苦笑する。

「日本語間違ってますよ。まぁ、言いたいことはわかりますけど。ところで依頼内容はどんなものだったんですか？　僕が会ったときは『夜見坂様ご本人に』って言われて、詳しいことは教えてもらえなかったんですよ」

「仕事は中学生のお嬢様の遊び相手だってさ」

　と寝猫が応えると、一也は目を瞬しばたたかせた。

「は、はい？　なんですか、それ？」

「いや、あたしも知りたいんだけど。詳しいことは明日、現地へ行ってから説明受ける手て筈はずになってるの。とにかく中学生の遊び相手をすればいいんだってさ。それで六十万だぞ？」

　一也が疑わしそうな顔になる。

「何か話が旨うますぎません？」

「たしかに美味しい話だとは思うけど、こんなことであたしを騙だましても、相手には何の得もないだろ？」

「それは……そうですねぇ」

「遊び相手になるだけで六十万なら、多少の我わが儘ままにはつきあってやるさ」

「で、期間はどのくらいなんです？」

「あ。それ聞いてなかったな」

「迂う闊かつですよ、猫先輩」

「まぁ六十万だから、一日、二日ってことはないな。明日、その辺の説明があるだろ。なに、一カ月やそこらは我慢してもいいさ」

「うぅん、何か不安だなぁ」

　と一也は首を捻ひねるが、寝猫の上機嫌は少しも揺るがない。

「おまえもたまには役に立つことがあるんだなぁ、市一。今回ばかりは勲くん一いつ等とうの働きだ。褒めて遣わす」

　一也はむっとした顔になって手を伸ばした。

「じゃあ、とりあえず、この十万は僕が預かっておきますね」

　一也が右手で茶封筒を攫さらうと、寝猫は、うげっ、と仰け反った。

「なんでおまえが持っていくんだよ!?」

「だって猫先輩に持たせたら、パチンコか競馬に使っちゃうじゃないですか。さっきも僕の隙すきを見てパチンコに行ってましたよね？」

　寝猫はさっと顔を背そむけて、

「なんのことかなぁ？」

　としらばっくれるが、一也は左手を水平に挙げ、寝猫の机の上の袋を指した。

（しまった！　片付けるの忘れてたぁ！）

「何か申し開きがありますか？」

　寝猫は肩を落とし、がっくりとうなだれた。

「ごめんなさい」

「ってことで、油断も隙もないので僕が預かっておきます」

　一也がデイパックに封筒をしまうと、顔を上げた寝猫は必死で訴え始めた。

「いやいや、このお金はそんなことには使わないよ。ホントだよ？」

　一也は思い切り疑わしそうな顔を寝猫に向けた。

「じゃあ、何に使う気です？」

「えぇと……」

　寝猫が小声で、

「焼き肉に」

　と応えると、意外にも一也が食いついてきた。

「ああ！　いいですね、焼き肉」

　寝猫は思わず顔を輝かせて身を乗り出してしまう。

「いいだろ、焼き肉！」

「じゃあ、今夜は景気づけに焼き肉屋に繰くり出しますか」

「いいねいいね」

　と言う寝猫は今にも踊り出しそうだ。

「ちょうど今、駅前商店街の焼き肉屋、牛うし丸まるで、オージービーフの食べ放題をやっているんですよ」

「え……え～～？」

「お腹いっぱいになるまでカルビを食べましょう！」

　寝猫は悄しよう然ぜんと肩を落として力なくうなだれた。

（考えてた焼き肉と違う～～）

「残りは事務所の維い持じ費ひに回しますね。光熱費とか通信費とか、毎月の必要経費も馬鹿になりませんから」

　平然とそんなことを言う一也を、寝猫は泣きそうな顔になって見やった。

（夢も希望もない奴だなぁ、もう）
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　翌日の昼過ぎに、誰もいない事務所に鼻歌交じりで寝猫が現れた。

「ふんふんふふ～～ん、おっはよ～～」

　今日の寝猫は黒いジーンズに黒いブラウス、そして黒のジャケットという出いで立たちだ。艶つやのある長い黒髪も相まって、冥めい界かいの使者か何かのような印象である。柄えの長い鎌かまでも持たせれば死に神に見えるかもしれない。

　前夜の焼き肉は、夢にまで見た飛驒牛でも近江牛でもなかったわけだが、それなりに満足のいくものだったので、寝猫はかなりご機嫌な様子だった。

「さってと。昨日は焼き肉で浮かれてすっかり忘れてたけど、預かった衣装を試着してみないとな」

　寝猫はロッカーに突っ込んでおいた紙袋を持ってきてソファに陣取ると、中身を引っ張り出した。そして固まった。

「なん……じゃ、こら!?」

　卓上に広げられた衣装はメイド服だった。どこからどう見てもメイド服だった。メイド服以外の何物でもなかった。おまけに、弥茂祢が着ていたようなシックかつ本格的なメイド衣装ではなく、その辺のコスプレショップで買ってきました的な安物感に溢あふれたメイド服だった。

「ど……どういう意味だ、これ？　お屋敷に入るに相応ふさわしいドレスを着ろってことじゃないのか……ん？　何か入ってる。メモ書きか？」

　畳まれていた便びん箋せんを寝猫が広げると、そこには達たつ筆ぴつで次のようなことが書かれていた。







『拝はい啓けい　夜見坂寝猫様




　夜見坂様におかれましては、ますますご清せい栄えいのこととお喜び申し上げます。

　さて、お話し申し上げたとおり、夜見坂様にはこの衣装でお屋敷を訪れていただきたいのでございます。どうしてメイド衣装なのかと申しますと、木は森の中に隠せと申しますように、お屋敷にはわたくしを始め何人かのメイドが働いておりますので、夜見坂様にもメイド衣装を着ていただければ目立たないという深しん謀ぼう遠えん慮りよなのでございます』







　寝猫はメモから顔を上げ、

「深謀遠慮なのか、それは？」

　と小首を傾かしげたが、やがて諦めたように視線を便箋に戻した。







『わたくしは暗あん器きを隠す必要上、長めのスカートを穿はいておりますが、お屋敷にはミニスカメイドが働いておりますゆえ、ご心配なさる必要はございません』







「ああ。そういえば、あいつのスカート、なんか重たそうだったよな。そうか。スカートの裏に武器を隠してたのか……って、どんなメイドだよ。もう、ほとんど護衛だな。たしかに相当な腕前の持ち主だったけど。お嬢様のメイドってのは、それだけの危険と隣り合わせってことなのか？　だからこそ、遊び相手としてわざわざあたしを指名してきたのか？」

　宙を睨んでそう呟つぶやいた寝猫は、改めて文面に視線を据えた。







『なお、差し出がましいとは思いましたが、こちらでアンスコもご用意させていただきました』







「はいぃ？」

　寝猫は卓上の衣装に目をやった。なるほど、中に一つ、小さく畳まれた下着っぽい物が入っている。寝猫は恐る恐るそれを摘つまみ上げ、広げてみた。たしかにそれは、ひらひらとしたレースが鮮やかな純白のアンダースコートだった。いわゆる見せパンという奴だ。

「なんでアンスコなんか……」

　寝猫は続きを読もうと、また便箋に視線を向けた。







『失礼ながら、夜見坂様は色気のないぱんつをお穿きになっていると想像されますので、大きなお世話かとも思いましたが、ちょっと可愛めのアンスコをご用意させていただいた次第でございます』







　ぐしゃ。

　寝猫は思わず便箋を握り潰つぶしていた。大きく一つ深呼吸した寝猫は、腰を浮かせると握り潰した便箋を卓に叩きつけた。

「本っ当に大きなお世話だなっっ！」

　しばらくそのままの体勢で固まったまま、ぜぇはぁと荒い息を吐はいていた寝猫だが、やがて諦めた顔で腰を下ろす。

「まぁ色気のないぱんつってのはそのとおりだけどさちくしょう好きで穿いてるんじゃないんだぞ斬り合うときに色気のあるぱんつじゃ困るからじゃないか斬り合いの最中にゴム切れたらどうすんだよって話だろこら……はぁはぁ……」

（いけないいけない、少し興奮しちった。落ち着け、あたし）

　乱れた呼吸を整えた寝猫は、気を取り直して、しわくちゃになった便箋を拾い上げ、丁寧に皺しわを伸ばす。







『では、明日の午後三時、お屋敷にてお待ちしております。お屋敷の所在地は、メールに添付した地図をご参照ください。





恐きよう々きよう謹きん言げん　　紫乃弥茂祢』









「言付けメモに恐々謹言と来やがった。そういえばあいつ、やたらと丁寧な言葉遣いをしていたなぁ。丁寧というより慇いん懃ぎん無ぶ礼れいか。話してると、なんか苛いら々いらしてくるんだよな。しかし」

　寝猫は卓上に広げたメイド衣装（アンスコ付き）を見下ろしてため息を吐つく。

「六十万のためだと思えば我慢もできる……かな」

　寝猫は壁掛け時計をちらっと見やった。

「いま一時半か。訪問先は大だい名みよう屋敷町だから駅前からバスに乗るとして、二時過ぎには事務所を出ないと……」

　そこで、寝猫はギクリと固まった。

「いや待て、あたし」

　ギリギリとぎこちなく首を巡らせると、寝猫はもう一度、卓上の衣装に視線を落とす。

「こ……この衣装を着てバスに乗るのか？」

　ミニスカメイド服で乗り合いバスに乗車する自分の姿を想像した寝猫は、ブルブルと激しく首を横に振った。

「無理無理無理、絶対無理。それだけはしたくない」

　寝猫は、ガックリと肩を落とした。

「手付け金に十万もらったんだ、タクシー使うか。不特定多数の好奇の目にさらされるより、運転手一人のほうがまだマシってもんだ。っていうか、六十万、六十万と念仏のように唱えていないと我慢できそうにないな、この仕事」

　寝猫は、は～～あ、とため息を吐ついた。

「仕方ない、着替えるか」

　力なく立ち上がった寝猫は、のろのろと着替えを始める。

　ジャケットを脱ぎ、ジーンズを下ろし、ブラウスも脱いで、卓上のメイド衣装に手を伸ばしたところで、ばん、とドアが勢いよく開いた。

「遅くなりました、猫先ぱ……あ!?」

「え？」

　寝猫は下着姿――今日もスポーツブラにスポーツパンツ（どちらも黒）――でメイド衣装を抱えた体勢のまま固まった。

　そんな寝猫に視線を据えたまま一也も固まった。

「…………」

「…………」

　そうして数秒、見つめ合った後。

「ぎゃぁあぁあ――っっ!?」

「うわわわわ～～～～っっ!?」

　寝猫は手にした衣装で自分の体を隠すようにして真っ赤な顔で一也を睨にらんだ。

「なななななんでおまえは狙ったように図ったように企たくらんだようにあたしが着替えてるときに入ってくるんだよっっ！」

「べべべべつに狙ってなんかいませんよっ。たったんなる不幸な事故ですっ」

「あたしには不幸な事故だけどな！　市一、おまえ、猫先輩の着替え見られてラッキーとか思ってない？」

「そんなこと……これっぽっちも思ってませんよ」

　一也を見やる寝猫がジト目になった。

「今の微妙な間まはなんだ？」

「な、なんでもありませんってば。それより、どうしてメイド衣装になんか着替えようとしてるんですか!?」

「それはだな……っていうか、その前に」

　寝猫は右手の衣装で体を隠したまま、左手でドアのほうを指さす。

「出てけ！　そしてあたしがいいと言うまで入ってくるんじゃない！」

「う……わ、わかりました」

　一也はくるりと回れ右してドアのほうへ歩み寄っていく。

「またパチンコに行かないでくださいよ？」

「行かないよっ！　っていうか、こっち見んな！」

　眉まゆを吊り上げた寝猫が叫ぶと、一也は飛ぶように退散し、勢いよくドアを閉めた。

「くそ。不意打ちされたからマジになっちゃったじゃないか。もう少し余裕があれば、市一をからかって遊んだのに……いや、今日はそんな場合じゃない。もうあまり時間に余裕がないんだから」

　寝猫は大急ぎでメイド衣装を身に着け、最後にアンスコを手に取った。

「ホントにこれを穿くのか？　穿くしかないんだろうけど。この短いスカートで生パンとか、さすがに躊ちゆう躇ちよするし」

　スカートをたくし上げた寝猫は、もそもそとアンスコを装着し、その後、姿見の前に移動してメイド衣装を整える。

「……こんなもんか？　ってか、ちょっと可愛いか、あたし？」












　横を向いたり後ろ姿を映したりしていた寝猫は、はっと我に返る。

「そんな場合じゃないってば」

　寝猫は自分の椅子に腰を下ろし、パソコンの電源を入れる。

「お――い、市一、入ってきてもいいぞ――」

「本当にいいんですか――？」

「どういう意味だ!?」

「いいと言われて入ったら、猫先輩、全部脱いでたとか、ないですよね？」

「あるかっ！　おまえはあたしをなんだと思ってるの!?」

「だって、昨日、全裸ラジオ体操とか言ったの、猫先輩じゃないですか」

「だから。あれはただの冗談だろ。本気でそんなことしたら、あたし、本物のヘンタイじゃん」

「じゃあ……失礼しま～～す」

　静かにドアが開いて、恐る恐るといった体で一也が入室してきた。

「あぁ、市一、あたしの服、衣装ロッカーに突っ込んどいて」

　一也は脱ぎ散らかしてある寝猫の服に目をやってため息を吐つく。

「まぁ、いいですけど。でも、どうしてメイド衣装になってるんですか？」

「これが先方の指定してきた衣装なんだよ」

「はあ？」

「なんでも、護衛剣士が訪問したと思われたら不ま味ずいから、メイド衣装で来てくれって。屋敷にはメイドが働いてるから、それなら目立たないんだってさ」

「ああ、なるほど。ということは、依頼主のお宅は、何らかのトラブル、あるいはトラブルの種を抱えている……わけですね」

「みたいだな」

「何を見ているんです？」

「メールで地図送るって言ってたから拾っておこうと思って……って、ホントに遅いな、このパソコン」

「一昔前のＣＰＵですしね」

「お金入ったら新しいのに買い換えよう」

「そうですね」

「あ、来た来た。市一、この地図、メモって」

　席を譲ゆずられ、一也が椅子に腰を下ろす。

「パソコン新調したら、プリンターも買いましょうね」

「だな」

　一也は添付ファイルを開いて、表示された地図をメモ用紙に写し取っていく。寝猫はそれを一也の肩越しに覗きながら、ふうん、と呟いた。

「大名屋敷町の外れのほうだな。とくに大きな屋敷が並んでる辺りじゃないか。本気の金持ちだぞ、吉よし成なり家って」

「金持ちに本気とか噓うそん気とかあるんですか」

　と一也は苦笑いを浮かべる。

「でも、所在地はここなのに」

　一也は地図をスクロールさせる。

「手前の森を抜けて来てくださいって書いてありますよ？　どうしてでしょうね」

「バス停の位置からだと、道を歩くより近道だからだろ」

「たしかにそうなんですけど、でも、交通手段に拘かかわらず……ってなってるんですよ」

「あ、そう。なんだろうな。道を歩いて行くと目立つってことか？」

「道は何者かに見張られているとか？」

　寝猫と一也は顔を見合わせて首を捻った。

「タクシーを屋敷の前まで乗り付けたら不味いんでしょうかね？」

「交通手段に拘わらずって書いてる以上、よくはないんだろうな。ま、いい。森を抜けるのも大した距離じゃないみたいだから歩くさ。六十万のためならな」

　と言って寝猫が右手を差し出すと、地図を書いたメモ用紙を一也が手渡した。寝猫は用紙をスカートのポケットに無造作に突っ込んだ。

「じゃ、そろそろ行くか。ビジネスマナーとしては、約束の時間の十分前厳守だ」

　そう言って、寝猫はもう一度、右手を差し出した。

「なんですか、この手は？」

「タクシー代寄よ越こせってこと。手付け金、おまえが持っていっただろ。振り込みはまだ確認してないし」

「あ、じゃあ、僕もお供しますよ」

「え？　おまえも来るの？」

「だって、猫先輩にタクシー代渡したら、途中でパチンコの誘惑に負けるかもしれないじゃないですか」

「負けるか！」

「まぁまぁ。僕もいちおう夜見坂探偵事務所の人間ですから追い返されはしないはず。いいから一緒に行きましょう」

　一也としては、土曜の午後に寝猫と二人で郊外まで出向くことが、なんとなくデートっぽくて嬉うれしいのだ。

「まぁ……いいけどさ」

（やたっ！　猫先輩のミニスカメイド服を間近で鑑かん賞しようできるっ！）

　という一也の思いを察知したのか、寝猫が疑わしそうな顔になった。

「……おまえ、何か嬉しそうだな？」

「え？　い、いやほら、だって夜見坂探偵事務所の初仕事ですよ？　嬉しいというか、張り切るというか。さぁ、猫先輩、頑張りましょう――っ！」

（相変わらずウザい奴だなぁ）

「ま、いいや。市一、タクシー呼んで」
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　寝猫と一也は指定された屋敷近くの森の手前でタクシーを降りた。まだ二時半になったところだから、時間的には余裕がある。樹木の密度が濃く、昼でも鬱うつ蒼そうとしている森の中を、吉成家の屋敷に向かって二人はのんびりとした足取りで歩いた。

「この辺りはまだ自然が豊かだなぁ」

「東京の特別区だってのを忘れそうですね」

「お！　今あっちにリスがいたぞ」

「相変わらず目がいいですね、猫先輩」

「視力がいい、しかも動体視力が。それが天心無明流の命いのちだろうが」

「まぁ、そうなんですけど」

　などと話しながら、歩いていた二人だが。

　突然、寝猫が足を止めた。

　続いて一也も立ち止まる。

　探るような視線を周囲に向けていた寝猫だが。

「……囲まれてるな」

「……のようですね。どういうことでしょう？」

「知るか。どういうことか知りたかったら、あいつらに訊いてみろ」

　そう言って寝猫が顎あごをしゃくると、周囲にわらわらと人影が湧わいた。十人以上、いや二十人近くいそうだ。出で立ちはてんでばらばらだったが、左腰に刀を差しているのが共通していた。

「すみません、僕たちに何かご用ですか？」

　一歩、進み出た一也がそう尋ねると、相手の一人が笑いながら応えてきた。

「吉成家へ向かう奴はとりあえず捕まえろって言われてるんでな」

　寝猫が嫌そうに顔を歪める。

（なんだぁ？　メイド衣装、なんの役にも立ってないじゃん。なんのためにこんな恰好になったんだか。っていうか、このメイド衣装で闘やり合うのか、あたし？　嬉しくって涙が出てくるな）

「おい、市いち一いち」

「なんです、猫先輩？」

「あたしは刀持ってないんでな。おまえ、自分の身は自分で守れよ？」

「わかってます。あの程度の奴らに後れは取りませんよ」

　一也が腰の刀の柄つかに手を伸ばすと、男たちが一斉に抜ばつ刀とうした。

「おい、生け捕りにする方向でやれよ」

　リーダー格の男がそう言うと、周囲の男たちから、

「おお！」

　という勇ましいかけ声が上がる。

「ふうん。こちらを殺すつもりはないってか。ならまぁ、こちらも手加減はしてやろう。市一！」

「はい、猫先輩」

「おまえも殺さない方向で闘やれ」

「わかりました。でも、猫先輩こそできるんですか、殺さない方向？」

「大丈夫だ、問題ない。半殺しくらいで勘かん弁べんしてやる」

　そう言い捨てると、寝猫は素手のまま男たちに向かって平然と足を踏み出した。
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　得え物ものを持たないまま林立する白はく刃じんに身を晒さらすのは度ど胸きようがいるが、ミニスカメイド服の寝ね猫ねこは上体を真っ直ぐに保たもったまま、滑るような歩法で平然と男たちの中に飛び込んでいった。

　逆に男たちのほうが度ど肝ぎもを抜かれている。

　こちらは二十人もいる。おまけに相手は素手で、こちらは全員が抜ばつ刀とうし、刀を構えているのだ。そんな状況で標的が自分たちのほうへ迫ってくるとは、彼らはまったく予想していなかった。逃げようとする相手を追いかけ回して捕まえる。そんな展開しか思い描いていない男たちは、目の前に寝猫が迫っても的確な対応が取れないままだった。

　いちばん手前にいた男の眼がん前ぜんまで進んだ寝猫が、すっと右手を水平に挙げた。あまりにも自然で、あまりにも滑なめらかな彼女の動きに男は反応できない。

　寝猫の広げた右の掌てのひらが八はつ相そうに構えている男の刀の柄つかに当てられた。それで、さすがに男も反応した。過か剰じように反応した。殺すなと言われたにも拘かかわらず、寝猫めがけて刀を振り下ろそうとした。けれど刀は動かなかった。

「な？」

　振り下ろそうとする刀の柄つか頭がしらを、寝猫が支え、押し上げていたのだ。それだけで振り下ろそうとする男の動作は止められていた。がら空きになっている男の脇わき腹ばらに、寝猫の左の貫ぬき手てが入った。

「がふっっ」

　低く呻うめいて男が頽くずおれていく。

　寝猫の一連の動作は流れる水の如ごとく滑らかで、空気の如く存在感がなく、落ちてくる雨の如く自然で、吹き抜ける風の如く軽やかで、それでいて暴風の如く圧倒的な威い力りよくだった。

　一人がその場に崩れ落ちても、他の男たちはまだ対応が取れない。寝猫の動きがあまりにも自然で滑らかで最小のものだったから、自分たちが攻撃を受けているという実感が湧わいていないのだ。

　足を止めないまま寝猫は隣の男へ向かい。

　気がついたときは、その男も倒されていた。

　そして次の男へ。

　さらにその次へ。

　男たちが我に返ったとき、すでに七人もが地に倒れ伏していた。

　寝猫の一いつ挙きよ手しゅ一いつ投とう足そくに目を凝らしていた一いち也やは、思わずため息を吐ついてしまう。

（はぁぁ、相変わらず綺き麗れいな動きだなぁ。無む駄だが一切ないっていうか。一つの動作から次の動作への繋ぎが最短かつ最小最速なんだよな。刀を持っても持たなくても同じだし。僕も見習わないとなぁ）

　少なくとも一也には寝猫の動きがすべて見えているし、彼女がどうやって男たちを倒したかもわかっている。だが、男たちにしてみれば、いつの間にか仲間が七人も倒されていたとしか見えないだろう。

　丸腰の相手に、刀を持った七人が。

　しかも相手はミニスカメイド服を着た女で。

　おまけに誰一人として刀を振りもしないまま、気がつくと倒されていた。

　相手は手品師か、それとも魔法使いか。

　そんなふうに思えたかもしれない。

「なんなんだ、こいつは!?」

　男たちの中でも比較的できるリーダー格の男が怖おぞ気けを震った。寝猫の技量が自分たちでは相手にならないレベルにあることを、彼だけは悟った。だが、他の男たちは倒れた仲間を見て逆上した。あるいはわけのわからない展開を見せられて混乱した。

　全員が刀を振り上げ、寝猫に向かって突進する。

　けれど。

　その動きはばらばらで。

　その速度はまちまちで。

　まったく連係が取れていない。

　先頭を走る男に寝猫が走り寄る。けれど、彼女のメイド服の裾は翻ひるがえりもしない。体がまったく上下左右にぶれていないことの証しよう左さだが、そんなところに注目する者は少なくとも男たちの中にはいなかった。
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　その部屋には半円形に大きなモニターが六つほど配置されていて、円の真ん中に置かれたキャスター付きの革張り椅い子すに一人の女子が座っていた。

「あん、まったくスカートが捲めくれないわ」

　モニターを食い入るように見つめていたその女子は悔くやしそうに呟つぶやいた。

「せっかくミニスカメイド服を用意して差し上げたというのに。こう、もっと飛んだり跳ねたりパンチラしたりハイキックでパンモロしたり……なんていう素す敵てき映像を期待していたのに、残念！」

「パンチラしたとしてもパンモロしたとしても、あくまでこちらでご用意したアンスコでございますが」

　傍らに控えている弥み茂も祢ねがそう指摘すると。

「いいのよ。こうして隠しカメラで覗のぞいている限り、アンスコか生パンかなんて、わからないでしょう？」

「はぁ。そういうものでございますか？」

「そういうものよ」

　と応こたえて、女子は小さなため息を吐ついた。












「寝猫お姉様のパンチラが映ってないのは残念だけど、まぁ、いいわ。こうしてバトルシーンを撮れたのだもの。それにしても弥茂祢」

　女子はモニターから視線を外し、隣の弥茂祢に顔を向けた。

「寝猫お姉様の掌しよう底てい一つで大の男がばたばたと倒れていくのは、どんな手品なの？」

「あれでございますか」

　弥茂祢がモニターに視線を据えたので、女子も、もう一度モニターを見やった。

「顎あごに入ってございますからね。ボクシングなどで、パンチがクリーンヒットせずとも顎を掠かすっただけで相手が腰を落としてしまうということがございますでしょう？　あれは脳が揺さぶられてしまったからでございます。夜よ見み坂さか様のあの攻撃も、相手の脳を揺さぶっているのでございますね。体格差と膂りよ力りよくを補う効率のよい攻撃法でございます。もっとも白刃を振りかざす相手の懐ふところに飛び込まなくてはならないわけでございますから、誰にでもできるという方法ではございませんが」

「弥茂祢にもできるの？」

「やってやれなくはございませんが、あまりやりたくはないでございます。わたくしは敵から距離を取ったまま倒すほうが好みでございます」

「そう。まぁ、あなたは不意打ちとか騙だまし討ちとか、卑ひ怯きような真似が得意だものね」

「森に多数の隠しカメラを設置して夜見坂様のパンチラバトルを撮影しようとしているお嬢様に言われたくはございませんが」

「い、いいじゃない、べつに。誰にも迷惑はかけていないんだから」

　弥茂祢は、ちらっと女子に視線を向け、すぐにモニターに戻した。

「あそこで倒れている者どもは迷惑を受けていないと仰おつしやるので？」

　女子は傲ごう然ぜんと胸を張って応えた。

「そのぐらいのバイト代は払ったはずだわ」

「たしかに破は格かくのバイト代ではございましたが、あの者たちも、相手が警けい護ご寮りようの腕利き護ご衛えい剣けん士しだと知っていたら、果たして引き受けたでございましょうか」

「関係ないわ。お金に目が眩くらんで標的の正体を調べようともしなかったあいつらが馬鹿なだけでしょ」

「お嬢様のお言葉、まことに正論ではございますが、世の中、正論だけで回っているのではございませんよ。そのことは頭の片かた隅すみに留めておいたほうがよろしいかと」

「あら。珍しいわね、弥茂祢がわたしに忠告だなんて」

「ご主人様が修しゆ羅らの道に落ちないように気を遣うのもメイドの役目でございます」

「落ちないわよ、修羅の道になんか」

（夜見坂寝猫様に心を奪われてしまった時点で、もう充分に修羅の道に足を踏み入れているように思うでございますが）

「ところで」

　女子は右手を伸ばして別のモニターを指さした。

「あの男は何者？」

　そのモニターに映し出されているのは愛あい市いち一也である。右手を刀の柄つかに置き、いつでも抜刀できる状態で身構えているが、今のところ男たちは誰一人、彼のところへ向かってこない。

「ですから。愛市一也様でございますよ。夜見坂様の弟おとうと弟で子しでございます」

「あいつが？　寝猫お姉様の弟弟子？　まさかお姉様のコレではないでしょうね？」

　女子が自分の右手の小指を立ててみせると。

「はしたのうございますよ、お嬢様」

　弥茂祢が、ずびし、と女子の額ひたいにチョップを打ち込んだ。

「あう」

　女子の首がカクッと後方に折れる。

「わたくしが見た限り、彼氏彼女の関係ではないように思いました。たしかに仲はよさそうでございましたが」

　女子は額をさすりながら後ろに落ちた頭を戻した。

「……同じ流派の弟弟子って、幼おさな馴な染じみに匹ひつ敵てきするような萌える関係じゃない。まさかお姉様の身近にあんな男がいるだなんて、わたしの恋こい路じが邪魔をされそうではないの」

（報告書には、夜見坂様の探偵事務所に高校生の弟弟子がいると書いたはずでございますが。お嬢様、夜見坂様のお写真しか見ておられませんね。まったくもう）

　弥茂祢は内心でため息を吐つく。

「雇った浪人たちには、あの男を殺すように命じたほうがよかったかしら」

「そんなことを命じて、もし夜見坂様に知られましたら、お嬢様は間違いなく嫌われてしまいますよ？」

「ああぁ、そ、そうね」

「最悪、一門の仇かたきとして討たれてしまいますよ？　まさか、夜見坂様に刺されて果てるのなら本望、などとは仰いませんよね？」

「言わないわよ、刺されて本望だなんて。捧ささげて本望だとは思うけれど。身も心も」

（誰が上手いことを言えと。というより、お嬢様の貧弱な身を捧げられても、夜見坂様がお喜びになるかどうか）

「何か言いたいことがあるのかしら、弥茂祢？」

「いいえ、何もございません」

　しれっとそう応えて、弥茂祢は椅子から腰を浮かせた。

「では、わたくしはお迎えに行くのでございます。全員が倒されるまで、さほど時間もかからないでございましょうから」

「寝猫お姉様に粗そ相そうのないようにね」

「隠しカメラで夜見坂様のパンチラバトルを隠し撮ろうとしている時点で、もはや充分に粗相しているように思われるのでございますが」

「これは粗相ではありません。どちらかと言えば懸け想そうです」

「ですから誰が上手いことを言えと……いえ。ともかく、わたくしはお迎えに参上いたします。お嬢様はご自分のお部屋でお待ちになってくださいまし」

「よろしくね」

　と応えると、女子は再び、モニターに映し出される寝猫の姿を食い入るように見つめるのだった。
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　男たちは必死で刀を振るった。

　けれど。

　どれほど刀を振っても、何度刀を振っても、寝猫には掠りもしなかった。

　寝猫には相手の動きが読めているのだ。

　刀を握る手の筋肉が収縮するのを。

　踏み出す足の筋肉が収縮するのを。

　視線がどちらを向いているのかを。

　爪先がどちらを向いているのかを。

　瞬時に見切り、相手の動きを先読みしてしまう。

　それが天てん心しん無む明みよう流りゆうの極ごく意い。

　相手の動きが。

　刀の軌き道どうが。

　どこを狙っているのかが。

　予あらかじめわかっていれば、攻撃を躱かわすのは容易たやすい。

　そして、攻撃を躱された直後に生じる隙すきを衝つき、相手の懐に飛び込んで見事なカウンターを決めていく。リーダー格の男一人を残して、十九人が倒れ伏すまで、それほどの時間はかからなかった。

「市いち一いち」

「はい、猫先輩」

　少し離れたところで身構えていた一也が駆け寄ってきた。

「簡単には起きられないと思うけど、念のため刀を取り上げて縛しばっておくように」

「わかりました」

　身を屈かがめた一也が男たちが取り落とした刀を回収していくのを横目に、寝猫は最後の一人に向き直った。

「さてと」

　男はどうするべきか迷っているらしく、しきりに視線が揺れている。

「あんたはどうするつもりなのかな？　他の連中よりはできそうだから、斬りかかってこられると、こちらも素手でっていうわけにはいかないかもだけど」

　そう言って、寝猫は右手を水平に挙げた。

「市一、一本」

「どうぞ、猫先輩」

　一也が回収したばかりの刀を一本、差し出してきた。

　無造作にそれを受け取ると、寝猫は左腰に差そうとしたが。

（そうだった！　あたし、メイド服だった。差せないじゃん！）

「しようがないなぁ」

　ぶつぶつと文句を言いながら抜刀すると、寝猫は鞘さやを捨て、刀をだらりと提さげた体勢で男に向かって一歩、二歩と踏み出した。

「そっちが先に斬りかかってきたんだし、この場合、斬っちゃっても正当防衛が認められると思うけど、でも面倒くさいの嫌なんだよね。あと、課長にねちねちと嫌みを言われるのも。誰に頼まれたとか、言う気ない？」

　男は刀の柄から右手を離し、両手を挙げた。

「わかった。言う。言う気満々だ」

「物わかりのいい大人って、好きだな」

　そう言ってニッコリ微笑ほほえんだ寝猫が、刀の切っ先を男に突きつけた。

「で？　誰に頼まれたの？　まぁ、だいたい想像がつくけど」

「え？　想像がついちゃうんですか？」

　刀の回収を終え、倒れた男たちの手を縛っていた一也が顔を上げた。

「つくだろ」

「えっと……え？　それってつまり、こいつら、猫先輩を狙ったってことですか？」

　寝猫が、だろうな、と頷うなずいた。

「もっとも殺すつもりはなかったようだし、どんなつもりであたしを狙ったのかまではわからないけど」

　そう言って寝猫が相手に鋭い視線を向けると。

「い、いや、俺もなんのためにとかは知らされていないんだ。ただ、ここを通りかかるメイド服の女を襲って捕まえろと言われただけで」

「誰に？」

「それは……メイド服の女に」

「やっぱりね」

　寝猫は納得顔で頷いたが、一也は大きく仰のけ反ぞっていた。

「え？　メイド服の……って、まさか紫ゆかり乃の弥茂祢さんがこいつらの雇い主なんですか、猫先輩!?」

「だろうな」

「ど、どうしてそんなことをするんです!?」

「あたしが知りたいわ。っていうか、まぁそれは本人に訊きくしかないんだろうな。ねえ、弥茂祢さん」

　はっとして一也が顔を振り向けると、降って湧いたように弥茂祢が木の陰から姿を現した。一也も天心無明流を修行中の身。その彼に気づかれなかったというのは恐るべき身のこなしであり気配の消し方だが、着ているのが本格的なメイド衣装というのがもの凄すごいちぐはぐ感である。

「そのお方たちは、いま言われたとおり、わたくしに依頼されただけでございまして、事情など何も知らないのでございます。お許しいただけないでございましょうか」

　寝猫は手にした刀の切っ先を下げた。

「いいけどさ。今度こそ、ちゃんと説明してもらえるんでしょうね？」

　弥茂祢は、はい、と応えて、丁寧に頭を下げた。

「残らず残さず、一から十まで、ご説明申し上げるのでございます。お屋敷までお出でいただけますか？」

「ってことだ。市一、行くぞ」

「こいつらはいいんですか？」

「ああ、もうどうでもいいや」

　寝猫は襲しゆう撃げき者しやたちのリーダー格の男に向き直ると熱のない様子でいった。

「ってことだから、あとは適当に」

「あ……ああ」

「これからは襲撃する前に少しくらい標的のことを調べたほうがいいと思うけど？」

「ちゅ……忠ちゆう告こく、痛み入る」

　寝猫は、じゃあね、と相手の男に手を振ると身を翻した。

「ほら、行くぞ、市一」

「相変わらず適当ですね」

　一也がそう言うと、弥茂祢は一瞬だけ彼のほうに視線を向けた。その目に何やら含むものがあるように思えて、一也は目を瞬しばたたかせる。

　が、弥茂祢は直ぐに回れ右をして、

「こちらでございます」

　と言って歩き出してしまったので、自分に対して本当に何かを思っていたのかどうか、一也にはわからずじまいだった。

　彼は寝猫を追いかけて早足で歩き出した。
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　案内されたのは漆しつ喰くいの塀へいに囲まれた大きな邸てい宅たくで、樹齢が数十年と思われる幹みきの太い樹木が何本も枝葉を広げているのが塀越しに見える。

　表札には「吉よし成なり」とだけあって、主人の名前は出ていなかった。

　表門は頑がん丈じような木戸になっていて、ちょっとした砦とりでの城じよう門もんのようだが、木戸は堅く閉ざされており、門番なども見当たらない。弥茂祢は二人を脇門へ誘いざない、小さな木戸の前に立つと、木戸に付いている細長い突とつ起き物ぶつの蓋ふたを開けた。

「……何をしているんです？」

　と寝猫が訊くと、素早くボタンを押しながら弥茂祢が答えてきた。

「電子ロックの解かい錠じようをしているのでございます」

　その言葉どおり、微かすかな金属音が響いた。木戸が解錠された音なのだろう。

「なるほど。見た目は古風でも中身は現代風なんですね」

「さようでございます。この木戸は、木戸と言いながら実質は鉄てつ扉ぴで、木の装飾を貼り付けてあるだけなのでございます。このお家は、いろいろと問題を抱えております故ゆえ。塀の上には赤外線が張り巡らされておりますし、庭には暗視カメラが隠されております。落とし穴もありますし、ドーベルマンもおりますので、屋敷内を勝手に歩き回らないでくださいませ」

「はぁ、そうですか」

　寝猫と一也は呆あきれた表情になって顔を見合わせ、肩をすくめる。

「では、これをお持ちくださいまし」

　差し出された小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを受け取った寝猫は、それを眼前にかざした。微かだが、何かの香かおりがする。

「なんですか、これは。匂い袋？」

「さようでございます。つまり、これを持っていればドーベルマンに襲われないということでございます」

「逆に言うと、持っていない者はドーベルマンに襲われちゃうと？」

「持っていないのですから、仕方がございません。持っていない者は住居不法侵入者でございます故」

　匂い袋を手にした寝猫と一也は、改めて顔を見合わせ、肩をすくめた。

「ささ、こちらでございます」

　弥茂祢の案内で二人は庭の芝生の小こ径みちを歩き、古風な三階建て洋館のエントランスに立った。
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　庭には庭師が一人働いていたが、それ以外に人はいなかった。庭師の周囲には、なるほど数頭のドーベルマンが蹲うずくまっている。もしかすると彼はただの庭師ではなく、犬の調教師なのかもしれない。

　洋館のエントランスに立っても家の中にあまり人の気配が感じられない。建物は豪ごう奢しやなのにどこかうら寂しい感じを受けるのは、人の気配のなさが原因なのだろうか。

（これだけの屋敷に住まう者なら、もっと大勢の人を雇っていてもよさそうだけど）

　そう思った寝猫は、玄関の扉に手をかけた弥茂祢に声をかける。

「屋敷の大きさの割に人が少ないんですね」

　弥茂祢の動きが一瞬だけ止まった。が、すぐに彼女は扉を開け、体を寄せて二人を誘いざなった。

「その辺りのこともご説明申し上げるのでございます。まずはお茶など淹いれさせます。ささ、どうぞお入りくださいませ」

　二人は館に足を踏み入れた。

　入ったところが吹き抜けになった玄げん関かんホールで、奥へ続く廊下が左右に延びていて、正面には二階へと上がる階段があった。階段は踊り場のところで折れ曲がり、左右に分かれて二階へと通じている。階段にも床にも赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められ、ホールの天井には派手なデザインのシャンデリアが吊り下がっていて、窓の少ないホールを煌こう々こうと照らしていた。吹き抜けの天井には、シャンデリアの他にも空気を攪かく拌はんするための大型サーキュレーターが設置されていて、五枚の羽根がゆっくりと回転している。

　ぱたぱたと足音がして、メイド衣装の女子が二人、駆け寄ってきた。

「お帰りなさいませ、メイド長」

「ただいま戻りました」

「メイド長？」

　寝猫が意外そうに言うと、弥茂祢は軽く頭を下げた。

「わたくし、ここでは使用人の差さ配はいを任されているのでございます」

「あんたがメイド長ねぇ」

「何かご不満がございますか？」

「いや、べつにないけどさ」

（あたしにはね。ただ、あんたが上司だと、そこのメイドさんたちが大変だろうなぁって思っただけで。むしろ不満があるとすれば、彼女たちのほうじゃないのかな）

「ちなみに、わたくし、メイド長でございますが、時を操ったりはいたしません。たまにナイフを投げたりはいたしますが」

「……は？」

　寝猫が目をぱちくりさせていると。

「失礼いたしました。スルーしてくださいませ」

　澄すました顔で頭を下げた弥茂祢は、現れた二人のメイドに、

「お客様にお茶を淹れてください。応接の間まの富ふ岳がくのほうへご案内いたしますので」

　と命じた。

「すぐにお持ちいたします」

「少々お待ちくださいませ」

　二人は寝猫と一也に頭を下げると、ホール左手に伸びる廊下へと小走りに走り去っていった。

（きびきびとした動作で、なかなか有能そうなメイドさんだなぁ。弥茂祢さんは武術をするみたいだから、あの二人も剣術とかやっているのかも）

　一也は走っていく二人のメイドの翻るミニスカートを見るともなしに見ながらそんなことを思っていたが。

　首筋にひんやりとした視線を感じて、はっと我に返る。

　恐る恐る顔を向けると、自分を睨にらんでいる寝猫と視線が合った。

　ぶるぶるぶる。

　一也は全ぜん身しん全ぜん霊れいで以て首を左右に振った。

「ちちち、違いますよ。ミニスカが翻ってチラ見できちゃう太ふと腿ももに見とれていたとか、そういうのじゃないですから……あ」

　藪やぶ蛇へびだった。

　そして弥茂祢が吐き捨てるように言った。

「まったく。童どう貞てい男子高校生はこれだから困るでございますね」

「なんで弥茂祢さんから毒づかれてるの!?　っていうか、蔑さげすまれてる!?　いややや、僕、お客様ですよね？」

「不本意ながら」

「不本意って言われた！」

「あなた様はあくまで夜見坂様の付属品でございますので、そこのところを弁わきまえてくださいますようお願い申し上げるのでございます」

「もの凄く丁寧な言い方でバッサリと切り捨てられてるっ!?」

　一也が、がっくりと肩を落とした。

「そう悄しよげるな一也」

「猫先輩……」

　一也が泣きそうな表情で顔を上げると。

「童貞高校生男子が女子の太腿に見とれちゃうのはデフォだから、そんなに卑ひ下げしなくてもいいんだ」

「ぐはぁっっ！　止とどめを刺されたぁっ!!」

　腹を押さえて一也が上体を折り曲げる。

「さ、寝猫様とその付属品様、こちらへどうぞ」

「うぅ……なんか、屋敷に入ったとたん、僕の扱いがぞんざいになってる気が……」

　一也はよろめく足取りで、右手の廊下へと進む弥茂祢と寝猫のあとを追うのだった。
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　案内された応接の間でメイドが淹れてくれたお茶を飲みながら、ほどよくクッションの利いたソファに向かい合って座った寝猫と弥茂祢が話をしているが、二人ともメイド衣装なのが恐ろしいほどの違和感を醸かもし出している。一也は話に加われず……というか、加わろうとして弥茂祢にきっぱりと拒絶されたので、所在なげに、黙ってお茶を飲んでいるだけだった。




「なるほど。お嬢様、つまり弥茂祢さんの主人は妾しよう腹ふくなのですか」

「さようでございます。このお屋敷はお嬢様とお母上のために旦だん那な様がご用意なさった物なのでございます」

「すると、吉成という姓は」

「はい、お嬢様とお母上の姓でございます」

「そうか。屋敷が大きい割には地図に名前が載っていなかったのはそういうことか。で、ここの持ち主というのは？　部外秘ですか？」

「いえ。少し調べればわかることですので」

　そう言って、弥茂祢は持ち主の名を明かした。

「千ち代よヶが岡おか賛さん樹じゆ郎ろう様がここの持ち主で、同時にお嬢様のお父上になるのでございます」

「ん？　千代ヶ岡賛樹郎……どこかで聞いた名前だな……って、ああ！」

　寝猫は名前の主に思い至って思わず膝ひざを打った。

「このあいだ西にし江え田ださんと一緒に護衛した爺じいさんじゃないか」

「え？　それって、猫先輩が免停処分を食らうきっかけになった？」

　とたんに寝猫が、むすっとした顔になる。

「まさしく、それだよ」

　寝猫は不機嫌そうな顔を弥茂祢に向けた。

「つまり、あんたの主人にしてあたしの雇い主の女子中学生が千代ヶ岡賛樹郎の娘……孫じゃなくて娘？」

「さようでございます。お嬢様は千代ヶ岡の旦那様が齢よわい五十の直前に儲もうけられたため、それはもう猫かわいがりでございまして、おかげでお嬢様は我わが儘まま放題、好き放題で、お友だちの少ない子に育ってしまわれました。今では『友だちなんかできたら女としての強度が下がるじゃない！』などと強きよう弁べんする始末でございます」

「あんた……いろいろ酷ひどいな」

　弥茂祢は、きょとんとした顔になって小首を傾かしげた。

「え？　何がでございますか？」

（こいつ、天然じゃなくて、自覚していながらしらを切ってるよな）

「……ま、いいや。でも、なんとなく繋がりが見えてきたぞ。繋がりっていうか、全体の構図が。どう考えてもただの偶然じゃないよね、これ？」

「はい、偶然ではございません……いえ、見方を変えれば偶然と言えるのかもしれないのでございますが。偶然の出来事も見方を変えると必然に思えることがございますし、必然と見える出来事も見方を変えると偶然と思えることもあると、そういうことでございましょうか」

「あ～～、もう焦じれったいな！　あんたと話してると苛いら々いらしてくる。簡潔に、的確に、手短に、要点だけ！　話せないものかな」

「申し訳ございません。これが仕様なものでございますので、ご寛かん恕じよのほどをお願い申し上げるのでございます」

「くぁあぁぁ」

　寝猫は頭を抱えて身を揺すった。

「あんたのその話し方が苛つく原因だって言ってんの！」

「そう言われましても。仕様でございますので」

「うぅぅぅぅ～～」

　寝猫は低い唸うなり声を上げ、自分の太腿を自分の両手で摑つかみ、キレそうになる自分を必死で抑えた。

（うわぁ、猫先輩のこんなところ初めて見るよ。いつも飄ひよう々ひようとしてて、滅多に怒ったりキレたりしないのに）

　俯うつむいたまま荒い息を吐はいていた寝猫だが、なんとか気を落ち着け息を整えると、顔を上げて弥茂祢を睨みつけた。

「で。肝かん心じんの話に戻るけど。あんたの主人が千代ヶ岡賛樹郎の娘なら、あたしのこと、賛樹郎から聞き及んだんだよね？　賛樹郎が、友だちの少ない自分の娘にあたしを推すい薦せんでもしたわけ？」

「方向性としては概おおむね、それで正しゅうございます。ただし。旦那様は推薦したわけではなく、夜見坂様のご活躍を撮った動画をお嬢様にお見せになっただけでごさいます。それを見たお嬢様が……」

「ちょっと待って！」

　寝猫は右手を前に伸ばし、掌を広げ、鋭い声で弥茂祢の話を遮さえぎった。

「賛樹郎があたしを動画に撮ったって、いったい、いつ……あ！　まさか、このあいだ護衛したときに？」

「ええ、さようでございます。最近の多機能型携帯電話マルチフオンはなかなかの高機能機種揃ぞろいでございまして、動画の十分や二十分、お茶の子さいさいなのでございます」

「あのとき、斬り合うところを車の中から撮られてたのか。さすがにそこまでは気づかなかったな」

「初め、旦那様はこっそり動画サイトに投とう稿こうしようとされたようですが、よく考えると、どう見ても車の中から撮った構図が丸わかりで投稿者がばれてしまいますので思い留とどまったそうでございます」

「賛樹郎に少しでも理性が残っていて幸いだったな！」

　ずびし、と寝猫が弥茂祢にツッコんだ。

「そんなことしたら、護衛剣士に関する情報の不法開示で、警護寮から大問題にされるところだぞ」

「さようでございます。旦那様、お年を召されたとはいえ、まだその程度には働く頭ず脳のうをお持ちのようで幸さいわいでございました」

「……だから。いろいろ酷すぎるな、あんた」

「何を仰いますやら。弥茂祢の本気はこんなものではございませんよ？　今日はお客様の手前もありますので、暖機運転アイドリング程度に抑えてございます」

「最っ低だよ、あんた！」

（い、いや待て、あたし。こいつにツッコんでると話が進まないぞ。ここはともかく、本題を先に進めよう）

　必死にそう自分に言い聞かせた寝猫は、ぐっと身を乗り出した。

「賛樹郎の理性がどのくらい残ってるかはおいといて。その動画を見た結果、あんたの主人は、あたしを雇おうと言い出した……ってこと？」

「さようでございます。動画サイトへの投稿は断念なされた旦那様ではございますが、どうしても誰かに見せて自じ慢まんしたい気持ちを抑えられず、こちらを訪れた際、お嬢様に件くだんの動画を見せて自慢されたのでございます」

　寝猫は乗り出した上体を戻し、ソファの背もたれに自分の背を預け、天井を見上げるようにして、はぁぁ～～、とため息を吐ついた。

　一也も意外な展開にびっくりだ。

　そんな二人を後しり目めに、弥茂祢は淡々と説明を重ねていく。

「動画をご覧になったお嬢様は、夜見坂様の恰かつ好こう良さに一ひと目め惚ぼれなされまして」

「え？　い、いやぁ、それほどでもないけどさ」

　寝猫は照れ照れと頭を掻かいた。

「どうしても夜見坂様にお目にかかりたい、お目にかかってお話をしたい、可能ならば一晩中ベッドで愛を語りたいなどと熱ねつ望ぼうされましたので、わたくしが夜見坂様にお仕事を依頼されてはどうかとご提案差し上げたのでございます」

「おいい！　結局、あんたの差し金かよ！　っていうか、いま説明の中に、なんか妖しい語句が挟まっていたけれど!?」

「え？　どれでございましょう？」

「一晩中ベッドで愛を語らうとか、なんだよ、それ！」

「幼いたい気けな女子中学生が大好きなお姉様と一晩ベッドで愛を語り合うのが何かおかしゅうございますか？」

「それがおかしくないと思うんなら、あんたの頭がおかしいんだ！」

「まぁ冗談はさておいてでございますね」

　ばたっ。

　寝猫は卓に手をつき、俯いたまま、ぷるぷると頭を震わせた。

（うわぁ、猫先輩がキレかかってるう。珍しいなぁ）

　この時点で一也は、滅めつ多たに見られないものを見られたことを喜んでいた。

　浅はかな考えだった。

　が、それはさておき。

「お互い裸になってベッドで愛を語らうのは、おいおい段階を踏んだあとにしていただくといたしまして」

「うわお!?」

　寝猫が、がばと顔を上げる。

「さっきより悪化してるぞ？　なんで脱いでるんだよ！」

「幼気な女子中学生と美人で凜り々りしい夜見坂様が愛を語らうのですから、服など邪魔なだけではございませんか？」

「びびび美人で凜々しいって……いや、そうじゃなくて！」

　ぜぇはぁと荒い息を吐はいていた寝猫だが、やがて顔を上げ、キッと弥茂祢を睨んだかと思うと、卓に両手をついたまま、勢いよく頭を下げた。

「お願いします。本題を進めてください」

（猫先輩が負けたぁぁぁ!?）

　驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる一也である。

「まぁぁ」

　弥茂祢が、うっとりとした表情で天井を見上げた。

「天心無明流免許総伝の夜見坂寝猫様が、わたくし如ごときに頭をお下げになるだなんて。わたくし、軽くイッてしまいそうでございます」

（Ｓエスだぁぁ。このメイドさん、本物のＳだぁぁ）

　一也は思わず怖気を震うのだった。

「それはさておき。夜見坂様、では本題の核かく心しんに入らせていただきますが」

「あ？　えっと……」

　顔を上げた寝猫が胡う乱ろんな目を弥茂祢に向けると。

「わたくしのご主人様であり夜見坂様の依頼主でもある吉成紗さ綾や華かお嬢様をご紹介いたしたいと思うのでございます」

「うぅぅ。あんまり紹介されたくない気がする……」

「まぁそう仰らずに。あれでもいちおう夜見坂様の依頼主なのでございますから」

「いちおうって、相変わらず酷い言い草ね、弥茂祢」

　応接の間に甲高い声が響いたかと思うと、入り口の扉が勢いよく開かれた。

　寝猫と一也が顔を振り向けると、開け放ったドアのところに、華麗な制服――通かよっている中学の制服だ――に身を包んだ小柄で勝ち気そうな女子が、胸の前で腕組みをして仁に王おう立だちになっていた。
















　　　　　１




　そこにいたのは年の頃は十三、四歳と思われる小こ柄がらな女子だった。見た目は可愛らしいけれど、少し吊り目気味の目め許もとが勝ち気な性格を表しているように思える。着ているのは独特のデザインのブラウスにミニスカートという組み合わせで、あれが中学の制服なのだろう。

（っていうか、あれ、白はく鷗おう女学院の制服じゃなかったっけ？　なるほど、あれがあたしの雇い主なんだな）

　白鷗女学院は、世間では中高一貫のお嬢様学校として名が通っている。

　寝ね猫ねこの推測どおり、弥み茂も祢ねは、お嬢様、と呼びかけた。

「早く夜よ見み坂さか様とお話がしたくて待ちきれなくなったのもわかるでございますが、突然お部屋に押し入ってくるのはどうかと思うのでございます」

「押し入ってないでしょ！　ここはわたしの住まいよ。どこに出入りしようとわたしの自由でしょ。というか」

　少女は吊り目がちの黒い瞳ひとみで弥茂祢を睨にらみつける。

「あなたの話が長すぎるの！　いつまで待たせるつもりなのよ!?」

（まったくだ。そこに関しては完全に意見の一致を見ているな）

　と思って、少し共感を覚える寝猫だった。

「申し訳ございません。これが仕様なものでございまして」

「そんなものが仕様だなんて、本当にしようがないメイドね……と言いたいところだけれど、それは枝し葉よう末まつ節せつだから後回し」

（うわぁ、駄だ洒落じやれの連発かよ）

　雇い主に対して感じたそこはかとない共感を即座に打ち消す寝猫である。

「それより。早く依頼主であるわたしを寝猫お姉様に紹介なさいよ」

（紹介される前にお姉様呼ばわり!?　いやまぁ、いいけどさ）

「失礼いたしました」

　弥茂祢は女の子と寝猫の双方に頭を下げると――やはり一いち也やは無視された――徐おもむろに立ち上がった。

　仕方がないので寝猫も立ち上がる。

　少女が寝猫に歩み寄ってきた。背筋を真っ直ぐに伸ばしたいい姿勢だ。

　慌あわてて一也も立ち上がったが、弥茂祢も女子も彼のほうへ視線すら向けなかった。

「では改めてご紹介させていただくのでございます。こちらがわたくしの主人にして、夜見坂様への今回の件の依頼主、吉よし成なり紗さ綾や華かお嬢じよう様さまでございます」

　それまでは傲ごう然ぜんとも言えるような顔つきだった少女は、少し恥じらいを含んだ嫋たおやかな笑みを寝猫に向けてきた。

（お？　ちょっと可愛いじゃん）

　浅はかな考えだった。

「初めてお目にかかります。吉成紗綾華と申します。紗綾華とお呼びください。よろしくお願いいたします、寝猫お姉様」

　紗綾華は丁寧に頭を下げてきた。

（ふうん。こんなふうに、ちゃんと頭を下げられるのか。ただの我わが儘ままお嬢様ってわけでもないのかな）

「えっと、あたしが夜見坂寝猫。訳あって、いま武士免めん状じようの免停中。解除に向けて探たん偵てい稼か業ぎようを始めたりしたわけ。こんなあたしだけども、よろしく」

「ええ、もちろん承知しておりますとも。だからこそ、そんな寝猫お姉様の苦く境きようにつけ込ん……」

「はい？」

「いいえ。なんでもありませんわ。どうか、お気になさらずに」

（こ……この娘こ、もしかして見た目よりも黒い？）

　嫌な予感に小さく身震いする寝猫だった。

「わたし、お父様に見せられた寝猫お姉様の勇ゆう姿しに魅みせられてしまったのです。それからというもの、ずっと考えていました。どうしたら寝猫お姉様とお知り合いになれるかということを」

　そう言って紗綾華は手を胸の前で組み、祈るような表情になって言った。

「そうしたら、寝猫お姉様が護ご衛えい剣けん士しを休職して私立探偵を始めたというお話を聞きました。これは好機だと、そう思いました。わたしは弥茂祢に相談しました。すると弥茂祢は、寝猫お姉様に仕事を依頼すれば知り合いになれるとアドバイスをしてくれました。そこでわたしは、お姉様に仕事を依頼することにしたのです。が」

「が？」

「こうして実際に知り合えたわけですから、もう回りくどいことは止やめにいたします。単たん刀とう直ちよく入にゆうに申します、寝猫お姉様」

　紗綾華は祈るような体勢のまま、黒目がちの潤うるんだ瞳を寝猫に据えた。彼女の真しん摯しな表情に少し気け圧おされたように寝猫は軽く頭を引いた。

「な、何かな？」

「わたしとお友だちになっていただけませんか？」

　紗綾華の申し出が真っ当なものだったため、寝猫は内心で安あん堵どの息を漏らす。

（お友だちねえ。やっぱり女子中学生だ。可愛いものじゃないか）

　甘い考えだった。

「そのくらいなら、べつにかまわないけれど」

　紗綾華の顔が、ぱぁっと輝くのがわかった。

「ありがとうございます。嬉うれしいです！」

　紗綾華は勢いよく頭を下げ、そして喜色に溢あふれた顔を上げた。

　顔を上げた紗綾華は、そうと決まれば、と手を打った。

「善は急げと言います。寝猫お姉様、ぜひ、わたしのお部屋に来てください。美お味いしいお茶とスイーツを用意しますから、お茶会をいたしましょう。二人きりで」

「え？　いやまぁお茶会はいいんだけど、助手を連れてきてるし」

　そこで初めて紗綾華が一也のほうに視線を向けた。

「そんな汚らわしい童どう貞てい男子高校生など、どうでもいいではありませんか」

「中学生にまで酷ひどい言われようだっっ！」

　一也は顔を歪めて仰け反った。

「そんな男をお側そばに置いておくと、童貞が伝う染つってしまいますわ」

「僕を伝染病の病びよう原げん菌きん保持者みたいに言わないでよ！　っていうか、そもそも、そんなモノは伝染らないからね！」

「いや、そもそも、あたし女だから、どうやったって伝染らないしね？」

　と横から寝猫もツッコんだが、紗綾華はどこ吹く風だ。

「不ふ浄じようなだけの童貞男子高校生など、その辺に転がしておけばよいのです。さ、お姉様はわたしのお部屋へどうぞ」

「いやぁ、こいつ、いちおうあたしの助手だしさ。事務所を開くに当たっては尽力してもらったし、このあとも手伝ってもらうし。どうでもいいってわけにはいかないよ」

（猫先輩～～）

　地じ獄ごくで仏に会った罪人のように、嬉しそうな頼もしそうな顔で一也が寝猫を見つめている。

　寝猫の言葉を聞いた紗綾華の眉まゆが跳ね、一也を見る目つきが険けわしくなった。が、それも一瞬だけのこと。彼女は顔を寝猫に戻すと、しかたないですね、と微笑ほほえんだ。

「では、三人でお茶会をいたしましょう」

「お茶会なんかしてていいのかな？」

「いいのです。それが寝猫お姉様に依頼したお仕事だと思ってください」

「はぁ、まぁ、そういうことなら遠慮なく」

（この子のお茶の相手か。金持ちの金きん銭せん感覚にはついていけないけど、楽な仕事だな。そんなんで六十万も貰もらっちゃっていいのか。もう貰っちゃったから返さないけど）

「弥茂祢、お茶とスイーツの用意をお願いね」

「はい、お嬢様」

　紗綾華と弥茂祢が立ち上がったので、寝猫と一也も腰を浮かせた。

「さ、寝猫お姉様、ご案内いたしますわ。こちらです」

　極上の笑みを浮かべて寝猫を手招いた紗綾華だが、すぐに笑みを消し、汚お物ぶつを見るような蔑さげすんだ目を一也に向けてきた。

「寝猫お姉様たっての頼みとあらば仕方ありません。お姉様の汚らわしい付属物もついてくるがいいわ。でも、廊下の壁や置物を触らないでね。菌きんが付くと困るので」

「僕を黴ばい菌きんの巣そう窟くつのように言うなっ！」

　という一也のツッコミを無視してススッと寝猫に近寄った紗綾華は、しがみつくようにして寝猫の右腕を取る。

「紗綾華さん？」

「ごめんなさい、つい嬉しくて。あの……ご迷惑でした？」

　紗綾華が潤んだ瞳で寝猫を見上げる。

「あ、いや、まぁ、べつに、い……いいけども」

「嬉しいっ」

　紗綾華は寝猫の右腕に絡めた自分の両腕に、ぎゅっと力を込めた。

「さあ、参りましょう、わたしのお部屋へ。そこを見てくだされば、わたしの寝猫お姉様に対する想いが本物だということをきっとわかっていただけます」

「へ？　あの、それはどういう……」

　と訊ききかけた寝猫の腕を紗綾華はぐいぐいと引っ張って歩き出す。

　寝猫は内心で小さなため息を吐ついたが、拒絶することはなかった。

（やれやれ、仕方ないな。今日のところはこのお嬢様に付き合ってやるか）

　どこまでも甘い考えだった。
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「うっっっ!?」

　紗綾華が開けたドアから彼女の自室に足を踏み入れた瞬間、寝猫は凍りついた。

「さあさ、どうぞ、寝猫お姉様。ここがわたしとお姉様の愛の巣です」

　体を強こわばらせた寝猫は、目だけを動かして室内を見回す。

　紗綾華の自室はかなり広かった。寝猫が借りている探偵事務所より広いだろう。その広い部屋の壁と言わず天井と言わず、目に見えるあらゆるところに、大きく引き伸ばされた寝猫の写真がみっしりと貼られていた。壁や天井に貼られたクロスが元々そういう柄がらなのではないかと思えるくらい隙すき間まなく写真が部屋を埋め尽くしていた。隠し撮りをした映像のデータをパソコンに入れ、任意の瞬間を静止画像にしてプリンターで印刷したに違いない。




　刀を振るっている寝猫。

　パチンコを打っている寝猫。

　商店街を歩いている寝猫。

　事務所の窓を開けている寝猫。

　事務所でソファに寝転んでいる寝猫。

　笑っている寝猫。

　怒っている寝猫。

　ふてくされている寝猫。

　眠そうな寝猫。

　メイド服で襲しゆう撃げき者しやと闘っている寝猫の写真まであった。

　そして、あるのは写真だけではなかった。

　天井から垂れ下がっているタペストリーも。

　窓際のカーテンも。

　ベッドの上の抱き枕まくらも。

　寝猫の姿が印刷されていた。

　部屋のあらゆるところが寝猫で溢れ返っていた。















（引くわ～。これはドン引くわ～～）

　刺客も白はく刃じんも、どころか拳けん銃じゆうの銃口でさえ恐れない寝猫だが、いま心底からの恐怖を味わっていた。

「ススス、ストーカーだっっ!?」

　目を見開いた一也が震える指で紗綾華を指さした。

「失礼なことを言わないでくださるかしら、この童貞ゴミ虫男子高校生が」

「僕の地位が下がってるっ!?」

「これはストーカーなどという下劣で愚ぐ劣れつで堕だ落らくした行為とは一線を画かくす、わたしのお姉様に対する愛情の深さを示す証拠写真なのです」

「いや。いやいやいや」

　寝猫は右手を挙げ、ぶるぶると首を左右に振った。

「世間じゃそれをストーカーって言うんだけど!?」

「ええ、ストリートカーに車しや載さいカメラを乗せて撮りましたので、ストーカーと略せないこともありませんわ」

「言い逃れまで駄洒落かよ！　っていうか、ちょ、ちょっと待って！」

　寝猫は右手の親指と中指で自分のこめかみをグリグリと揉もんだ。

「最近、どうも誰かに見られているような気がしてたのは、もしかして」

　寝猫は恐る恐る顔を上げ、壁や天井に貼られている自分の写真を見やった。

「あ！　あった！」

　その写真には、パチンコで取った景品を抱えて意い気き揚よう々ようと商店街を歩いている袴はかま姿の寝猫が写っていた。

「やっぱりそうか。いくらあたしでも、望ぼう遠えんレンズで遠くから隠し撮りされたら気づけないぞ」

「いいえ、気配を察知しただけでも、さすがに寝猫お姉様と言えます。弥茂祢も冷や汗をかいたと言っておりました」

　寝猫は、ぐりんっと首を巡らせ、びしっと弥茂祢を指さした。

「あんたか！　やっぱりあんたなのか！」

「ご主人様の命令は絶対でございますので」

「あくまで他人に責任を押しつける気か。この悪わる巧だくみはあんたの発案だろうに」

「寝猫お姉様、どうか弥茂祢を責めないで。わたしが命じたのは本当なのです。責めるのならわたしを」

「そうだね。本当に責められてもいいよね、あんた」

「でも、あまり痛くしないでくださいね。わたし、まだ初心者なので」

　紗綾華は両手を頰ほおに添え、ぽっと顔を赤らめた。

「するかっ！　そういう意味じゃないよっ！」

「え？　そういう意味って、どういう意味ですか？」

（いやもう、なんというか、駄だ目めだ。この主従は本当に駄目駄目だ。こいつらに関わっていると、きっと確実に間違いなく、あたしの人生、ろくなことにならない）

　引き攣つった笑みを浮かべた寝猫は、もう一度、部屋の中を見回した。

　至る所に大量に貼られた自分の写真。

　様々なアイテムに印刷された自分の姿。

　たしかに紗綾華の自分に対する想いは実感できるが、それを受け容れられるかどうかとは、また別問題だ。

（断ろう。成せい功こう報ほう酬しゆうまで含めて六十万は今のあたしにとって大金だけど、この娘この相手をするには安すぎる）

　寝猫は引き攣った笑みのまま、

「依頼を引き受けたこと、キャンセルしてもいいです？」

　と弥茂祢に向かって言った。

　とたんに、弥茂祢と紗綾華が顔を見合わせ。

　そして二人は、にた～りと口の端を歪ゆがめた。
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　四人は元の応接の間まに戻っていた。

　引き受けた仕事をキャンセルしたいという寝猫の申し出に対して、弥茂祢は、

「では、きちんとビジネスのお話し合いをいたしましょう」

　と答えてきたので、話をするために紗綾華の部屋を出たのである。

　廊下に出た直後、寝猫はあからさまに安堵の息を吐はいたものだ。一方、当事者でない一也は、猫先輩も大変だなぁ、などと暢のん気きな感想を持ったのだが。

　あくまでも甘い考えだった。




　三人掛けのソファに座った寝猫の正面に紗綾華と弥茂祢が座ったが、何故か一也は、寝猫が座るソファの横に折り畳みのパイプ椅い子すを置いて、そこに腰を下ろしている。

　寝猫の隣に当然のようにして腰を下ろそうとした――三人掛けだからたっぷりと余裕がある――一也は、紗綾華によって拒絶され、弥茂祢が持ってきた安っぽいパイプ椅子に座らされたのである。

（僕の扱いって、なんなの）

　どうにも納得のいかない一也だった。
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「さて、では、肝かん心じんのお話を始めるといたしましょう、夜見坂様」

　改まった態度で弥茂祢がそう言うと、寝猫は少し頭を引いた。

（何か……嫌な予感がする）

「お嬢様のご依頼を引き受けたことをキャンセルなさりたいと仰おつしやるのでございますね、夜見坂様？」

　弥茂祢の隣で紗綾華が少し哀かなしそうな顔になっている。そちらをなるべく見ないようにと、寝猫は弥茂祢の顔に視線を固定して頷うなずいた。

「ええ。申し訳ないんですが、今回の件はあたしの手に余るような気がするんですよ。いったんは引き受けたわけなので心苦しいんですけど。あ、もちろんいただいた着手金と依頼料はお返ししますから」

　すでに着手金の一部は焼き肉と化して寝猫と一也の腹の中に収まっている。その分を補ほ塡てんしなくてはならないのがかなり痛かったが、もはやそんなことを言っている場合ではなかった。

　弥茂祢はわざとらしくため息を吐つく。

「夜見坂様がそう仰るのでしたら、致し方ございません」

　あっさりと自分の申し出が認められ、寝猫は意外の念に打たれた。

（あれれ？　もっとゴネられるかと思ったんだけど、ずいぶん物わかりがいいんだな。あとは、そっちの紗綾華嬢が泣いたり喚わめいたりしなければ……）

　とんでもなく甘い考えだった。

　弥茂祢は足下に置いてあったブリーフケースから何かを取り出しながら言った。

「余談でございますが」

「はい？」

「ブリーフケースと言われると、何か殿との方がたの肌着が納められているケースのように思えませんか？」

　がくっっ。

　真面目な顔で真面目な話をしていたので完全に不意打ちを食らってしまって、寝猫は大きく肩からずっこけた。

「思わないよっっ！」

　顔を上げると、寝猫は必死の形ぎよう相そうでツッコんだ。

「まぁ、それはどうでもよいのでございますが」

（こういう場面で、どうでもいい話をするなよ）

　寝猫の顔が情けなさそうに歪む。

　笑っていいものか怒っていいものか、一也は反応に困ってしまうが、結局、何も反応しないことでやり過ごすことにする。

「では、こちらに九十万円をお振り込みくださいませ」

「……はい？」

　弥茂祢が卓上に置いた便びん箋せんを見つめたまま、寝猫が目を瞬しばたたかせていると。

「ですから。それが紗綾華お嬢様の銀行の口座番号でございますので、取り消し違い約やく金きんの九十万円、そちらにお振り込みください」

　弥茂祢の口調は今までよりもひんやりと冷たく、いかにもビジネスの話をしているのだという雰囲気を感じさせた。

「はいぃいぃ!?」

　寝猫の腰がソファの座面から三十センチほど浮き上がっただろうか。

「どっっどういうことです？　受け取った着手金と依頼料は合わせて三十万だったはずですけど？」

　いつもは冷れい静せい沈ちん着ちやくな寝猫にしては、珍しく焦りの色が表情に浮かんでいた。

（というか、この家に来てからというもの、猫先輩、感情の起き伏ふくが激しいよね。これはこれで、いつもは見られない猫先輩の貴重な七変化を見られたわけで、それはラッキーだったかも？）

　パイプ椅子に座り、体は弥茂祢と紗綾華のほうに向けたまま目だけを動かして、横のソファに座っている寝猫を見ながら、一也はそんなことを思っていた。

　どうしようもなく甘い考えだった。

「契約書には、こう記されております」

　と冷たく言い放った弥茂祢が、今度はブリーフケースから一枚の書類を取り出した。寝猫が依頼を受けたときに交わした契約書だ。卓上にそれを置いた弥茂祢は、くるりと書類を回転させて寝猫のほうから読めるようにした後、文面のある箇所を指さした。

「甲こう、乙おつどちらかが、契約の完了以前に自己都合で契約を取り消す場合、取り消し違約金は一般的な商しよう慣かん習しゆうに従うものとする」

　しばらく寝猫は弥茂祢が指し示した一文にじっと目を落としていたが。

「……あ！」

　弾はじかれたように顔を上げた。

　寝猫は学生だが、護衛剣士として警けい護ご寮りようで働く特別待遇生だ。契約周りのことにも、それなりの知識がある。一也にも、弥茂祢が何を言おうとしているかがわかった。

　そう、「商慣習」という文もん言ごんが曲くせ者ものなのだ。

　この世界では、物品や不ふ動どう産さんの購入に際して、じっさいに引き渡しが完了していない場合の自己都合によるキャンセルは、売り手側、買い手側に拘かかわらず、特別なケースを除いて「三倍返し」が一般的だった。今回は物品の購入譲じよう渡と契約ではないが、「一般的な商慣習に準ずる」と契約書には謳うたってある。

　となると。

「おわかりいただけましたか？」

　にっこりと弥茂祢が微笑んだ。

「夜見坂探偵事務所様には、すでに着手金と依頼料の三十万円をお支払いしております。夜見坂様の自己都合による依頼引き受けの解除でございますから、商慣習どおり、違約金として三倍返しが適てき用ようされることになるのでございます。九十万円という金額にガッテンしていただけましたでございましょうか？」

　脇わきから紗綾華が口を出してきた。

「ガッテン、ガッテン、ガッテン！」

　寝猫が、きっ、と紗綾華を睨むと、彼女はうへぇ、と首をすくめたが、あまり悪びれている様子はなかった。むしろ、してやったりという思いが顔に浮かんでいる。

　寝猫は救いを求めるように、ソファの横にパイプ椅子を置いて座っている一也を見たのだが、彼は悲しそうな顔でうなだれ、静かに首を左右に振るだけだ。

「そ、そんな……」

　一也はのろのろと顔を上げると、力のない声で言った。

「なお悪いことに、猫先輩」

「な、なんだ？」

「依頼料が入るのを見越してですね、パソコンとプリンターとファックス、注文しちゃいました」

「なんですとぉぉぉ!?」

「いまからキャンセルすると、そちらも三倍返しです。合計で十五万ちょっとですから、キャンセル料は四十六万ほど」

「……う……そ」

「悲しいですけど、これが現実です」

「きゅ……九十足す四十六は幾いくらだ、市一？」

　すでに簡単な足し算をする余裕すら寝猫にはなくなっていた。

「百三十六万ですね」

「！」

　寝猫が、ぴょん、とソファから腰を浮かせた。

「そんなお金、あたしに用意できるわけ、ない」

「……僕にもできませんよ」

「師匠、金貸してくれないかな」

「借りたところで、返さなきゃならないんですよ？」

「……踏み倒せば……」

「殺されますって」

「だよな」

　寝猫は悄しよう然ぜんと肩を落とし、がっくりとうなだれた。

「さて、夜見坂様、違約金はいつ頃お振り込みいただけますか？」

　という弥茂祢の言葉に、寝猫は力なく顔を上げた。

　正面のソファで紗綾華と弥茂祢が、どや顔になってふんぞりかえっているのがとても悔くやしくて大いに癪しやくに障さわるが、今の寝猫にはこう言うしかなかった。

「い……依頼は、引き続き受けさせていただきます」

「嬉しい！」

「よかったでございますね、お嬢様」

　紗綾華と弥茂祢は、ソファに座ったまま体を捻ひねって、ひしと抱き合っていた。

（この二人……何から何まで、あくまでもどこまでも計算ずくなんだな）

　卓上に両手をついて顔を伏せ、ぶるぶると体を震わせている寝猫の姿に、一也は涙を禁じ得なかった。

「でも。でもだよ？　これから毎日、紗綾華嬢に付き合うのは無理なんだけど？　他に依頼が入ったら、そっちの仕事をこなさなきゃならないんだし。というか、依頼をこなさないと、あたし、免停の解除が適かなわないから」

　顔を上げた寝猫がそう訴えると、紗綾華は眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んだ。

「そう……ですか。まぁ、寝猫お姉様の武士免状回復のためなら仕方がありませんね。わたしのほうは週に二、三日でも……」

「あ、お嬢様、でしたらこういうのは如何いかがでございますか？」

　と弥茂祢が口を出してきたので、寝猫は嫌そうに顔を歪めた。

（こいつ、ろくなこと言わないからな）

　案の定、弥茂祢の提案は寝猫にとってろくなものではなかった。

　続けるようにと紗綾華が促すと、弥茂祢はこう言った。

「お嬢様が夜見坂様の助手として探偵事務所にお通いになればよろしいのでございます。そうすれば夜見坂様が仕事で忙しくなったとしても、お嬢様は毎日、夜見坂様にお会いできるのでございます」

　紗綾華の目が、きらんっっ！　と輝いた。

「素敵だわ、弥茂祢。あなたもときにはいいことを言うのね」

「何を仰いますやら、この貧ひん乳にゆうお嬢様は」

「そして一言余計なのよっっ！」

　紗綾華に突っ込まれても弥茂祢はびくともしない。澄すまし顔でこう続けるのだった。

「不ふ肖しよう、この紫乃弥茂祢、お嬢様の役に立つことしか申したことはございません」

「……そうだったかしら」

　どうも弥茂祢は、主人の紗綾華からも完全な信頼を得ていないらしい。宜むべなるかな、と思わず頷いてしまいそうになる寝猫である。

「いえ、その話はまた別の機会として」

　紗綾華は寄せていた眉を戻し、目を輝かせて身を乗り出してきた。

「寝猫お姉様、わたし、お姉様のお仕事をお手伝いいたします」

「え……え～～？　でも……」

　さすがに傍はた迷惑だとは言えない寝猫だが、せめてもの抵抗に全身から拒絶のオーラを発散してみせた。空気を読めよ、という念を込めて。だが、空気を読むスキルなど絶無の主従だった。

　紗綾華は胸を張ってこう宣のたまったのだ。

「お手伝いいたします。六十万円で」

　寝猫は大きく頭を下げていた。

「よろしくお願いしま～～す」

（って、はっっ!?　いけない。思わず頭を下げちゃった）

　貧乏特待生、おまけに武士免状停止中の寝猫には「六十万円」の威い力りよくは絶大だった。

　一也は、大きく胸を張り満足そうに何度も頷いている紗綾華と、そんな紗綾華に頭を下げながらプルプルと小刻みに体を震わせている寝猫を交互に見やって、とてつもない危機感を覚えるのだった。




　　　　　５




　放課後、所属する委員会の仕事のせいで高校を出るのが少し遅くなった一也は、事務所が入っている建物の階段を全力で駆け上がった。

（猫先輩とあの女子中学生を二人きりにしておくのは不ま味ずいものな。これからは、なるべく早く事務所に顔を出すようにしないと）

　相手は、寝猫のことが大好きだと公言している。未いまだ自分の思いの丈を打ち明けられていない一也は、完全に紗綾華に後れを取った恰好だ。

（でもでも。相手は女子中学生。いくら猫先輩が変わり者でも、二人が恋人同士になったりはしない……と思うけど、あの紗綾華って娘こは油断のならない娘だ。猫先輩とあの娘を二人だけにしない方向で彼女の野や望ぼうを阻止しないと、猫先輩があいつの毒どく牙がにかかって……）

　何故か一也の脳のう裏りに、ベッドで勝ち誇ったように高笑いする紗綾華（裸）と、しくしくと泣き濡ぬれている寝猫（裸）の姿が浮かんできた。

（くそう、負けないぞ。あんな女子中学生に負けて堪たまるかっっ！）

　一也は階段を二段飛びで駆け上がり、滑るように三階の廊下を走り、事務所のドアに手を伸ばした。
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　ドアを開けた一也は、転がり込むように室内に突進した。

「こんちは猫先輩、遅くなりましたっ」

「んあ～～？」

　寝猫が怠だるそうな仕草で一也のほうに顔を向け、一也は驚きよう愕がくに顔を歪め、その場に急停止する。

「市いち一いちか。慌ててどうした～～？」

「なっ、何やってるんですか、猫先輩!?」

（っていうか、遅かった！）

　寝猫はジャージ姿でソファに寝転がっていた。それだけならまだいい。一也にとっては見慣れた光景だ。だが、今日はそこに見慣れない余計な物が……というか、者がいた。寝猫は中学の制服姿の紗綾華の膝ひざに頭を載せて、彼女に耳掃除をしてもらっている最中だった。

「何って、耳掃除してもらってんだけど」

「ちゅちゅ、中学生女子に耳掃除させるって……」

（なんかエロいですよ）

　という言葉を一也はかろうじて呑のみ込み、代わりにこう言った。

「なんか悪あく趣しゆ味みですよ」

「お黙りなさい、童貞男子高校生」

　一也は少し頭を引き、ジト目になって紗綾華を見た。

「相変わらず口が悪い子だな」

「これはわたしが好きでやっているのだから、横でｇグｄダｇグｄダ言わないで、要よう請せい」

「そのネタをわかる人なんか、いるのかなっ！」

　そんな一也のツッコミなど完全無視の紗綾華だった。

「わたしと猫お姉様のいちゃラブな至福の一時を邪魔しないでくれるかしら、この糞くそ虫むし童貞野や郎ろうが」

「中学生女子に思い切り罵ののしられたっっ」

　大きく仰け反った一也は、なんとか上体を戻すと、諭さとすように窘たしなめるように紗綾華に言った。

「君がここに出入りするのは猫先輩が認めたからいいとして、もう少し先輩を敬うやまうべきじゃないのかなっ!?　僕は君より年上なんだし、事務所の助手としても君の先輩なんだけど？」

　寝猫の耳穴に入れていた耳かきを抜くと、紗綾華は首を回し、ぎろりと一也を睨ねめつけてきた。

「わたしは依頼主なのよ、この糞虫先輩。探偵事務所の顧こ客きやく様なの、糞虫先輩。あなたも事務所の助手なら、もう少し依頼主様を敬ったらどうなのかしら、糞虫先輩？」

「ぐぅぅ」

　ああ言えばこう言う、口の達たつ者しやな女子中学生だった。言い合いではとうてい勝てる気がしない。それに事務所の顧客であることは事実だ。じっさい、パソコンやプリンターを新調できたのは、彼女の依頼があったればこそなので、そこを衝つかれると、事務所の維い持じ管理担当を自じ負ふする一也としては弱い。顧客を怒らせることはできないのだ。

「わ、わかりましたよ、吉成さん」

　一也はあからさまに歯ぎしりをして悔しがる。

（こ、これも猫先輩のため）

　そう思って一也は必死に堪こらえた。

「紗、綾、華、お嬢様」

「うぐ……さ、紗綾華お嬢……様」

「く～～っくっくっくっ。とても気分がいいわね。お金があるって正義だわ」

　紗綾華は邪悪な笑みを浮かべて高笑いする。

（くっそ～～、この我が儘女子中学生めぇ、今に見ていろよ）

　一也と紗綾華の険悪なやりとりになど興味なさそうに、寝猫は膝枕されたまま気持ちよさそうに目を閉じていた。

（まずは紗綾華嬢の依頼を解約できるだけのお金を稼かせがないと。そのためにも僕がしっかりしないと駄目だ）

　そんな決意を胸に秘め、一也は寝猫が紗綾華に膝枕されているソファの対面のソファに腰を下ろした。

「新しい依頼を見つけてきましたよ。依頼料もそれほど悪くはないので、まずはこれを解決しましょうよ、猫先輩」

「あらあら、童貞男子高校生は今頃そんなことを言っているの？　わたしは猫お姉様のために、もうとっくに新しい案件を見つけて持ってきたのよ？　ほら、これ」

　紗綾華が何かのメモを卓上に置いた。そこには依頼の相手と内容の詳細、そして依頼料がプリントアウトされている。

「うわ、なに、この金額!?」

　一也は目を見開いてメモに見入っている。

「お父様の人脈と弥茂祢の行動力を駆く使しすれば、この程度の依頼人など、掃はいて捨てるほど集まるわよ？」

「くぅぅぅ」

　一也は悔しそうに歯がみした。

「た、たしかに依頼料では負けてるけど……でも、そんな依頼より、僕が見つけてきたもののほうが、ずっと世の中の役に立ちます！　猫先輩の武士資格の免停がずっと早く解除されますよ！」

「糞虫助手野郎の分際で何をほざいていやがりますの。わたしの案件のほうがずっと役に立つ上、依頼料も高いのです。糞虫は糞虫らしく、ここの便所掃除でもしてなさい。依頼はわたしとお姉様の二人で解決しますから、糞虫助手野郎先輩はなんの心配もしなくていいわ」

　いくら寝猫のことを思っても、一也もまだ高校生、そこまで言われて黙っていられるほど人間ができているわけではない。

「そんな世間知らずの我が儘女子中学生の甘かん言げんに乗せられてたら、結局、損しますよ。遠回りしますよ」

　と言ってしまった。

「なんですってぇぇ、この童貞陰いん金きん田た虫むし野郎が。お姉様に近づくんじゃありませんわ。陰金が伝染りますわ」

「伝染らないよ！　というか、そもそも僕、陰金なんかじゃないからね！　っていうか、女子中学生が恥ずかしげもなく陰金とか、よく言えるね！」

「わたしはジェンダーの壁など、とうに臨りん界かい突とつ破ぱしているの。陰金どころか陰いん嚢のうだって平気で口にするわ」

「意味がわからないよ！」

「あなたの頭が悪いだけね」

「ぐわ～～っ、この腹黒女子中学生めっ」

「むき～～、糞虫役立たず童貞男子高校生のくせにっっ」

　ソファに座ったまま眼前の相手を睨みつけ吠え続ける二人を、片目を開けた寝猫は、うんざりとした顔で見上げた。

（なんだかなぁ。構図だけ見てると、あたしの人生でも初のモテ期が来たっぽいのに、少しも全然まったく嬉しくないのはなんでだ？　まぁ、一件目の依頼は解決したことになったから、とりあえず課長への業務報告は出せるけど。その代わり紗綾華嬢を助手として使わなきゃいけないわけで……いや、どうなんだろう）

　寝猫は一つため息を吐ついて、むくりと身を起こした。

「あ、猫先輩、僕の依頼を見てくださいよ」

　一也が学校の鞄かばんからメモ用紙を取り出すと、紗綾華は卓上のコピー用紙を手に取り、振りかざした。

「猫お姉様、わたしの依頼をお引き受けください」

　という二人を無視して、寝猫はソファから腰を浮かせた。

「どこへ行くんですか、猫先輩？」

「ちょっとパチンコ」

「んまぁぁ。猫お姉様の口から、ち、ち、ちんこだなんてお言葉を聞けるとは！　耳が幸せすぎてドキドキが止まりません」

　紗綾華は顔を赤く染め、両手で頰を押さえてもじもじと体を揺すった。

「パが抜けてるよ！　なんなの、この耳みみ年どし増ま淫乱百ゆ合り女子中学生は!?」

「むきゃぁぁ。童貞糞虫男子高校生屑くず野郎はお黙りなさい！」

「ぎゃ――す」

（はぁぁ。頭痛い。体重い。武士免状なんかほっぽり投げて、誰もいない無人島とかに避ひ難なんしたい）

　声高に罵り合う二人を置いて、寝猫は怠そうに足を引きずり出入り口へ歩いていく。

「あ、猫先輩、お供しますよ」

　寝猫がドアノブに手をかけたのに気づいた一也が顔を振り向けた。

「わたしもお供いたします」

「だから。パチンコだから、十八歳未満はついてこられないっての」

「あう。だ、だけど、入るだけなら」

「高校の制服でか？　入ったとたんに通報されるだろ」

　一也は低く呻うめいて悔しそうな顔になるが、紗綾華のほうは平然とした顔で鞄からマルフォを取り出した。

「弥茂祢？　わたしです。ええ、そう。今からお姉様がパ、チンコに行かれるそうです。お手伝いして差し上げて」

　マルフォを切った紗綾華は、モニターを一也に見せつけた。

「弥茂祢は小型カメラを持っていますから、猫お姉様がパ、チンコを打つお姿は、このマルフォで鑑かん賞しよう……もとい、確認できますわよ」

「ぐぬぬぬぬ～～」

「そんなことしたら、事務所を出入り禁止にするからね？」

「そんなご無体な」

「無体なのは、あんただ」

「では、わたしはお姉様がパ、チンコをしているあいだ、どうすればよいのです？」

「家に帰りなよ。帰って勉強しなよ」

「わたし、今さら勉強しなくてはならないほど成績が悪くはありません」

　寝猫は右手で額ひたいを押さえつつ応こたえた。

「……んじゃ、ここで待ってて。一時間かそこらで戻るから。戻ったら、ちゃんと依頼の検討をするから」

　紗綾華の顔が目に見えて輝くのがわかった。

「はい、お姉様」

「あの……猫先輩、僕は？」

「市一も、ここで待ってろ」

　紗綾華と一也の顔が同時に歪んだ。

「この子と～～？」

「この糞虫とぉ？」

「いいから。おとなしく、喧けん嘩かしないで、静かに、待ってろ！」

　そう言い捨てて、寝猫はドアを開け、廊下に足を踏み出した。

（ホントに頭痛い。なんか、あたしの人生、どん底期に入ってないか？）
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　買い物客が行き交う商店街を、ジャージ姿の寝猫が怠そうな足取りで歩いていく。

　そのすぐ背後にはメイド服を着た弥茂祢が続いている。

　寝猫は振り返ることもなく、弥茂祢に語りかけた。

「あんた、ホントにパチンコ屋までついてくる気？」

「はい。お嬢様に言われておりますので」

　寝猫は肩を落とし、はぁ、とため息を吐つく。

「いいけど、動画とか撮らないようにね？」

「お嬢様が探偵事務所を出で禁きんになってしまいますので、撮らないでございます」

「……紗綾華嬢、本当に毎日来る気かな？」

「本当の本気だと思うでございますよ？」

「なんであたしなんかを、そんなに気に入ったのかね」

　それからぽつりと一言を付け加えた。

「嫌われ者のあたしなんかをさ」

「夜見坂様は嫌われ者なのでございますか？」

「少なくとも、人に好すかれるタイプじゃないなぁ。警護寮でも浮きまくりだし。今まで嫌われることはあっても、誰かに好かれたことはない」

「愛あい市いち様がいらっしゃるではありませんか」

　寝猫の歩みが一瞬止まった。

　が、一瞬だけだ。

　すぐにまた歩き出す。

「あいつは同どう門もんだ。天心無明流は門もん弟ていの数が極端に少ないから。言ってみれば家族みたいなもので、みな仲がいいんだ。今も昔も、あたしは赤の他人から好かれた記憶なんてないな」

「さようでございましたか。では、お嬢様は、夜見坂様の本当の魅力を見抜いた慧けい眼がんの持ち主だということでございましょう」

「あ……あんた……」

　思わず足を止め振り返った寝猫は、まじまじと弥茂祢の顔を見てしまう。彼女は洒落しやれや冗談を言っているとは思えない真面目な表情だった。

「どうかしたでございますか？」

「い、いや」

　寝猫は少し赤くなった顔を戻し、また歩き出す。

　すると弥茂祢も、つかず離れずついてくる。

「夜見坂様にはご苦労をおかけいたしますが」

　と弥茂祢が背中から声をかけてきた。

「お嬢様もお寂しい子なのでございます。できれば我が儘につきあってあげていただけると嬉しいのでございますが」

「そういえば、友だちが少ないとか言ってたな」

「少ないというのは、多少美化された表現でございまして」

「は？」

「実態は、友だちなどいない、といったほうがよろしいかと」

「相変わらず容よう赦しやないな、あんた」

「ですから夜見坂様は、お嬢様の初めてのお友だちなのでございます。お嬢様にとってお友だち初体験。初体験のお相手が夜見坂様であると、そういうわけでございます」

　首をぐりんっと回した寝猫が、うがっと吠ほえた。

「誤解を招くような言い方すんな！」

　弥茂祢が、くすっ、と笑った。

「冗談でございますよ」

「あんたの冗談は、冗談に聞こえないから始末が悪い」

　弥茂祢を一ひと睨にらみすると、寝猫はまた歩き出す。

「で、どうなのでございましょう、お嬢様はご迷惑でございますか？」

「そうだなぁ。迷惑って言えば迷惑なんだけど。でも、人から好意を寄せられるというのも案外悪くないかも、なんて感じてもいるよ。自分でも意外だけどね」

「では、お嬢様の事務所通い、認めていただけるのでございますね？」

「いや、それは依頼を受けたときの条件でそうなっちゃってるだろ」

「ですが、夜見坂様から本気で迷惑だと言われてしまえば、毎日通えなくなると思うでございます。お嬢様、ああ見えてナイーブなお子でございますから」

「そうなの？」

「ええ。夜見坂様に拒否られれば、ショックで週に三日くらいしか通えないかと」

「それのどこがナイーブっ!?」

「まぁそれは冗談でございますが」

　弥茂祢が足を止めた気配がしたので、寝猫も足を止め振り返った。

「ありがとうございます、夜見坂様」

　弥茂祢は背筋を真っ直ぐに伸ばしたまま、腰を四十五度に折り曲げていた。

「これからもお嬢様のこと、よろしくお願いいたします」

「あ……あ～～」

　寝猫は照れ照れと頭を掻かいた。

「まぁ、事務所に来たいと言うならそれは認めるよ。だからって、彼女の期待に応えてあげられるかはわからないけどね。依頼が入れば彼女の相手をしていられないかも」

　顔を上げた弥茂祢はいつもの澄ました顔を崩し、嫋たおやかに笑った。

「それで充分でございます」




　こうして夜見坂探偵事務所は、寝猫と一也に吉成紗綾華を加えた三人（と弥茂祢）で活動を続けていくことになった。

　果たして寝猫は、武士免状停止処分を無事に解除できるのだろうか。
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「さて、夜よ見み坂さか様が次にどの依頼をお受けになるかという問題でございますが」

　およそ三十㎡と少しという広さの夜見坂探たん偵てい事務所に置かれた応接セット――草くた臥びれた中古品である――に腰を下ろしている吉よし成なり紗さ綾や華かの専属メイド、紫ゆかり乃の弥み茂も祢ねが呼びかけてきた。

　彼女は主人である紗綾華――女子中学生だ――の背後に、背筋を真っ直ぐに伸ばした美しい姿し勢せいで立っている。

　二人掛けソファに座る紗綾華の隣には探偵事務所の所長、夜見坂寝ね猫ねこが腰を下ろし、小さめの方ほう卓たくを挟んで二人掛けソファの対面に置かれた二つの一人掛けソファのうちの片方に、寝猫の弟おとうと弟で子しである愛あい市いち一いち也やが腰を下ろしていた。

　寝猫は色気もへったくれもないジャージ姿だが、紗綾華と一也は学校の制服だった。群ぐん青じよう色いろというか紺色というか、濃い色合いの学生服上下を着込んでいる一也は、いつもなら武士養成高校の学生らしく腰に刀を吊つるしているが、ソファに座っている今は、刀を外して架か台だいに載せていた。

　弥茂祢は、例によって例の如ごとくメイド衣装である。

　寝猫の右隣に座っている紗綾華は寝猫の右腕を自分の両腕で抱え、蕩とろけるような表情で寄りかかっている。そんな紗綾華に、一也は内心で競争心を燃え上がらせるのだが、紗綾華だけでなく、悲しいことに寝猫も彼のことを気にする様子はなかった。

　寝猫は上体を反らせ、首を巡らせ、紗綾華の背後に立っている弥茂祢を見上げた。

「なんであんたが仕切ってるのかがわからないんだけど」

　という寝猫の嫌みなど意に介さず、弥茂祢はいつもの澄すまし顔で平然と答えてきた。

「次にお受けになる依頼を夜見坂様がなかなか決めようとされないので、見かねたお嬢様に頼まれ、わたくしがこうして乗り出してきたのではございませんか」

「そうやって冷静に説明されると、余計に腹立つな」

「お腹立ちになるのが嫌なら、お受けになる依頼をさっさとお決めになればよろしいのでございます」

　弥茂祢はそう言って、卓上に積まれている依頼のメールをプリントアウトした用紙の束を指さした。

　寝猫は顔を戻し、ちらっと用紙の束に視線を走らせ、呟つぶやくように言い訳をする。

「いや、でも、べつにそんなに急いで決めることもないかなって思ってさ」

「その本音は？」

　と弥茂祢が合いの手を入れると。

「働きたくないでござる」

「お嬢様も人間として如何いかがなものかと思ってございましたが、夜見坂様も大たい概がいではございませんね。お二人は意外とお似合いのカップルなのではございませんか？」

「お似合いのカップルだなんて！　弥茂祢もたまにはいいことを言うのね」

　紗綾華はにこにこ顔だが。

（いやいや、前半で貶けなされてるからね）

　内心で思わずツッコんでしまう一也である。

　すると、寝猫が声を大にしてツッコんだ。

「カップルとか言うな！　っていうか、人間として大概じゃないって、どういうことだ、こら！」

「働きたくないでござるなどと戯たわけたことを言う者は犬に食われて死んでしまえ！　という意味でございます」

　腕組みした寝猫は、憤ふん然ぜんとした顔で弥茂祢を睨にらみつける。

「あんた、ホントに容よう赦しやないな～～」

「猫お姉様の言うとおりだわ」

　紗綾華が同意だとばかりに大きく首を縦に振る。

「メイドとしては超一流だけど、弥茂祢こそ、人として最低の部類だと思うわよ」

「お褒ほめに与あずかり恐縮でございます」

「褒めてないわよ。前半の一部分だけを抜き取って全体の流れを無視してるんじゃないわよ」

（いや、一部分だけを抜き取って喜んでたのは君だろ）

　と一也は思ったものの、このままではいつまで経たっても寝猫が働かないのは火を見るよりも明らかで、そういう意味では弥茂祢（と紗綾華）が寝猫をせっついてくれるのは、彼としてはありがたかった。

「あのですね、猫先輩」

　堪たまらず一也が口を挟むと、寝猫は、ぐりんっと首を巡らせた。

「なんだ、市いち一いち？」

「人としての有り様はともかく、次の依頼を決めるべきだという弥茂祢さんの主張は、まったく以もつてその通りだと思いますけど」

「おまえはどっちの味方だよ!?」

「ねっ猫先輩の味方ですよ！　だから、早く次の依頼を受けて、早く依頼を解決して、早く免停を解除してほしいと思ってるんじゃないですか」

（ウザい。大きなお世話だ）

　と思うものの、一也が真剣に自分のことを考えてくれているのはわかるので、寝猫としてもあまり邪じや険けんにはできない。

「っても、猶ゆう予よは一年あるんだし、そう急がなくても大丈夫だって」

　やる気をまったく見せない寝猫である。

（仕方ないな。最終手段に訴えるか。この手は、あまり使いたくなかったんだけど）

「猫先輩、あまりのんびりしてると課長にツッコまれますよ？　いいんですか？　容赦ないと言うなら、あの課長の右に出る人はいないでしょう？」

「うぅ……たしかに」

　寝猫は低く呻うめいて力なく首を左右に振った。

「あの課長の容赦なさは世界でも一、二を争うものな。あんなキツい女は、一生、結婚できないだろう。どころか、彼氏の一人もできやしないだろう。死ぬまでお独ひとり様確定だよな？」

「いえ、僕、そこまでは言いませんけど。でも、ぐずぐずしてると、あの人、この事務所に乗り込んできますよ？」

「それは嫌だな」

　は～～、とため息を吐ついた寝猫は仕方なく卓上の依頼書に手を伸ばす。そして、持ち上げた用紙をぱらぱらと捲めくった。

「どれも帯に短し襷たすきに海の苔り巻きだなぁ」

「なんですか、その諺ことわざ!?」

「いや、何となく語ご呂ろで言っただけ」

　一也は天を仰ぎ、紗綾華は困ったような顔で引き攣つった笑いを浮かべ、弥茂祢だけが、いつもの真面目くさった顔を崩さずに寝猫の様子を見つめている。

　やがて寝猫の手の動きが止まり、彼女は一枚の用紙に目を留めた。

「んんん、これって……」

　依頼内容を読み進むうちに、寝猫の目が輝くのがわかった。

「これだ！　これだよ、市一。あたしはこういう依頼を待っていた！」

　寝猫は左手に持ったコピー用紙を右手でぱしぱしと叩たたく。

「は、はあ？　何かよさげなのがありましたか？」

「ほら、これ、見てみろ」

　寝猫が一也のほうへ一枚の用紙を突き出した。
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　半信半疑で用紙を受け取った一也が文面に目を落とすと、上体を乗り出した紗綾華がそれを覗のぞき込んできた。

「経営が傾かたむいた温泉旅館の危機を救って復活に手を貸してほしい……ですか」

　と一也が内容を口に出すと、紗綾華は少し驚いたような顔になり、視線を依頼書から寝猫に移した。

「経営を？　猫お姉様、大学は経済学部？　経営学科か何かなんですか？」

「違うよ。あたし法学部だから」

「えぇえっ？」

「あっれぇ？　今の『えぇえ？』にはどんな意味があるのかなぁ、紗綾華ちゃん？」

　紗綾華は寝猫から微妙に視線を逸そらせたまま応こたえた。

「と……とくに意味はないですよ？」

「あたしが法学部の学生なのがそんなに意外？」

「そ……そんなことはないですよ？」

「すると夜見坂様は、将来、弁べん護ご士しにでもなろうと仰おつしやるのでございますか？」

　と弥茂祢が口を挟んできた。

「べつにそういうわけじゃないよ。ただ……民間企業に就職するにしても、法律を学んでると、いろいろ有利だろ？」

「働きたくないでござると高こう言げんされる夜見坂様が民間企業へ就職でございますか？」

　寝猫を見下ろす弥茂祢の目には、ありありと呆あきれの色が浮かんでいる。

　ず――ん。

　寝猫の両肩が落ちた。

「入社試験はともかく、面接を通るのが至し難なんの業わざのように思われるのでございますが」

　がくぅっ。

　寝猫の首が前に倒れた。

「ダメっ。弥茂祢、それ以上、この問題に触れてはダメよっ！」

「失礼いたしました、お嬢様。出過ぎたツッコミをお許しくださいませ」

　顔を上げた寝猫が、がうっ、と吠ほえた。

「本当に出過ぎてるよな、あんたはっ！」

「まぁまぁ猫お姉様、落ち着いて。それより依頼の検討に戻りましょう。ね？」

　紗綾華は寝猫の両手を握って笑いかけた。

（どさくさに紛まぎれて何やってるの、この娘こは！）

　悔くやしさに身み悶もだえする一也である。

「……そうしようか。まともに弥茂祢さんの相手をしてると、気力体力が根ね刮こそぎ持っていかれる気がする」

「お褒めに与り恐縮でございます」

「誰も褒めてないんだけどっ。あんたは一部を抜き取るどころか、全部を捏ねつ造ぞう……いや、落ち着け、あたし。そして無視だ無視」

　呪文のように自分に言い聞かせると、寝猫は一也の手から依頼書をひったくった。

「で、だ。本題に戻るけど。いいだろ、温泉旅館の立て直し。あたし、専攻は法学部だけども、ほかの学科の授業も履り修しゆうしてるんだよ。観光学科の授業で旅りよ行こう業ぎよう論ろんとか取っていろいろ習ってたの。だからこれはいい実じつ践せんの機会だと思うんだよね」

　寝猫は先ほどまでと違って機き嫌げんよさそうな笑顔になっているが、紗綾華のほうは心配そうな顔だ。

「でも、そんな依頼を受けてしまって平気なんですか、猫お姉様？　失敗したときマイナス査さ定ていになってしまうのではありません？」

「大丈夫、大丈夫」

　寝猫は手にした依頼書をひらひらと振ってみせる。

「具体的な依頼内容は、嫌がらせをしてくる近所のホテルの連中から家人やお客を守ることと、地元の神社の奉ほう納のう仕じ合あいに出てほしいってことだから。ホテルは敷しき地ち拡かく張ちようを狙ってて、それで地主である温泉旅館から土地を安く買い叩こうとしていろんな手を使ってくるんだって。客だけじゃなくて従業員にも嫌がらせをするらしくて、その抑よく止し力りよくとして期待されてるんだな」

　紗綾華が納得だという顔で頷いた。

「なるほど。つまり用よう心じん棒ぼうなんですね。それなら猫お姉様に打ってつけのお仕事」

　一也も笑いながら言った。

「けど、猫先輩。神社での奉納仕合に先輩が出るって、反則じゃありませんか？　町内運動会にウサイン・ボルトを呼んでくるようなものじゃないですか」

「ウサイン・ボルトは言い過ぎだろうけど、まぁそうだな、バレないように手加減すれば問題ないだろ。依頼主も、あたしの剣術の腕を知って依頼してきてるみたいだし」

　寝猫は極上の笑みを浮かべて言った。

「しかも、だ。旅館滞在中は三食賄まかない付きだぞ？　その上、温泉には入り放題。旅館の規模は小さいけど露ろ天てん風ぶ呂ろまであるんだよ。この依頼を受けなきゃ女が廃すたるだろ？」

　寝猫は同意を求めるように、三人の顔を見回した。

「そうです……ねぇ。たしかに猫お姉様好みの案件かもしれませんけど、そんな山奥の鄙ひなびた温泉地までわざわざ出かけていくこともないような気がします。傾いた温泉旅館では依頼料も安いのでしょうし。もっと近場にもっと高額の案件があるのではありませんか？」

　あまり気乗りがしない様子の紗綾華だったが。

「お嬢様」

　弥茂祢が、そっと紗綾華の肩に手を置いた。

「なんですか、弥茂祢？」

　紗綾華の耳みみ許もとで弥茂祢が何事かを耳打ちすると、紗綾華はソファから大きく跳び上がった。跳び上がった勢いのまま立ち上がると、やや腰を落とし気味にして両の拳を握りしめ、紗綾華は全身から覇は気きを発散させる。

「と思いましたが、とんでもない間違いでした。これはたしかに引き受けなくては女が廃る最重要案件です！」

　寝猫はジト目になって紗綾華を見上げる。

「そのココロは？」

「猫お姉様と一緒に露天風呂！　裸で！　全裸で！　真まっ裸ぱで！　一いつ糸し纏まとわぬすっぽんぽんで！」

　紗綾華は口許に溢あふれた涎よだれをじゅるじゅると吸った。

「そして互いの体を洗いっこ！　お胸を！　猫お姉様の大きく盛り上がったその素敵なお胸を思う存分洗って！　洗いまくって！　揉もんで！　揉み拉しだいて！」

　紗綾華は何かに憑つかれたような目を宙に向け、ぐふぐふとおかしな笑い声を上げた。

「お嬢様、お気をたしかに」

　背後から弥茂祢が紗綾華の脳のう天てんに手刀を叩き込む。

「あ痛つうっ……って、はっ？」

　頭頂を手で押さえた紗綾華は、自分を見ている冷ややかな六つの目に気づき、助けを求めるように弥茂祢を見やった。

「何かあったのかしら」

「何かあったといいますか、お嬢様がその変態性を余すところなくさらけ出したといいますか」

　顔を真っ赤にした紗綾華は、手をぐるぐると回しながら抗こう議ぎの声を上げる。

「へ、変態じゃないもの。猫お姉様と一緒に温泉に入れると思えば、誰だって浮かれて興奮するじゃない！」

「それが変態だと……いえ、まぁ、お嬢様が変態なのは今に始まったことではございませんので、これ以上ツッコむのはやめるでございますが」

「始まってないわよ。ぜんぜん始まっていないわよ！」

「いや、待って」

　寝猫がさっと右手を挙げた。

「さっき紗綾華嬢に何か余計なことを吹き込んだのは弥茂祢さんだよね!?」

「はて、なんのことでございましょうか」

（こ……このメイドは、ホントにもう）

「それより、猫先輩」

「なんだよ、市一？」

「その依頼を受けるとして、いつから現地へ出向くんですか？」

「あ？　そうだな」

　寝猫は壁に掛かったカレンダーを見やった。

「依頼書にはなるべく早く来てくれみたいなことが書いてあったな。今週後半はシルバーウイークだろ。奉納仕合は土曜日にあるそうだから、少なくとも連休前半には現地に行っていないとな。連休ならお客も大勢来てるだろうし、相手の嫌がらせを防ぐなら、なおさらだ」

　一也は、ぐぐっと身を乗り出した。

「だったら。学校も休みだし、僕も行きます」

「はぁ？」

「だって、僕、猫先輩の助手ですから」

　紗綾華がすっくと立ち上がった。

「もちろん、猫お姉様の一番助手であるわたしもお供します」

　一也も負けずに立ち上がる。

「いやいや、最初の助手は僕だからね？」

「違います。一番目の、という意味ではなく、一番有能な助手という意味です」

「なに言ってんの、女子中学生のくせに」

「童どう貞てい男子高校生よりはマシです」

「そっそれはこの際、関係ないよねっ!?」

「高校生にもなって童貞とか」

　紗綾華が、ふふっと鼻で笑うと。

「君だって処しよ女じよのくせに」

「ななな、なんてことを！」

「経験のあるなしを言うなら、君も僕と同じでしょっていう話」

「ちっ違います！　わたしの体の上を通り過ぎていった男は、それこそ数知れず」

「ふぅん、そうなんだ」

　と横から寝猫が合いの手を入れた。

「……あ」

　弥茂祢も軽く首を横に振りながら、お嬢様、と呼びかけてきた。

「それは、お嬢様がド変態かつド淫いん乱らんであるという最低評価を自ら下したに等しい愚ぐ行こう……といいますか、愚言でございますが」

　紗綾華は、ぶるぶると首を左右に振って寝猫に飛びついた。

「噓うそです、噓です。わたしは寝猫お姉様一筋なのです。経験なんてこれっぽっちもありません。彼氏もいません。友だって一人もいませんっ」

　勢い余って痛々しい告白をしてしまう紗綾華だった。

「あ――、わかってるって。紗綾華がそんな娘こじゃないのはわかってるから」

「猫お姉様～～」

　紗綾華は泣きながら寝猫にしがみついた。

「ねっ猫先輩！　僕も猫先輩一筋で……」

　腰を浮かせた一也までもが両手を広げて寝猫に抱きつこうとしたが。

　ぼぐっっ。

　寝猫の正せい拳けん突きが一也の顔面にめり込んだ。

「ひ……ど……い」

　一也が、ばったりと床に頽くずおれる。

「あはははは、いい気味ね。どさくさに紛れてスケベなことをしようとするからよ」

　寝猫にしがみついたまま、紗綾華が一也を嘲あざ笑わらった。

（うぅぅ……こういうとき圧倒的に男子は不利だ。女子なら温泉にも一緒に入れるし、くそぉ、僕も女子に生まれたかった……）

　床に転がったまま、一也は血の涙を流す。

「猫お姉様、こんな男は置いていけばよいのですわ。お姉様のお手伝いは、このわたしにお任せください」

「それが不安なんだけど」

「大丈夫です。ややこしいことは弥茂祢に一任しますから」

「余計に不安なんだけど」

「お褒めに与り恐縮でございます」

「だからっ。ぜんぜん褒めてないよねっ！」

　と弥茂祢にツッコむと、寝猫は真面目な顔になって紗綾華に向き直る。

「というか、そもそも依頼料や解決料が幾いくらになるかわからないんだし、二人の交通費を出せるかどうかもわからないんだけど」

「わたしと弥茂祢の分はわたしが出しますから、どうかご心配なく」

「いいの？　助手に自腹切らせる所長ってのもどうかと思うんだけどさ」

　紗綾華は薄い胸を大きく張った。

「完全無欠に無問題モーマンタイ。もし猫お姉様が依頼解決に失敗して先方に損そん害がいを与え、賠ばい償しよう金きんを請求された場合は、わたしがお支払いします」

「それはもう所長としてどうこうと言う以前に、人としてやっちゃいけない領域に足を踏み入れてる気がするけど。というか、失敗したときのことを今のうちから考えるのは止やめようよ」

「さすが猫お姉様。武士は食わねど高たか楊よう枝じですね！」

「その諺の使いどころ、間違ってない？　まぁ、いざとなったらお願いするけどさ」

　紗綾華が大きくずっこけた。

「それはさておき。おい、市一、いつまで寝ている!?」

「あ……はい」

　一也がもそもそと起き上がると。

「先方に連絡取って、スケジュール決めて。依頼料の交渉もやって。あと、現地までの足の確保。少し割高になるけど、新しん幹かん線せん使うしかないだろうな。交通費だけは、成功、失敗に関係なく確保しろよ？」

「あ、えっと」

　一也が自分で自分を指さすと。

「おまえも連れてくよ」

　一也は思わずガッツポーズをしてしまった。

　一方、紗綾華はいかにも嫌そうに顔を歪ゆがめる。

「そんな顔しないの、紗綾華」

　寝猫が、ぽん、と紗綾華の頭に手を載せた。

「は……い」

「依頼の中身は大したことなさそうだから、みんなで慰い安あん旅りよ行こうに行くと思えばいいの。それに市一は天てん心しん無む明みよう流りゆうの門もん弟ていだからさ、奉納仕合にあたしが出るのが反則なら、市一が出ればいいんだし。ああ見えて、地回りヤクザの五人や五十人なら蹴け散ちらせるくらいの腕だから」

　一也が情けない顔で言った。

「あのう、さすがに五十人は無理なんですけど」

「え？　無理なの？　なんで？」

　寝猫が不思議そうな顔を向けてきたので、一也はそっと視線を逸らせた。

「いえ……善ぜん処しよします」

「じゃ、手配、よろしく」

　一也は小さなため息を吐ついて頷いた。

「ええ、はい、やっておきます」
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　秋の行こう楽らくシーズンにお金を使わせようと、政府は十月に祝日を集め、土日に繋げて五連休を確保していた。

　第二水曜から金曜までが祝日と決められていて、必ず五連休になる。この五連休を、春の連休＝ゴールデンウイークに対してシルバーウイークと呼んでいた。

　そのシルバーウイーク前の火曜の午後、寝猫以下、一也、紗綾華、弥茂祢の四人――一也と紗綾華は学校を早退した――は東京駅の東北新幹線ホームに集結していた。

　寝猫は黒いジーンズに黒いシャツ、黒いジャケットという出いで立たちで、背に垂らした長い黒髪と手に提さげる黒い旅行鞄かばんと相まって、上から下まで真っ黒な印象だ。これで腰に刀を差していたら恐がって誰も近寄ってこないかもしれないが、生あい憎にくと武士免状停止中の身の上、今日の彼女は刀を持っていなかった。

　一方、一也は高校の制服で、左腰に刀を吊している。武士養成高の制服を着ていれば携けい刀とうは許されるので、どこへ行くにしても彼は高校の制服を着用している。

　紗綾華はといえば、ふわふわとした淡色のワンピースに鍔つばの広い帽子を被かぶっていて、いかにもいいところのお嬢様という雰囲気を醸かもし出していた。

　そして弥茂祢は、いつものメイド服だった。紗綾華の荷物を引き受けている弥茂祢は、メイド服で車輪付きの大きな旅行用キャリーケースを二個引き、背にリュックを背負うという違和感満まん載さいの出で立ちだ。

　おそろしくちぐはぐで、とてつもなくまとまりのない四人だった。四人の周囲に広めの空間が空いているのは、他の旅行者が四人を敬けい遠えんしているからなのは確実だ。

　一也が指定券を確保しているので早めに並ぶ必要もなく、四人が乗車口の前に立つのと同時に乗車扉が開いた。スポーツバッグを肩から提げた一也を先頭に、四人は東北新幹線の車両に乗り込んでいった。
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　二人掛け座席の一つを回して向き合う形にすると、弥茂祢と一也とで全員の荷物を棚に上げた。キャリーケースは棚に載せるには大きすぎたが、なんとか押し込んだ。それから寝猫（通路側）と紗綾華（窓側）、一也（通路側）と弥茂祢（窓側）という並びで座席に腰を下ろす。

　ホームの屋根と屋根のあいだの隙間から、上空に広がる秋の澄んだ青空が覗いている。いかにも旅行日よりの秋晴れの一日だ。週間天気予報では、連休の後半まで晴天が続きそうで、崩れるにしても最終日辺りという話だった。

　天気もいいし、寝猫の機嫌もいいし、素敵な旅行になりそうだと一也は胸を躍らせる。

（もっとも、紗綾華嬢がいる限り安心はできないんだけど）

　その紗綾華は先ほどからずっと寝猫にべったりと寄り添ったまま話をしている。話をしているというより、隣席に身を乗り出した紗綾華が一方的に話しかけて、それに寝猫が短く返事をするという形なのだが、なかなか会話に口を挟むきっかけが摑つかめなくて、ちょっと悔しい気がする一也だった。

　やがて発車のベルが鳴り、ドアが閉まる音が聞こえ。

　四人の乗った東北新幹線の車両が、ゆっくりと動き出した。
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　東京駅を発車した新幹線は、すぐに上野駅で停車。次の停車駅は大おお宮みや駅だが、大宮駅までは家並みが途切れることもなく、車窓から外を見ていても面白くない。寝猫は持ち込んだ文庫本を広げて読み出した。そうなると紗綾華も話しかけづらく、彼女は手にした多機能型携帯電話マルチフオン――マルフォ――を触り始めた。声をかけ難にくいのは一也も同様で、仕方なく彼も雑誌を広げる。弥茂祢は席に座ってから一度も口を開かないし、しばらく静かな時間が流れた。




　新幹線は新青森行きで、四人は古ふる川かわで陸りく羽う東とう線せんに乗り換えることになる。

　八時五〇分に東京を発車した新幹線は、一一時前に古川に着いた。

　乗り継ぐのは、鳴なる子こ温泉行きの一一時一二分古川発の列車で、長すぎもせず短すぎもせず、ちょうどいい接続時間だ。

　古ぼけた気動車に揺られて一時間弱。

　有名な鳴子温泉までは行かず、その手前にある鄙びた駅に四人は降り立った。

　連休前とはいえ、今日は平日、しかもマイナーな温泉地だから、他に客などいないのではないかと思っていた寝猫だが、意外なことに十人ばかりの乗客が列車を降りた。

　小さな駅舎を潜くぐって申し訳程度の駅前広場に出ると、広場の隅すみにマイクロバスが一台停とまっているのが目に入った。背広姿の男が三人、バスの前にたむろしていたが、乗客が改札から出てくるのに気づくと、みな背筋を伸ばした。

　マイクロバスのほうへ向かう他の乗客の背中を見送った寝猫は小さく呟いた。

「あれが件くだんのホテルの送迎バスみたいだな」

「連休前の火曜日にあれだけの客がいるんですから、明日からの連休になれば、さらに大勢の客が押し寄せるのは確実ですね」

　と一也が応える。

「そうだな。で、わたしらの送迎は……」

　寝猫以下、四人は広場を見渡すが、ほかには所在なげに停まっているタクシーが一台いるだけで、依頼主が手配するといっていた送迎車はどこにも見当たらなかった。

「まだ来ていないみたいだな。仕方ない、少し待つか」

「猫お姉様、何か飲み物でも買ってきますか？」

「じゃあ、冷たい缶コーヒーを。あ、無む糖とうの奴ね」

「弥茂祢、わたしは温かいミルクティーを」

「はい、かしこまりました、お嬢様」

「あ、弥茂祢さん、僕は……」

　と言いかけた一也を無視して、弥茂祢は改札横の自動販売機のほうへすたすたと歩いていってしまった。一也は思いきり情けなさそうに顔を歪める。

「当たり前でしょう。どうしてわたしが糞くそ虫むし先輩に飲み物を奢おごってあげなくてはならないの。あそこに公衆トイレがあるから、好きなだけ水を飲んでくれば？　男子のおトイレって、前に立つと水が流れるんでしょ？　飲み放題じゃない」

「そんな水は飲まないからねっ！」

　一也は憤然とした顔で上着のポケットから小こ銭ぜに入れを取り出した。

「奢ってくれるといっても、君の施ほどこしは受けないね。自分で買います！」

「あ、そう。どうぞお好きに」

　一也は腹立たしそうに紗綾華を睨んだが、すぐに視線を逸らせ、弥茂祢のあとを追いかけて自販機へと走った。すると、バスの前で乗客を迎えていた男三人のうちの一人が寝猫たちのいる場所へぶらぶらと近寄ってきた。

「やぁ、駒こま金かね温泉へいらっしゃい。今日のお宿は、もう決まっているのかな？」

　背広の上からホテル名の入った半はん纏てんを羽織った三十絡みの男が、如じよ才さいない態度で寝猫に声をかけてきた。

「湯とう星せい閣かくってところに泊まる予定」

「あぁ、あそこですか。何泊のご予定で？」

「さて、三泊になるか四泊になるか。まだ決めていないんだけどさ」

　男の目がきらりと光った。

「そうっすか。でも、あそこの宿、あんまりいい噂うわさを聞きませんけどね」

「いい噂を聞かない？　どんな？」

「あんまり大きな声じゃ言えないんですけどね、夜中に何か変なモノが出るとか出ないとか。あと、お客の荷物がなくなったとか女性用の露天風呂が覗かれたとか」

「……変なモノって何？」

「いえ、詳しいことは知りませんがね。そういう噂が出てるってことっすよ」

「荷物がなくなったってのは、盗まれたってこと？」

「いや、犯人が見つかってないんで、盗まれたとも断言できないんですがね。まぁこれも噂なんですが、旅館の従業員がくすねたんじゃないかって……」

「露天風呂の覗きも？」

「どうなんですかね。そっちも従業員の仕し業わざじゃないかなんていう噂ですが、あくまで噂なんで、それ以上のことはわたしには」

（噂、噂、噂。あくまで噂と言い張るわけね）

　考え込む素振りを見せた寝猫に、男が言い寄ってきた。

「どうですか？　あんな陰いん気きでちんけな宿は止めて、うちのホテルに泊まりませんか？　うちは快適ですぜ？　あ、キャンセル料はご心配なく。うちのほうから湯星閣さんとこと話つけますんで」












「人から紹介された旅館だから、今さら宿を変えると、その人の顔を潰つぶすことになる。予定どおり湯星閣に泊まるよ」

「そうですか」

　男はそれ以上は誘わず、

「気が変わったら、いつでも仰ってください」

　と言って寝猫に名刺を押しつけ、バスのほうへ戻っていった。二人のやりとりを黙って聞いていた紗綾華は、男が離れるのを待って寝猫に近寄り、そっと囁ささやいた。

「猫お姉様、今のが湯星閣に嫌がらせをするホテルの連中……なのですね」

「そうみたいだね。ただ、それにしてはあっさりと引き下がったな」

「さすがに駅前ですから、そうそう強引なこともできない……のでは」

「そうかもしれないね」

　手前で足を止め様子を窺うかがっていた一也と弥茂祢も戻ってきた。

「今の男、かなりの腕でしたよね」

　と一也が言うと、紗綾華がきょとんとした目を向けた。

「そうなの？」

「うん、かなりデキる」

　紗綾華は確認を求めて寝猫と弥茂祢の顔を交互に見やった。

「ええ、お嬢様。なかなか隙のない挙きよ措そでございました」

　と弥茂祢が頷くと、寝猫も、たしかにね、と応えて、手にした名刺に目を落とした。

　そこには「ホテル望ぼう星せい閣かく専務　一いち力りき剛ごう也や」とあった。

　寝猫が、ん？　と首を傾かしげた。

「市一、湯星閣の主人の名前もたしか」

「あ、ええ、一力長なが永えという名前でしたね」

「宿の名前も湯星閣に望星閣だし、これ、一族同士の争いってことじゃないか？」

　弥茂祢が、なるほど、と頷いた。

「暖の簾れん分けした後発組が本家を凌しのぐほど隆りゆう盛せいを見せ、衰おとろえた本家との確かく執しつが深まる……というのは、田舎いなかでは割と見受けられる事態でございますね」

「で、どうしますか、猫お姉様？」

「いや、どうするもこうするも、このまま湯星閣に泊まって、依頼主から話を聞かないと仕方ないし」

「ですが、迎えの車、一向に姿を見せないでございますね」

　辺りを見渡して弥茂祢がそう言うと、一也が訊きいてきた。

「電話してみますか、猫先輩？」

「一也、おまえの携帯の電話番号とか、伝えてるんだよな？」

「あ、はい」

「だったら、来られなくなったら電話が入ってるはずだ。ってことは、突発的なアクシデントがあったってことか。だとすれば、待っていても仕方ないな……」

　そう言って、寝猫は広場を見渡した。

「あれを使うか」

　寝猫が指さしたのは、タクシー乗り場に一台だけ停まっているタクシーだった。

「いいな、市一？」

　一也は素早く調べた数字を思い出す。

「えぇと、たしか温泉まではタクシーで二千円ちょっとのはずですから、大丈夫、問題ありません」

「よし、乗ろう」

　乗り場まで移動した四人はタクシーに行き先を告げ、トランクに荷物を入れる。紗綾華と弥茂祢のキャリーケースが大きくて、かなりぎちぎちになったが、なんとか荷物を押し込んだ。それから助手席に一也、後部座席右から寝猫、紗綾華、弥茂祢という順番で座る。

「この座り順に何か意味があるんですか？　いえ、わたしは猫お姉様の隣なら、どこでもいいのですけど」

　と言われ、寝猫は肩をすくめた。

「いつもの癖くせでさ。護ご衛えい剣けん士しが三人いれば、一人は助手席で、残りの二人で要警護者を挟んで乗ることが多いの」

「でも、わたしは猫お姉様の助手ですよ？」

「助手だけど、大事なクライアントでもあるしね」

「大事な」

　紗綾華は上体を横に向け、潤うるんだ目で寝猫を見上げた。

「猫お姉様……」

　寝猫は体を寄せてきた紗綾華を押し戻し、前を向かせる。

「はい、シートベルトしようね」

「ぶ～～」

「お嬢様、シートベルトでございます」

　左隣の弥茂祢がシートベルトを引っ張り、ベルトの金具を留め具に差し込んで紗綾華の体を固定した。

「窮きゆう屈くつね」

「少なくとも夜見坂様はお嬢様より窮屈なのですから、我慢なさってくださいまし」

　たしかに寝猫の体をホールドしているベルトは一部が胸の谷間に埋まい没ぼつしている。それに比べ、紗綾華の体をホールドしているベルトは上から下まで見えている。

「ど、どういう意味よ！」

「とくに意味はございません」

「だったら言うな！」

　紗綾華は弥茂祢の額ひたいに右の手刀を打ち込もうとしたが。

「はっ！」

　気合い一いつ閃せん、弥茂祢は真しん剣けん白しら刃は取どりの如く、両手で紗綾華の手刀を挟みつけて止めた。

「ちっっ」

「まだまだでございますね、お嬢様」

（何このコント）

　寝猫が呆れた顔で二人を見ていると。

「あのう、発車してもいいすかね、お客さん？」

　運転手も呆れた顔でバックミラーを見ていた。

　紗綾華は慌あわてて右手を引っ込める。

　弥茂祢は澄ました顔で咳せき払ばらいをしてから、軽く頭を下げた。

「お願いいたします」

　いつものように四十五度の角度で上体を倒せていないが、シートベルトで上体を固定しているのだから、これは仕方がない。

「じゃ、行きますんで」

　運転手が無む造ぞう作さにクラッチを繋ぐと――古い車なので、オートマ車ではなかった――タクシーは勢いよく発進し、四人の背中がシートに押しつけられた。
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　タクシーはすぐに街中を抜け、樹じゆ木もくの生い茂る山道へと走り込んでいく。

　左右にカーブしながら高度を稼かせいでいく狭い舗ほ装そう路ろの両側には、紅葉が進んだ木々の枝葉が密みつ生せいしている。ときおり木々が途切れると、遙はるか彼方まで続く重ちよう畳じようたる山並みが望めた。赤と黄と緑が斑まだらになった山肌と頭上に広がる澄んだ青空のコントラストは、なかなか見事な眺めだった。聞こえてくるのは車のエンジン音と、どこかで鳴いている鳥の囀さえずりくらいだ。

　紗綾華は右側に体を傾け、窓の外に広がる景色を見やった。

「綺き麗れいな景色ですね、猫お姉様」

　本当に景色を楽しんでいるのか、寝猫に体を預けるのが目的なのかはよくわからない。

「そうだね。たまにはこういうのもいいかもだね」

　と応えた寝猫は、唐突に運転手の背中に向かって声をかけた。

「ところで運転手さん、これから行く湯星閣って、望星閣と何か関係があるの？」

「あぁ、それはですね」

　運転手は待ってましたとばかりに応えてきた。

　タクシーの運転手は基本的に話し好きの人が多い。おまけに、いろいろな客を乗せるため、地元の事情に精せい通つうしている。その辺りを狙った寝猫の問いかけなのだろう。

「元々、駒金温泉ってのは、湯星閣しかない、いわゆる秘ひ湯とうだったんですよ。ところが近くを流れる駒金川にダムができることになって、道路が新しくなったんですね。で、ダム湖とダム、奥の渓けい谷こくに観光客が来るようになると、温泉に泊まる客も増えまして。それを見た先代の弟さんが旅館の拡張を主張したのに対し……あぁ、当時は兄弟で経営に当たっていたんですわ、で、積極的に事業を拡大しようという弟さんの主張に対して、兄さんのほうは、それでは湯星閣のよさが失われると言って反対したんですよ。そんなとき別の旅館が開業して、それなりに客を集めたんです。弟さんは、それ見たことか、と憤ふん慨がいして、なおも兄さんに迫ったんですけど、兄さんのほうは頑がんとして首を縦に振らない。だったらもういいわ、俺が新たに宿を興おこす！　ってんで、弟さんが独立して建てたのが望星閣なんですよ」

　なるほどやっぱり、と四人は頷き合った。

「それからずっと客の奪い合いをしていると？」

「まぁ、そうですねぇ。客が増えたっても、しょせんこんな田舎の温泉地ですからね。入いり込こみ客きやくにも限度があります。宿が増えれば、客の奪い合いにはなりますわね」

「駅前で望星閣の人に誘われたんですが、かなり大きな宿みたいですね？　当初からそうなんですか？」

「いえ、現当主が増築してるんですよ。今は先代の息子さん二人で経営してるんです。えぇと社長が兄の禄ろく也やさんで専務が剛也さんだったな」

　寝猫は駅で声をかけてきた男を思い出す。

（駅にいたのが専務の剛也だから、弟のほうか）

「その二人が宿を継いでから、さらに経営拡大を狙って団体客も積極的に受け容れて、客室とか宴会場とか増やしたんです。それでいっそう競争が激しくなって。でも、湯星閣のほうは昔ながらの個人客相手で、宣せん伝でんなんかもあまりしませんし、最近では望星閣さんのほうが圧倒する勢いなんですよね」

「なるほど。でも、最近は団体旅行が減ってるから望星閣も大変なのでは？」

　と寝猫がなおも水を向けると、運転手は、そうなんですよね、と頷いて、声を落とし気味に言葉を継ついだ。

「まぁこれはあくまで噂なんですが、羽振りがいいように見えて、じつは望星閣さんも内情は火の車……だなんていう人もいましてね。増改築にかかった億単位の投資を回収するのはなかなか大変みたいですね」

　体を前に倒すと、寝猫も声を落とし、運転手の後頭部に向かって声をかけた。

「それで湯星閣のほうにちょっかいを出しているんですか？」

　わざとらしい言動だったが、運転手はとくに怪しむこともなく応えてきた。

「ちょっかいっていうか、地じ代だいを負けろ、負けないで喧けん嘩かになってるみたいでねぇ」

「地代？」

「望星閣さんの建物が建っているところ、湯星閣さんの土地なんですよ。つまり、独立するときに土地を借りたってことですね。で、最近、望星閣さんのほうが地代が高いと言い出したようで……。元から犬けん猿えんの仲だったのが、よりいっそう拗こじれたなんていう話が漏れてきてます。現当主は従い兄と弟こ同士なのに、困ったもんですよ」

（なるほど。やはり事情を探るのは地元の人間相手に限る）

　護衛剣士である寝猫は、事件が起きてから動く警察官と違って、事件を未然に防ぐために動くから、関係者から事じ情じよう聴ちよう取しゆをすることはあまりない。とはいえ、暗殺を未然に防ぐために関係者から話を聞くことはよくあるし、起きてしまった事件の後始末をつけるために事情聴取をすることもある。

　まだ学生とはいえ、人から話を聞き出すテクニックは普段から鍛えられているわけで、人のいい田舎のタクシー運転手から裏事情を探ることは、寝猫にとってそれほど難しいことではなかった。

（湯星閣と望星閣の関係、置かれた状況はだいたいわかった。あとは現地に着いてから詳しい話を当事者に……）

　と、そのとき。
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「なんだあれっ!?」

　一声叫んで、運転手が急ブレーキを踏んだ。

　ロックしたタイヤがスキッド音を発し――田舎のおんぼろタクシーにＡアンチロックＢブレーキＳシステムなどという高尚な物は付いていなかった――四人の体は勢いよく前方に傾いたが、直後にシートベルトがロックされ、反動で背中がシートの背もたれに押しつけられる。

　寝猫は反射的にシートベルトを外し、刀の柄つかを握ろうとして右手を体の前に動かしたのだが――車に乗るときは、いつも刀を両足のあいだに置いている――右手は空を切るだけだった。

（そうだった。警護中じゃなかった）

　彼女は苦笑して動きを止めた。

（体に染みついた習性は、ちょっとやそっとじゃ消えやしないな）

　苦笑を抑え、寝猫は運転手の背中に声をかける。

「どうしました？」

「あそこ！　あそこで車が事故ってるんです！」

　前を確認しようとして寝猫は上体を斜め左横に傾けた。顔の前には運転手用のヘッドレストがあるので視し認にん性せいがよくないのだ。その瞬間に、助手席側のドアが開いて一也が飛び出した。助手席に座っていた彼には前方の状況がいち早く把は握あくできていた。

　小さく舌打ちして寝猫もドアロックを外し、ドアを開けた。

「二人はここに」

　車外から寝猫が呼びかけると、弥茂祢が真剣な顔で応えてきた。

「はい、夜見坂様」

「猫お姉様、気をつけて」

　問題ないよ、と手を振り、寝猫は先を走る一也の背中を追いかけた。

　少し先のカーブで、たしかに事故は起きていた。下から登ってきたタクシーからは左カーブに、上から下りてきたその車には右カーブになるところだが、道路の外側に小さな空き地があった。車が二、三台ほど駐車できるか、といったその僅わずかな空き地に一台の車が突っ込んでいたのだ。

　おそらく七人、もしくは八人乗りのワゴン車が、空き地の外に立っている樹木の幹みきに正面から衝突して停まっていた。けっこうなスピードが出ていたようで、木の幹がめり込んでボンネットはひしゃげていた。フロントガラスにもドアの窓ガラスにも蜘く蛛もの巣状のひび割れが走り、ぱっと見では車内の様子がわからない。

「猫先輩、これ……」

　一也が車体横に――運転席側のドアから後部座席ドアにかけて――描かれた文字を指さした。そこには黒っぽい塗と料りようでこう描かれてあった。




「温泉旅館湯星閣」




　つまりこれは、寝猫たちを迎えに駅へ向かっていた湯星閣の送迎車が事故を起こしたということに外ほかならない。

（いや、単なる事故なのか、それとも事件なのかはわからないけどな。まずは）

「携帯が通じるか確認しろ。通じたら消防と警察」

　寝猫は一也にそう声をかけてから事故車に近づき、運転席側のドアに手を伸ばした。
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　寝ね猫ねこはドアの取っ手を摑つかんで引っ張った。幸い車体のフレームとドアに大きな歪ゆがみは生じていなかったようで、ドアはすんなり開いた。車の中を覗のぞき込むと、運転席に座っていた中年の男が、開いたエアバッグと座席の背もたれに挟まれてぐったりとしているのが見えた。

「おい、大丈夫か？」

　寝猫は男の体に手をかけ、少し揺すってみた。

「う……あ……」

　男が苦しそうに呻うめき声を漏らしたので、寝猫は安あん堵どの息を吐はく。骨折くらいはしているかもしれないが、何の反応もないより遙はるかにマシだ。

「どこか痛むか？」

「う……腕が……」

　相手から返事があった。ということは意識があるわけで、最悪の事態は免まぬがれそうだ。

（これなら動かしても平気か）

　そう判断した寝猫は、持っていた小こ刀がたなを取り出してエアバッグを切り裂き、シートベルトを外して、男の体を車外へ引っ張り出す。腕に痛みが走ったのか、男は顔を顰しかめ、低く呻いた。

　引っ張り出した男の体を地面に横たえたところへ一いち也やが戻ってきた。彼のすぐ後ろに紗さ綾や華かと弥み茂も祢ねがいて、二人の背後からはタクシーの運転手も顔を覗かせた。紗綾華と弥茂祢はそれ以上近づいてこなかったが、運転手は一也に続いて寝猫の下もとへ寄ってきた。

「携帯は通じたか？」

「いえ。通じなかったので、タクシー無む線せんで警察と消防に連絡してもらいました」

　と一也が応こたえると、そのあとを運転手が引き取った。

「二、三十分もあれば来ると思いますよ」

「そうか」

　地面にぐったりと横たわっている男を見下ろし、寝猫は厳しい表情で頷うなずいた。

「なら、大丈夫だな」

「湯とう星せい閣かくの従業員の方ですね。見覚えがあります」

　と運転手が言う。

　寝猫は男の傍かたわらに跪ひざまずくと、力強く声をかけた。

「聞いたな？　すぐに救急車が来る。もう少しの辛しん抱ぼうだ」

　男は苦しそうに顔を歪めて応えた。

「す……すみません……」

（額ひたいに脂あぶら汗あせが浮いている。腕を骨折しているかもしれない。ここで詳しい話を聞くのは厳しそうだな）

　寝猫は小刀で男の衣服の袖そでを切り裂いて様子を見る。右の二の腕の一部と手首の辺りが赤く腫はれていた。

（やっぱりか。この様子だと亀き裂れつ骨折くらいはしてそうだ）

　寝猫は一也に木の枝を切らせ、それを添え木にしてサラシで固定する。




　ちなみに、武士は斬り合いになったときのため、傷薬やサラシ、包帯はむろんのこと、針や糸も携たずさえている。針や糸は傷口を縫ぬうための物だ。

　刀かたなによる創そう傷しようは鋭すぎて、包帯で巻いたくらいでは塞ふさがらないことが多い。だから、その場で縫ほう合ごうする。一人しかいない場合、自分で自分の傷口を縫うことすらある。傷口の縫合は武士養成高で習得する基き礎そ的てきな技術だが、さすがに一也も自分で自分の傷口を縫った経験はない。




　寝猫は警察と救急車が来るまで、男に声をかけ、励はげまし続けた。そんな寝猫の様子を、少し離れたところから紗綾華が熱い眼まな差ざしで見守っている。

「猫お姉様、素敵。いきなり交通事故に遭そう遇ぐうしたというのに、冷静で落ち着いた対たい処しよは見事だわ」

「夜見坂様は警けい護ご寮りようの護ご衛えい剣けん士しでございますれば、あのような場面の対処も慣れたものでございましょう。それより、お嬢様」

「なぁに、弥茂祢」

「あ、いえ……なんでもございません」

「何よ。煮え切らないわね。弥茂祢らしくない」

「申し訳ございません。ですが……」

「だから。それが煮え切らないと。どうしたのよ？」

（ここでこんな事故が起きるなど……どういうことでございましょう）

　事故を起こした車に弥茂祢がちらっと視線を走らせると、それに気づいた紗綾華が訊きいてきた。

「この事故のことを気にしているの？」

「気にするなと言われても気になるでございますが」

「敵旅館の工こう作さくのせい……とか？」

「敵旅館て」

　弥茂祢は苦笑したが、すぐに笑みを消す。

「意外と頭が回るでございますね、お嬢様」

「意外とか言うな！」

　柳りゆう眉びを逆立ててツッコむ紗綾華をものともせず、弥茂祢は真面目な表情で頷いた。

「ええ、その可能性、なきにしもあらずでございます。となると、湯星閣さんのほうに何か手出しをしてくるやもしれないでございます。万一のことがあったら大変でございますので、お嬢様はお家に戻られたほうがよいのではございませんか？」

　少し考え込んだ紗綾華だが、すぐに顔を上げ、きっぱりと言い切った。

「大丈夫よ」

「……さようでございますか」

　と言う弥茂祢は、すでにあきらめ顔だ。

「こちらには猫お姉様がいるのよ？　敵の旅館が実力行使に出たとしても、なんの問題もないじゃない」

「……まぁ、そうでございますねぇ」

「わたしには弥茂祢だってついているし。あなたなら相手が機き関かん銃じゆうを持ち出してきてもなんとかしてくれるでしょ」

「あまり買い被かぶられても困るでございますが」

「こう、防ぼう弾だん傘がさを広げて敵の銃じゆう弾だんを防ぎつつ、メイド服を翻ひるがえして敵に突進……」

「いえ。わたくし、ロベルタさんではございませんので。あんな危険人物と一緒にしないでいただきたいでございます」

（どちらかというと、あなたのほうが危険な気がするんだけど）

「何か、お嬢様？」

「なんでもないわ」

　そのとき、遠くからサイレンの音が聞こえてきた。

「あ」

　それに気づいた二人が顔を振り向ける。

　道の下方から聞こえてくるサイレンの音は、次第に大きくなり、やがて赤い警けい告こく灯とうを回転させたパトカーと救急車が、カーブの先から姿を現した。
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　負傷した湯星閣の従業員を救急車が運び去ると、その場で警察による現場検証が始まった。

　寝猫たちも事情を訊かれたのだが、彼女が警護寮所属の護衛剣士であることを知ると、とたんに警官たちの態度が変わった。一也が明らかに武士養成高校の生徒であることが見て取れたので最初から応対は丁寧だったが、寝猫の身分照会をパトカー無線で行うと、警官たちは腫れ物に触るような腰の引けた態度になったのである。

「腐くさっても護衛剣士ですね」

　と一也が揶や揄ゆすると、寝猫は不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「っていうか、恐がりすぎだろ。いくら警察と警護寮が仲が悪いったってさ」

（そこは猫先輩の武ぶ勇ゆう伝でんのせいなんじゃ）

　と思った一也だが、口に出してはツッコめなかった。

　出しゆつ寮りよう停止中とはいえ、寝猫は警護寮の身分証も持っているし、宿泊先も事故の当事者である湯星閣だ。警察のコンピュータにだって寝猫の武勇伝は記録されているはずで、それを見た担当者がびびったということは充分に考えられる。

「訊きたいことが出ましたら、またあとで湯星閣さんまで訊きに行きますので、この場はこれでけっこうです」

　と警官は四人を解放してくれた。

　タクシーの運転手も警官の一人と顔見知りのようで、改めてあとで会社のほうへ訊きに行くということで事情聴取から解放された。

「じゃ、湯星閣さんまで送りますよ」

　運転手がそう言ってくれたので、寝猫たち四人は再びタクシーに乗り込むのだった。
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　現場の警官から湯星閣に連絡が入っていて――寝猫たちの言うことが本当かどうかを確認するという意味もあったはずだ――タクシーが湯星閣に到着すると、玄関から旅館の人間が姿を現した。

　一也がタクシー料金を払い――もちろん領りよう収しゆう証しようはしっかりともらった――四人はタクシーから降り立った。運転手は事故現場で停まっているあいだはメーターを倒していてくれたので、想定の料金を払うだけで済んだ。

　一也と弥茂祢で荷物をトランクから下ろそうとすると、仲居さんが三人、駆け寄ってきて手伝ってくれた。

　車寄せには立派な屋根がついていて、雨や雪の日でも客は濡ぬれることなく乗降できるようになっている。

　すぐに暗色のスーツの上に旅館の名前入りの半はん纏てんを羽織った四十絡みの男が歩み寄ってきて丁寧に腰を折った。

「夜よ見み坂さか寝猫様……でございますね」

「はい、わたしが夜見坂探たん偵てい事務所の夜見坂寝猫です」

「わたくし、湯星閣の代表取とり締しまり役やくを務めております一いち力りき長なが永えと申します。依頼に応えてくださり、わざわざこのような遠いところまでお出いでいただき感謝しております」

　一力長永は人当たりのよい笑顔で挨あい拶さつを寄よ越こした。

（なるほど。この人が依頼主か）

　寝猫はさりげなく相手に視線を向ける。

（身長は百七十くらい。やや小太りだが、それなりに鍛えてるな。武術の、というか、剣術の心得がありそうだ。そこそこデキる感じだな。駅で声をかけてきた一力剛也とも……少し似ているか）

「のみならず、わたくしどもの従業員を助けていただきました。まことにありがとうございます」

「いえ、たまたま事故現場に出くわしただけです。それに、救急車と警察を呼ぶくらい誰にでもできます。お気になさらずに」

「恐れ入ります」

　また丁寧に腰を折った長永は、上体を戻すと、寝猫の背後に居並んでいる一也たちのほうへ顔を向けた。

「そちらが事務所の方々でございますな」

　あまりに探偵事務所の助手らしくない、てんでばらばらな三人組にも不ふ審しんな顔を見せないのだから、さすがに客商売を長くやっているだけのことはある。

「はい。わたしの探偵事務所を手伝ってもらっている助手の愛あい市いち一也に、同じく助手の吉よし成なり紗綾華、メイドの紫ゆかり乃の弥茂祢の三名です。今日からお世話になります」

　そう応えて寝猫は頭を下げた。

（ね、猫お姉様がちゃんとしてる！）

　そんな紗綾華の内心の驚きを察したのか、弥茂祢が彼女の耳みみ許もとでそっと囁ささやいた。

「あまり夜見坂様を舐なめないほうがよろしゅうございますよ、お嬢様。大学生とはいえ、夜見坂様は社会人も同然なのでございますから。引き籠こもりのお嬢様とは訳が違うのでございます」

「悪かったわね、引き籠もりで」

「まぁ悪くはないでございますが、お嬢様付きのメイドとしては喜んでもいられません。とはいえ、悲しいばかりでもないでございますが。これが本当の悲ひ喜き交こも々ごもり……というところでございましょうか」

「無理やり上手いこと言おうとしてるんじゃないわよ！」

「遠えん路ろ遙はる々ばる、お疲れ様でございます」

　という長永の声で、紗綾華と弥茂祢も話を止やめ、彼に頭を下げた。

「今回はご依頼ありがとうございます。夜見坂所長共とも々ども、お役に立てればと思っておりますので」

　と一也が挨拶をすると、彼は、いえいえ、と大げさに手を振ってみせた。

「もう充分に役に立ってくださいました。やはりと言いますか、さすがと言いますか、元警護寮護衛剣士という肩書きはダテではございませんなぁ」

　と長永は機嫌よさそうに笑うが、寝猫は情けなさそうな顔になる。

「あ～、いえ、『元』じゃないんですけど。武士免状が免停になったんで出寮こそしていませんが、いちおう今も現役の護衛剣士なんですけど」

「あ、そうでしたそうでした。これは失礼いたしました」

　軽く頭を下げた長永だが、すぐに頭を上げ、それはともかく、と言った。

「車に細工までして従業員を怪け我がさせたとなると、もう今までのように甘い顔をしてもいられません。夜見坂様には、ぜひ、この案件を解決していただきたいと切せつにお願いするものでございます」

　寝猫は彼の言葉に微かすかに眉まゆを顰ひそめた。

「ええ、もちろん、そのつもりで来ていますので」

「神社の奉ほう納のう仕合のほうも、一つよろしくお願いします」

「あ、ええ、それも、まぁ」

　寝猫が曖あい昧まいに頷くと、長永はまたも笑顔になって一同を建物へと誘いざなった。

「いつまでも玄関先で立ち話では申し訳ありません。どうぞ中にお入りください。荷物は仲居たちに運ばせますので」

「ありがとうございます」
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　車寄せのすぐ横手に玄関の扉がある。日本旅館に相応ふさわしい古めかしくて大きな扉だが、スライド式の自動ドアになっていた。その向こう、玄関の三た和た土きにも仲居さんが何人かいて、四人が入っていくと丁寧に頭を下げて出迎えてくれた。

「ようこそお出でくださいました」

「あ、お世話になりま～す」

　四人の先頭を歩く寝猫は軽く手を挙げ、挨拶を返す。

　履はき物を脱ぎ、スリッパを履き、ロビーに上がる。

　ロビーはそれほど広くはないが、赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、重じゆう厚こうなソファが置かれ、陳ちん列れつ棚だなには歴史を感じさせる食器やら花か瓶びんやら鎧よろいやら掛け軸やらが飾られ、ロビーの片隅には地元で捕れたと思われる熊や氈かも鹿しかの剝はく製せいが置かれていた。入って右手がフロントになっていて、正面には二階へ上がる階段がある。吹き抜けのロビーに天井はなく、太い梁はりが剝むき出しになっている。梁が黒光りしているのが、いかにも古い建物だと感じさせた。

「社長室にでもお通しできればいいのですが、生あい憎にくとそんな立派な部屋はございません。長旅でお疲れでしょうから、まずはお部屋のほうでおくつろぎください。一いつ服ぷくされた後、改めて詳しいお話をさせていただこうと思います。それでよろしゅうございますか？」

　と長永に言われ、寝猫はまた軽く頭を下げた。

「お気遣い感謝します。こちらはそれで問題ありません」

「では、こちらへどうぞ」
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　案内された部屋に足を踏み入れた寝猫たちは、その豪ごう華かさに驚きよう愕がくする。部屋が三つもあるというのにも驚いたが、そのうち一つは二十畳じようほどもあるではないか。あり得ない広さだった。部屋が広すぎて、仲居さんが運び入れてくれた大きな旅行用キャリーケースが小さく見えるほどだった。

　二十畳の部屋は内庭に面していて、部屋自体が角部屋なので二方向に大きな窓が取ってあり、すこぶる開放的な造りだった。内庭に生い茂る木々の枝葉は色づき始めており、部屋に居ながらにして紅葉が楽しめるという案あん配ばいだ。

　寝猫は情けなさそうな顔で部屋の中を見回した。

「そこの部屋だけで、うちの事務所より広くない？」

「卓たつ球きゆう台だいを置けば卓球ができますね」

　と紗綾華が応え、弥茂祢も感心の声を上げた。

「バスケットボールくらい、できるのではございませんか」

「いやいや、さすがにバスケは無理でしょ」

「っていうか、ここ、どう見ても特別室ですよね？」

　少し腰の引けた体勢で、一也が寝猫にそう囁いた。

「ん……そうだな。ふつうに泊まると高いんだろうな」

　もう一度、寝猫が部屋の中を見渡していると。

「どうぞどうぞ、おくつろぎください」

　二十畳の部屋の中央に立った一力長永が、にこにこと笑っている。

「……広すぎてくつろげないわ～。言ってて自分の貧乏性が恥ずかしいけど」

　寝猫がそう呟つぶやくと、一也がこくこくと頷いた。

　寝猫は長永に顔を向け、恐る恐る訊いてみる。

「ご主人、本当にここを使わせていただいていいんですか？」

「かまいませんとも」

「では、遠えん慮りよなく使わせていただきます」

　寝猫はまたもや大きく頭を下げた。

「んじゃ、市一、おまえは向こうの部屋な」

　寝猫はいちばん小さな部屋を指さした。

「あ、はい、わかりました」

　いちばん小さいと言っても六畳はあるのだから、一人で使う分には何も問題はない。

「言っておくが、着替えを覗いたり、寝てるときに侵入してきたりしたら殺すからな。考えられる限りのもっとも残ざん酷こくな方法で」

「やったぁ！」

　手を打って飛び跳ねている紗綾華に、一也が、びしっ、とツッコんだ。

「どうしてそんなに喜んでるの！」

　そんな一也のツッコミを紗綾華は、ふふん、と鼻でせせら笑った。

「あなたのような全身すけべぇの塊かたまりなら覗くに決まっています。百二十パーセント確定です。確定有ゆう罪ざいです」

「ぐぬぬぬ」

　一也が歯ぎしりして紗綾華を睨にらみつけると、彼女は寝猫の腕にすがりつく。

「有罪判はん決けつが出たも同然ですから、覗いたら、などと言わないで、今すぐ殺しておきませんか、猫お姉様？」

「人を覗きの常習者のように言うなっ！」

「覗くだけでは飽き足らず、襲って犯していると言うのっ!?」

「人を強ごう姦かん魔まのように言うなっっ！」

「猫お姉様助けてっ、わたし犯されてしまいますっっ！」

　紗綾華はワンピースの裾すそを翻して寝猫の背中に周り、腰に抱きついてきた。

「こら、紗綾華。どさくさに紛れてお尻に触らないように」

「さささ、触ってないですよ？」

「ははは、若い方は元気があってよろしいですなぁ」

　長永が愉快そうに笑ったので、一也も紗綾華もぴたりと動きを止める。

　寝猫は上体を捻ひねり、手を伸ばして紗綾華の額を右手で、がし、と摑んだ。

「あまり巫ふ山ざ戯けた真似をしないようにね？」

「ししし、しません、もうしませんあ痛たたたた許して猫お姉様っっ」

「ほんとにもう」

　寝猫はため息を吐ついて紗綾華の額を手放した。

　紗綾華は顔を顰しかめ、自分の手で自分の額を撫なでさすった。

「ところで夜見坂様」

　名を呼ばれ、寝猫は慌あわてて長永のほうに向き直った。

「なんでしょう、ご主人？」

「まずは、お茶と茶菓子を持ってこさせましょうか？　それとも、先に温泉に浸つかられますか？」

　紗綾華の目がカメラのフラッシュのように、ぴき――ん、と輝いた。

「えぇと、よいのですか？」

「はい。この時間なら、もう大浴場の用意はできておりますので」

　どうする？　という顔で寝猫が三人を見回すと、弥茂祢がしたり顔で応えてきた。

「はい、うちのお嬢様も大欲情の準備が調ととのってございますのでご安心ください」

「上手いこと言ってんじゃないっ！　っていうか、それのどこに安心できる要素があるのかなっ！」

「だ、大丈夫です、猫お姉様。何も。何もしませんから！　ね？　ちょっと入るだけ。本当ですよ？」

「う～～ん」

　寝猫が腕組みをして考え込む。

「本音を言えば、せっかくここまで来たんだから温泉に入りたいんだけど、何か不安なんだよな。何かっていうか、紗綾華が」

「だ、大丈夫ですってば。弥茂祢に盗とう撮さつさせたりしませんから」

　必死に取りすがる紗綾華を、寝猫はジト目で見やった。

「そんなふうに断るのが不安なんだけど？」

「ですから、弥茂祢にも一緒に入らせますから。そうすればカメラも何も持っていないことがわかります。ね？」

「弥茂祢さん……弥茂祢が一緒に？　余計に不安なんだけど」

「ご安心ください、所長。お嬢様が暴発暴走されたときは、この紫乃弥茂祢、命に替えましてもお止めいたす覚悟でございますれば」

（噓うそくせ～～）

　思いきり疑わしそうな顔で寝猫が弥茂祢を見つめていると、一力長永の笑い声が聞こえてきた。

「ははは、若い方はお盛んでよろしゅうございますなぁ。羨うらやましい限りです」

（いけない。このやり取りは人に聞かれてはいけないものだ）

　思わず首をすくめる寝猫である。

「猫お姉様、行きましょう？　温泉に入りましょう？　ね？　ね？」

　泣きそうな顔で自分の腕に取りすがる紗綾華を寝猫は振り払うことができなかった。

（ま、まぁ、これも依頼料六十万のうち……だと思えば我慢できなくもない……かな。それに、いくら紗綾華があたしにぞっこんだとしても、風呂場で襲いかかってくることもないだろ……って、ぞっこんとか自分で言うと恥ずかしすぎる。畳たたみ返がえしで床下に潜もぐりたくなるわ）

「あぁ、えぇと、では、お風呂を使わせていただきます」

　と寝猫があきらめ顔で長永に答えると、紗綾華は頰を赤く染め、目を輝かせ、その場で跳び上がった。

「やったぁぁ、猫お姉様と温泉！」

（そうまで喜ばれると、なんだかこそばゆいなぁ）

　紗綾華は一也に顔を向け、腰に手を当て大きく胸を張って言った。

「猫お姉様と！　温泉！　裸で！　お互い真まっ裸ぱで。どう？　羨ましい？」

　一也は血の涙を流しながら首を横に振る。

「う……う……羨ましくなんかぁぁないよぉぉっ！」

「あ、そう。だったら糞虫先輩は一人寂しく男湯に浸かっていればいいわ」

「くぅぅぅぅ」

　長永は笑顔のまま説明を始めた。

「大浴場は、ロビー脇の廊下を右手に行ったところにございます。浴衣ゆかたとバスタオルは部屋にある物をお持ちください。シャンプーや石せつ鹼けんはお風呂に用意してあります。ドライヤーも脱だつ衣い場じようにあります。あ、お風呂は男女別になっていますので、そちらの男性は男湯のほうへお願いします」

「い……言われるまでもありませんけど？」

　一也は歯を食いしばってそう応えた。

「お風呂から上がって一服されたら、わたくしをお呼びください。わたくしのほうから今回の依頼についての詳細をお話しいたします」

「わかりました」

「では、後ほど」

「ありがとうございます」
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　そして大浴場（女湯）である。

　脱衣所に客はおらず――むしろいてくれたほうが寝猫としては安心だったが――貸し切り状態だ。脱衣籠かごが一つ使われていたから、一人だけ客がいるようだ。ここは日帰り入浴も受けつけているそうなので、宿泊客ではなく、入浴だけの客かもしれない。

　脱衣場で服を脱ぐ段階から、紗綾華は浮かれまくっていた。むしろ入れ込んでいた。目を輝かせ、涎よだれを垂らさんばかりの顔で寝猫に視線を据えている。

「ちょっと弥茂祢さん、なんとかしてよ。脱げないよ」

　と寝猫が抗こう議ぎの声を上げると。

「お嬢様！」

　弥茂祢は背後から紗綾華の頭とう頂ちように手刀を叩たたき込んだ。

「痛つうっ……って、はっ？」

「所長の脱衣を鑑かん賞しようなさりたい気持ちもわからないではないでございますが、もう少し時と場合を弁わきまえたほうがよろしいのではございませんか？」

「そ……そうね」

「所長の脱衣をご覧になる機会は、この先にも嫌と言うほどあるのでございますから」

　寝猫は右手を挙げ、びしぃっ、と弥茂祢を指さした。

「あって堪たまるか！」

「ないそうです、お嬢様」

「だったら、いま見るしかないじゃない！」

「さようでございますね。二度とこのような機会がないのであれば、いま鑑賞するしかございませんね。じっくりと。心ゆくまで。思う存分」

　寝猫はダラダラと冷や汗を流しながら、苦く渋じゆうの面持ちで言った。

「いや……ある……と思うから……脱ぐあいだだけでも向こう見ててくれない？　さすがにそこまでガン見されると脱ぎ難にくい……んだけど」

「ようございました、お嬢様。夜見坂所長、これからも幾度となく何度となく繰り返しお嬢様の前で服を脱いでくださるそうでございます」

「嬉うれしい！　わたし、これから何度でも何回でも繰り返し繰り返しいつでも猫お姉様の脱衣を見られるのね」

「言い方！」

　両腕を挙げた寝猫は、二人を同時に指さした。

「っていうか、いつでも見られて堪るか！」

「まぁ半分冗談はさておきまして」

「半分かよ！　全部冗談にしようよ～」

「ささ、お嬢様も所長に負けないように脱衣なさってくださいませ」

「ま、負けないわよ。脱ぐわ。脱いで脱いで脱ぎまくるわ。そしてわたしと猫お姉様は裸になって！　一緒に温泉に浸かるのよ！」

　寝猫はげんなりとした顔になり、脱衣籠を入れる棚に力なく右手を置いてうなだれた。

「もう。この主従はほんとにもう」

　紗綾華が服を脱ぎ出したので、寝猫も慌てて服に手をかけた。彼女が脱いでしまってからでは、またひたすら注目されてしまう。

（脱ぐなら一緒に脱がないと不味い）

　清せい楚そなワンピースを脱ぎつつ、ちらちらとこちらに向けてくる紗綾華の視線をできるだけ意識しないようにしながら、寝猫は素早くジーンズを下ろし、ジャケットとシャツを脱いだ。寝猫の黒い下着は、いわゆるスポーツブラとスポーツパンツで、色気もへったくれもない実用一点張りの代しろ物ものだが、紗綾華の下着は中学生にしては可愛らしく艶つやっぽい物で、寝猫は少し凹へこんだ。

（いや。これは剣術のためなんだから、しかたがない）

　と自分に言い聞かせながら、寝猫は下着に手をかける。

「むふ～、むふ～、むふ～」

　向こうから怪しくも荒い鼻息が聞こえるが無視。












　裸になるとタオルを持ち、寝猫は脱衣場を横切り、浴室へ通じるドアを開けた。

「ああ、猫お姉様、待ってぇ」

　下着を脱ぎ捨てた紗綾華が寝猫を追って浴室に突進するのを見て、脱衣の手を止めた弥茂祢は彼女の背中を睨んで声をかけた。

「お嬢様、お行ぎよう儀ぎの悪い」

　しかし紗綾華はまったく動じず、

「あとはお願いね、弥茂祢」

　と言い残すと、浴室へ通じるドアを開けて湯気の中へと姿を消してしまう。

「まったく、お嬢様ときたら」

　小さくため息を吐ついた弥茂祢は、紗綾華が脱ぎ散らかした服や下着類を丁寧に畳んで脱衣籠に入れた後、徐おもむろに脱衣を再開させた。

　弥茂祢は床に脱いだメイド服のスカートを持ち上げる。スカートとは思えないずっしりとした手応えだが、それもそのはず、彼女のスカート裏にはナイフや棒ぼう手しゆ裏り剣けんなどが仕込んであるのだ。

　弥茂祢は重いメイド服を畳んで脱衣籠に入れた。下着姿になった彼女の太ふと腿ももには幅広の革帯が巻かれており、そこにも小型のナイフや太い針のような暗あん器きが差してあった。

　下着を脱いだ弥茂祢は革帯を外すことなく湯ゆ船ぶねに向かったのだった。
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　浴室は奥に湯船があって、手前の壁側に洗い場。洗い場にはカランが並び、小さな鏡が壁に付いていてシャワーも用意されているという、よく見る浴場の造りである。湯船は十人ほどが余裕で浸かれるだろうという広さだった。お湯は無色透明ながら、独特の硫い黄おうの匂いが充満していて、いかにも温泉という雰囲気を醸かもし出している。

　湯煙が漂う浴室を見回しても、先に入った二人の姿は見当たらない。いるはずの先客の姿も見当たらない。

「お二人はもう露天風呂へ行かれましたか。早うございますね」

　弥茂祢はシャワーの一つを手にして栓せんを捻る。勢いよく噴き出したお湯を体に浴びせ全身を濡らし、タオルで軽く濡れた体を拭ふいてから、湯船の奥のドアを目指して浴室を横切っていった。

　ドアを開けて外に出たところが露天風呂だ。五、六人も浸かればそれでいっぱいだろうという露天風呂の湯船の手前に寝猫が立っている。そのすぐ背後に紗綾華が。しかし、どうも二人の様子がおかしい。寝猫は視線をある一点に据えて身み動じろぎもしないで立っているのだ。

　弥茂祢は彼女の視線の先を目で追う。そちらは石造りの湯船で、やはりそこに先客がいた。寝猫は、露天風呂に浸かっているその女子を見つめているのだが、彼女の視線と表情が思いの外ほか険しいことに弥茂祢は気づいた。

（おや？　お珍しいことでございますね。夜見坂様があのようなお顔を見せるとは。ということは）

　弥茂祢はもう一度、露天風呂に肩まで浸かっている先客のほうを見やった。

（もしかして、あの先客の方、夜見坂様のお知り合いでございましょうか。だとしても夜見坂様のあのお顔は……あまり友好的な雰囲気ではないでございますねぇ）
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　晴れ渡った空の西方が、いつの間にか茜あかね色に染まっていた。すでに太陽は西に連なる山の端にかかろうとしている。赤い夕日を受けながら裸で立ち尽くしていた寝猫だが、ようやく口を開いた。

「なんでおまえがここにいる、深み月づき？」

　気持ちよさそうにお湯に浸かっていた女子が薄目を開け、上目遣いに寝猫を見やった。

「あぁら。べつにここはあなたの家のお風呂じゃあないでしょ。温泉旅館のお風呂なのだもの、入るのにあなたに断る必要など、ないと思いますけれど？」

「そういうことを訊いてるんじゃない。どうしておまえが、この温泉地の、よりによってあたしがいる旅館の、しかもあたしの先回りをして風呂に入っているのか、ってことを訊いているんだけど？」

「あなたの先回り？　ずいぶんと自じ意い識しき過か剰じような言い草ね」

「へえぇ？　偶然だと言い張るわけ？」

「いいえ。あなたを待っていたに決まっているでしょ。それはもう、熱ねつ烈れつにね。だからわざわざこうしてお風呂で待っていたの。わかる？　わたくしとあなた、裸になって腹を割って腹を割さいて割かつ腹ぷくして、忌き憚たんなく危険なくお話をしましょうよ、ということね」

「いやいや、切腹する気は毛頭ないけどね」

　深月と呼ばれた赤毛の女子は、寝猫に視線を留めたまま、くすりと笑った。

　彼女と寝猫のあいだには不穏な空気が漂っていて、横から口を挟むのが躊躇ためらわれる。紗綾華は弥茂祢のいる場所までじりっと後あと退ずさると、彼女の手を握り、顔を見上げ、囁くように訊いた。

「……誰？」

「はて。夜見坂様のプロフィールは念入りに調べてございますが。警護寮のホストコンピュータのセキュリティ、それほど堅けん固こではございませんでしたし。ですが、あのようなお方のデータは入っておりませんでしたね」

　寝猫の首が、ぐりんっ、と回った。

「おいぃ。いま何かものすっごく危ない会話が聞こえたんだけど！」

　すると、お湯の中の女子が右手を挙げ、真っ直ぐ弥茂祢のほうへ伸ばした。

「わたくしも伺うかがいたいわね。あの方は誰？　そうとうにデキそうな感じですけれど？　まさか、あなたの新しい彼女？」

　弥茂祢が、ぽっと頰を染める。

「まぁぁ。わたくしが夜見坂所長の彼女だなんて。とても光栄でございます」

「おいいぃぃ。顔を赤くして視線を逸そらしてるんじゃないよ！」

「え？　どっどういうこと？　まさか、あなたこそ」

　柳眉を逆立てた紗綾華が、びしっと深月を指さした。

「猫お姉様の元もと彼か女のとか言わないでしょうね!?」

「あらあら？　どうしてわかってしまったのかしら」

　と言う割には深月は澄まし顔のままだ。

「う……そ。猫お姉様に彼女がいただなんて……」

　俯うつむいた紗綾華は、体側につけた両の拳をきつく握ったまま、全身をブルブルと小刻みに震わせている。

「おいこら、深月！　そういうデタラメを言うんじゃない！　紗綾華がショックを受けてるだろ！」

「だったら……」

　紗綾華が顔を上げた。何故か、その瞳が希望に輝いている。

「猫お姉様の隣はいま空席！」

　カクッ、と寝猫の右肩が落ちた。

「わたしが猫お姉様の彼女にしてもらうことだって可能じゃない？　恋人同士になることだって可能じゃない？」

「そっちか！　あくまでそっちの方向へ行くのか！」

　寝猫は眉を吊り上げてツッコんだが。

「所長は百ゆ合り属性だったようでございますよ？　よかったでございますね、お嬢様」

「うん……よかった……」

　両手を胸の前で組んだ紗綾華は、うっとり蕩とろけるような表情で寝猫を見つめている。

「よくないよ！　あたし、百合とかじゃないよ！　全然ないよ！」

「猫お姉様と想い想われの恋人同士になれるなんて……夢のよう」

「夢だよ。というより、紗綾華の幻げん覚かくだよ」

　くるりと体を回した寝猫は、深月に向き直る。

「どうしてくれるんだよ!?　なんかもうぐちゃぐちゃになっちゃったじゃないか」

　寝猫の抗議にも、深月はあくまで澄ました顔を崩さない。

「あんな可愛い娘こを玩具おもちやにしているだなんて、あなた、やっぱり侮あなどれないわね」

「おまえも、そういう言い方は止めろってば」

「じつは」

　と弥茂祢が身を乗り出してきた。

「わたくしも、お嬢様共々、夜見坂所長の性せい奴ど隷れいなのでございます。二人して夜な夜な所長の慰なぐさみ者に……」

「ちょおぉ？　なんてこと言ってるの、弥茂祢さん！」

「うわぁお」

　深月は頭を仰のけ反ぞらせた。

「それは引きますわ。引きますわよ、寝猫」

「こら、弥茂祢。デタラメを言うんじゃないわよ」

　ぴょんと跳んだ紗綾華が、弥茂祢の額に手刀を打ち込んだ。

「あなたが猫お姉様の慰み者になるなんて、許しません」

「よく言った、紗綾華！」

「わたしが猫お姉様の慰み者になるのは大歓迎ですけど」

「なんてこと言うんだ、紗綾華！」

「むしろ性の奴隷、どんと来い」

「恐いこと言うな、紗綾華！」

「もしもあなたが猫お姉様から手を出されるようなことがあれば、まずはわたしに譲ゆずりなさい、弥茂祢」

「絶対に出さないから！」

　深月は愉ゆ快かいそうに笑った。

「ふふふ。本当にグダグダになってきたわね」

「全部おまえのせいだけどね！」

「そうだったかしら」

　そう言って深月はお湯の中で立ち上がった。上気した彼女の肌を、玉となってお湯が滑り落ちていく。濡れた長い赤毛を背中に垂らした深月の両胸は大きく隆りゆう起きしていて、腰はぎゅっとくびれている。腕にも足にもお腹にも贅ぜい肉にくは見当たらず、裸を見ただけでそうとうに鍛えているのがわかった。

「いつまでもここで裸はだか漫まん才ざいをしていては、わたくし逆の上ぼせてしまいますし、あなた方が風邪を引いてしまう虞おそれもありますから、そろそろ本題に入りましょうか？」

「お願いします。入ってください」

　思わず頭を下げてしまう寝猫だった。

「地元の神社で神しん前ぜん奉納仕合があるのは聞いている？」

「あ？　ああ、聞いているけど」

「その奉納仕合の勝ち負けに、望ぼう星せい閣かくと湯星閣が土地の権利書を賭かけているのよ」

「なっ？」

「で、わたくしが望星閣側の代理人……と、ここまで言えばもうおわかりでしょ」

「……つまり、おまえがあたしと奉納仕合で対戦すると？」

「そうよ。そのために、こんな田舎の温泉にまで出向いてきたのだもの」

　深月は、ふふ、とほくそ笑んだ。

「今回こそ、預けたままの勝負に決着をつけるとき」

　全裸で仁に王おう立だちになっている深月は、右手を腰に当て胸を張り、左手を真っ直ぐ水平に伸ばし、びし、と寝猫を指さした。

「あなたの宿命のライバル、この竜りん胆どう寺じ深月との対決、逃げるんじゃないわよ、寝猫」

「いや……逃げないけども。権利書を賭けるって、どういうこと？」

　深月は怪け訝げんそうな顔になって左手を下ろした。

「ここの主人から、まだ話を聞いていないの？」

「風呂から出たら聞くことになってるんだけどさ」

「あら、そうだったの。まぁ話を聞けばわかるわよ。もっとも、全部わかるかどうかはわかりませんけどね」

　と深月は、したり顔で意味深なことを言う。

「どうしても詳しいことが知りたいのなら、明日にでもわたくしを訪ねてきなさいな。わたくしは望星閣に逗とう留りゆうしていますから。美お味いしい紅茶と美味しいケーキで手を打とうではないの。望星閣のレストランのケーキ、意外と美味しそうなのよ」

　腕組みした寝猫は、むぅ、と唸うなって首を捻った。

「おまえにお茶とケーキを奢おごるとか、腹立たしいな」

「あら。嫌なら別にいいのよ。無理にとは言わないもの」

　そう言うと、深月は湯船の縁を跨またいでお湯から出て、内風呂へ通じるドアに向かって歩いていった。

　寝猫の横を通るとき、彼女は一瞬だけ足を止め、囁くように言った。

「それより。仕合が楽しみね、寝猫」

「べつにあたしは……」

　寝猫が応えるのを待たずに再び歩き出した深月は、内風呂に通じる扉を開け、その中に姿を消した。その後ろ姿に険けわしい視線を向けていた寝猫だが。

　やがて表情を緩め、紗綾華と弥茂祢のほうに顔を向けた。

「ごめんごめん、すっかり体が冷えちゃったね。マジで風邪引くよ。とりあえず温泉に浸かって温まろうか」

　互いに顔を見合わせる紗綾華と弥茂祢だったが、二人の返事を待つことなく、寝猫は歩を進め、湯船に足を入れ、体をお湯に沈めた。

「お嬢様、わたくしどもも」

「そ、そうね。本気で体が冷えちゃったものね」

　紗綾華と弥茂祢も湯船に入り、寝猫とは少し離れた場所に体を沈めた。

　深月とのやり取りがあったせいで、そこはかとなく微妙な雰囲気が漂ってしまったが、おかげで湯船の中で紗綾華がまとわりついてくることはなかった。

（そこに関しては、災わざわい転じて福となすだけど。しかしなぁ）

　寝猫は赤く染まった空を見上げてため息を吐つく。

（まさか、あいつが出てくるとはね。しかし。それにしてもこの配役……何か焦きな臭いな。というか胡う散さん臭いな。あの自動車事故もおかしいし、ここの主人、一力長永も何か隠しているみたいだし。どうも裏がありそうだな。裏だけじゃなく、下手すると裏の裏まであるぞ、これは。深月に奢るのは不愉快だし、奢ったら奢ったで、恩着せがましく話をしてくるだろうし。いっそ長永のほうを問い詰めてみるか）

　露天風呂に浸かりながら、寝猫はぼんやりとそんなことを考えていた。
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　風呂から上がった寝ね猫ねこは、部屋で一いつ服ぷくした後、宿の主人、一いち力りき長なが永えのところへ依頼についての詳しい話を聞きにいった。一いち也やや紗さ綾や華かは一緒に行こうとしたのだが、寝猫は一人で行くからと言って、二人がついてくるのを許可しなかった。しかたなく、一也と紗綾華、それに弥み茂も祢ねは特別室でテレビを見たり本を読んだりして時間を潰つぶしていた。




　そうして三十分ほど経たった頃に、寝猫が部屋に戻ってきた。
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　檜ひのきの一枚板で拵こしらえた長ちよう卓たくの前に敷しいた座布団に横座りで座ってお茶を飲んでいた紗綾華と、彼女の後ろに控えていた弥茂祢、テレビの前に陣取ってニュース番組を見ていた一也の三人が一斉に寝猫のほうへ顔を向けた。

　紗綾華も一也も宿の浴衣ゆかたを着て寛くつろいでいるが、一人、弥茂祢だけはいつものメイド服なのはさすがである。一方、寝猫は主人に会って話を聞くということで、浴衣ではなく私服でもなく、袴はかまと道着という武士らしい出いで立たちだった。

「どうでしたか、猫お姉様」

「どうでしたか、猫先輩？」

　自分と一也の声がユニゾンしてしまい、紗綾華が嫌そうに顔を顰しかめた。

「どうもこうも」

　ずかずかと畳の上を歩いてきた寝猫は紗綾華の対面の座布団に勢いよく腰を落とす。

（ああ。猫お姉様、どうせならわたしの隣へ）

　紗綾華は残念そうな顔になっているが、一也は少し不思議そうな顔だった。

（猫先輩の歩き方が荒い。いつもはこんな乱暴な歩き方しないのに。何かに腹を立てている？）

　天てん心しん無む明みよう流りゆうの弟おとうと弟で子しなだけに、寝猫の歩き方から彼女がかなり腹を立てているのを察知した一也は、急いで長卓の前へ移動してきて座布団に座った。

　豪ごう快かいに胡座あぐらを掻かいた寝猫は、腕組みすると三人の顔を見回した。

「いろいろとわかったよ。っていうか、問い詰めて吐はかせた」

「……はい？」

「え？」

　紗綾華は首を傾かしげ一也は眉を顰ひそめるが、紗綾華の背後にいる弥茂祢だけは、いつもの澄すまし顔だ。

「で、ちょっと聞きたいんだけど」

　と言って長卓に手を載せた寝猫が紗綾華のほうに身を乗り出すと。

　紗綾華の目が、きらんっ、と光った。

（むしろ隣でなくてラッキー！）

　すかさず紗綾華も上体を前方に傾け、寝猫の顔に勢いよく自分の顔を近づけた。目を瞑つむり加減で唇を突き出して。

（危ないっっ！）

　一也の顔色が青ざめる。

（あのまま紗綾華嬢が顔を進めたら、猫先輩とちゅ～を!?）

　しかし、一也の心配は杞き憂ゆうだった。

　目にも留まらぬ速さで寝猫の右手が紗綾華の額ひたいをがしっと摑つかんだ。

「なに唇を尖とがらせてぶつける勢いで顔を近づけてるの？」

「あ痛たたた」

　紗綾華は自分の額にアイアンクローを決めている寝猫の右腕をぱしぱしと叩たたいた。

「お姉様痛い痛い痛い頭が潰れる潰れる潰れますぅぅぅ！」

　寝猫が右の掌てのひらを広げて紗綾華の額を解放すると、彼女は大きく仰のけ反ぞり、自分の額を撫なでさすった。

「だ……脱衣所でも思ったんですが、猫お姉様、おっぱいが大きいだけでなく、握力も強いのですね。素敵」

「まぁそりゃ、いつも刀振ってるから自然と握力は鍛えられる……って、おっぱい関係ないよね!?」

「あ、ああ、そうで、すね」

「それより。紗綾華は今回の件には無関係なんだよね？」

「あの……なんのことですか？」

　と訊きき返す紗綾華の表情と態度から、寝猫は彼女がしらを切っているのではないことを悟さとった。

「なるほど。すると」

　寝猫が険けわしい目つきで顔を振り向けると、弥茂祢はさっと顔を逸そらせた。自ら「関係している」ことを白状するような態度だった。あまりにもわざとらしい素振りだから、もしかすると敢あえて白状しているのかもしれない。

「……あんたは関与していそうだね、弥茂祢さん」

「話せば長くなりますので」

　そっぽを向いたまま弥茂祢が応こたえた。

「お茶でも淹いれるのがよいでございましょうか、夜よ見み坂さか様？」

「ああ、そうしてくれるとありがたいね。こっちもじっくりと話を聞きたいしね」

「どういうことなの、弥茂祢？」

「お茶を淹れて参ります。お話は、そのあとということで、お嬢様」

　怪け訝げんそうに自分を見ている紗綾華に向かって丁寧に頭を下げてから、弥茂祢は静かに立ち上がった。

「あ、まさか！」

　紗綾華は何かに思い当たったようだ。

　けれど、一也は、

「え？　いったい何がどうしたんです、猫先輩？」

　などと、一人、要よう領りようを得ない顔で首を捻ひねっている。

「いや、あいつ……竜りん胆どう寺じ深み月づきの奴が絡んでいたから、どうもおかしいとは思っていたんだよ」

「ああ、竜胆寺さん。たしかに偶然にしてはデキ過ぎって感じですけど」

　と一也が言うと、紗綾華が眉まゆを吊り上げた。

　紗綾華はまだ竜胆寺深月に関して説明を受けていない。自分が知らない寝猫の過去の交友関係を一也が知っているのが気に入らなくて、自然と目つきが険しくなる。

（猫お姉様と糞くそ虫むし先輩は同門の姉きよう弟だい弟子なのですから、当然かもしれませんけど）

　そうは思っても、自分が知らない寝猫を一也が知っていると思うと、不ふ愉ゆ快かいな気分になるのを抑えられない紗綾華だった。

「そう、そのとおり。デキすぎだ。こんな都合のいい偶然があるわけない。だったら、これは仕組まれた案件だろ」

「え？　仕組まれた!?」

　一也は目を見開いた。

「いったい誰が仕組んだって言うんで……あ！」

　そこで一也も気づいたようだ。弥茂祢の態度の裏にあるものに。
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「さて、何からお話しすればよいものかと思し案あんに暮れてしまうでございますが」

　寝猫、一也、紗綾華にお茶を淹れ直した弥茂祢は、座布団に正座をすると――やはり背筋が真っ直ぐに伸びた美しい姿勢だった――顎あごに手をやり思案げに天井を見上げるが、そんな彼女の仕草に幻げん惑わくされることなく、寝猫は冷淡な声で促うながした。

「前置きはいいから。さっさと話すように」

「夜見坂様、最近冷とうございます」

　寝猫は、ずびし、と弥茂祢を指さしてツッコんだ。

「あたし、あんたに温かくした覚えはこれっぽっちもないんだけど！」

「それが冷たいと申し上げているのでございますが」

　そうぼやいた弥茂祢は、こほん、と一つ咳せき払ばらいをしてから、唐とう突とつに話し出した。

「事の発ほつ端たんは、当温泉旅館のご主人、一力長永殿から旦だん那な様へ、ご相談があったことでございます」

「旦那様って……千ち代よヶが岡おか賛さん樹じゆ郎ろうさんのことですよね？」

　と一也が尋ねると、寝猫はむすっとした顔で頷いた。

「言うまでもなく、またあの爺じいさんが何かやらかしてくれたんだよ」

　紗綾華は小さくため息を吐ついて、

「やっぱり」

　と呟つぶやいた。

「やらかした……えっと、まだ全体の構図が見えないんですけど」

　一也が怪訝そうな顔を弥茂祢に向けると、彼女は突つっ慳けん貪どんに応えてきた。

「では黙ってお聞きくださいませ、童どう貞てい男子高校生様」

「酷ひどい言われようだっ！」

　仰け反った一也に、紗綾華が追つい撃げきをかけてくる。

「まだ構図が見えないだなんて、頭の悪い童貞男子高校生ね」

「じゃあ、紗綾華嬢には見えているのかなっ!?」

「弥茂祢が知っているなら、べつにわたしが知る必要はありません。弥茂祢とわたしは一心同体。弥茂祢が知っていれば、わたしが知っているのも同然なのです」

　そんなことを言って紗綾華は強がった。

　すると寝猫は腰を浮かせ、ちょいちょいと一也を手招いてみせる。

「紗綾華は聞きたくないみたいだから、じゃあ場所を変えて、わたしと一也とで弥茂祢さんから話を聞こうか」

「噓うそです――っっ」

　絶叫した紗綾華は長卓の上に体を投げ出し、立ち上がりかけた寝猫の手を取った。

「知りたくて知りたくて、もう辛しん抱ぼう堪たまりません！　猫お姉様と一緒に弥茂祢の話を聞きたいです――っ！」

　寝猫は右手を伸ばし、紗綾華の頭の上にぽんと置いた。

「最初から素直にそう言えばいいの」

　紗綾華は少し恥ずかしそうに顔を赤らめ、上体を戻し、軽く頭を下げた。

「ごめんなさい。気をつけます」

「紗綾華はいい娘こだね」

　寝猫がニッコリと笑ってそう言うと、梅つ雨ゆの雲間から顔を覗のぞかせた太陽のように紗綾華の顔が輝いた。

（そうして素直にしてると可愛いのにな、紗綾華も）

　と思いつつ、寝猫は顔を弥茂祢のほうに向ける。

「ごめん、ちょっと話が中断しちゃった」

「いえ、かまわないでございますが」

「ここのご主人はあの爺さんにどんな相談事を持ち込んだわけ？　そこまではご主人も話してくれなくてね。あたしのこと……というか探偵事務所は賛樹郎氏に推薦されたと言ってたけど、それ以上は守秘義務がどうとかこうとか言って話してくれなくてさ」

　弥茂祢は軽く一礼して話を再開させた。

「望星閣のご主人、従い兄と弟この一力禄ろく也や殿、そして弟の剛ごう也や殿ご兄弟との確かく執しつについて、でございますね」

「一力禄也……ってのは専務の剛也の兄で社長だっけか」

「さようでございます。今はご兄弟で望星閣の経営に当たっているのでございますね。簡単に図にすると、こういう関係でございます」

　弥茂祢がメモを卓上に置くと、寝猫、一也、紗綾華がそれに目を落とした。
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「で、恭三と浩三のご兄弟のお父上が当地で温泉旅館を創そう業ぎようされた方なのですが、今回の件には無関係なので、それはおくでございます」

「確執ねぇ。長永氏と禄也氏、剛也氏の兄弟が仲が悪いのはタクシーの運転手も知ってたくらいだから、この辺りではふつうに知られている話なんだな」

　弥茂祢は、さようでございます、と頷いてから話を続ける。

「先代の恭三、浩三のご兄弟の代から仲が悪うございまして、その関係を今でも引きずっていると申しますか、引きずった上に殴る蹴るの暴行を加えていると申しますか」

　寝猫が真顔でツッコんだ。

「喩たとえがおかしい」

「さようでございますか？」

「まぁ、言いたいことはわからないでもないけど」

「早い話が、先代の頃に悪化した関係が、今や拗こじれに拗れ、捻ねじれに捻れてしまっているということでございますね」

「あなたは、つねに『早い話』を心がけるべきだ」

　弥茂祢は、ぱた、と片手をつき、上体を傾かしがせ、顔を背そむけ、よよよ、と泣き崩れた。

「最近の夜見坂様の冷たさは地球に氷ひよう河が期きが来たかの如ごとくでございます」

　そこで言葉を切った弥茂祢は、顔だけを寝猫に向け、潤うるんだ瞳ひとみで訴えかける。

「昔はあんなに情熱的でございましたのに」

「おい、こら！」

「むむむむ、昔っていつの話、弥茂祢!?」

「落ち着きなよ、紗綾華。いつもの捏ねつ造ぞうだから」

「あ、そそそそうです、ね」

　紗綾華は大きく深呼吸した。何度も何度も深呼吸した。

「お嬢様ったら、あわてんぼさんでございますね」

　弥茂祢が艶えん然ぜんと笑うと。

「あんたのせいだ、あんたの！」

「夜見坂様の言葉責めが素敵すぎて、わたくし、胸のドキドキが止まりません」

「弥茂祢ばっかり狡ずるい！　わたしも猫お姉様に責められたい！」

「いや、紗綾華、そこから離れて。頼むから。話が進まないから」

　紗綾華は不ふ承しよう不ぶ承しよう、わかりました、と頷いた。

「で。その従兄弟同士の確執が深まって、のっぴきならないところまで行っちゃって、それで今回、土地の権利書を賭かけて仕合をすることになったから、賛樹郎氏推すい薦せんで天心無明流の使い手であるあたしを呼んだんだって、ここのご主人はそう言ってたけど」

「ちょっと待ってください、猫先輩」

「なんだ、市いち一いち？」

「猫先輩、その辺のカラクリ、どうして気がついたんですか？」

「ん？　それはアレだよ、深月の奴がいたのがどう考えてもおかしいし、送迎車のあの事故だって怪しかったし」

「え？　怪しい……って？」

「あたしたちを迎えに来る車が事故って、都合がよすぎるだろ？　相手のホテルが細さい工くしようと思っても、車のブレーキなんかに細工はし難にくいだろうし。だいいち、まだ事故原因もわかっていないのに、ここの主人は相手の小細工だって言い切ったじゃないか。断じすぎだろ、それ。だから自作自演じゃないかって疑っていたんだ。問い詰めたら、案の定、白状した。運転手が骨こつ折せつまでしたのは想定外だって言い訳してたけど」

「な……なるほど。でも、じゃあ」

　一也は少し呆あきれた顔で弥茂祢のほうを見やった。

「弥茂祢さんは知っていたんですか。ずいぶんと上手くすっとぼけたものですね。完全に騙だまされちゃいましたよ」

「いえいえ、滅めつ相そうもございません」

　弥茂祢は眼前でふるふると右の掌を振ってみせた。

「わたくしは車が事故を起こすことなど何も知らないでございました。ですから、あのときは驚いたのでございます」

　本当かなぁ、という疑いの眼まな差ざしで一也と寝猫は弥茂祢を見つめる。

「いえいえ、本当でございますとも。お二人とも、わたくしのことを疑いすぎではございませんか？」

「いつも疑われるような言動ばかり繰り返しているからだ」

　とツッコんでおいて、寝猫は、で、と弥茂祢に迫る。

「ここの主人が従兄弟との確執をどうにかしようと考えたとして、どうして賛樹郎氏に相談したの？　賛樹郎氏絡がらみの話になると口が重くなるんだよね、ご主人」

　弥茂祢は小さく頷いて応えた。

「じつは旦那様は、当温泉に何度もいらした、いわば上得意なのでございます」

「なるほど、昔から顔見知りだったのか。大事な顧こ客きやくともなると、あまり話したくないのもわかるけど。でも、賛樹郎氏ほどの大おお立だて者ものなら、もっといい温泉地の超一流旅館に泊まれるんじゃないの？」

「お忍びでの滞在でございますので、このくらいの鄙ひなびた温泉地のほうがよろしいのでございます」

「なるほどね。そういうものかね。金持ちの考えることはよくわかんないな」

　と呟いた寝猫は、で、と改めて弥茂祢に向き直る。

「ご主人が賛樹郎氏を昔から知っていたから今回の諍いさかいに関して氏に相談したとして、そこにあたしがどう絡んでくるわけ？」

「少し前に旦那様がたまたま当旅館に逗とう留りゆうされたとき、ご主人から相談を受けたと申しますか、泣きつかれたと申しますか。それで旦那様も『仕方ない、儂わしが一肌脱ぐか』と仰おつしやられまして。まぁ、温泉に浸かっておりましたので、一肌脱ぐどころか、全部脱いですっぽんぽんでぶ～らぶらだったはずでございますが。タマタマだけに」

　寝猫が、びし！　と弥茂祢にツッコんだ。

「よけいな修しゆう飾しよく文ぶんを入れないように」

「えっと？」

　怪訝そうな表情で紗綾華が弥茂祢と寝猫の顔を交互に見やると。

「お嬢様、いまのは、たまたま逗留されたのたまたまと、裸になった男性のタマタマがぶらぶらしている、というのを掛けた優雅な洒落しやれなのでございます」

「ああ！　なるほど！」

「優雅じゃないよね!?　どう聞いても下品な下ネタだよね!?」

「これは失礼いたしました」

　弥茂祢は澄ました顔で頭を下げてから、何事もなかったかのように話を再開させた。

「相談を受けた旦那様の頭にナイスなグッドアイディアが閃光の如く……といいますか、むしろゴッドアイディアが閃光の如く閃ひらめいた……のだそうでございます」

「なんだよ、ゴッドアイディアって。っていうか。よけいな修飾は止やめろと」

「いえいえ、これは旦那様が仰っていた言葉をそのままお伝えしているだけでございますので、責めるなら旦那様をお責めください」

　寝猫は、くっ、と頭を引いた。

「ああ言えばこう言うメイドだな」

「口八丁手八丁をモットーにしておりますので」

　寝猫はジト目になって弥茂祢を見る。

「あんたの場合、口十丁くらいあるんじゃないの」

「お褒めに与あずかり恐縮でございます」

「褒めてないっつ～の！　いや」

　寝猫は深呼吸して気分を落ち着けてから、弥茂祢を促した。

「落ち着け、あたし。そして先へ進もう、先へ」

　軽く会え釈しやくして、弥茂祢は再び口を開く。

「旦那様の脳裏に天てん啓けいの如く閃いた考えとは。それは」

　紗綾華と一也が真剣な顔で、寝猫はげんなりとした顔で、弥茂祢の口くち許もとに視線を据え、彼女の言葉を待った。

「この諍いさかいを納めるのに天てん川かわ神社の奉納仕合を利用したらいいんじゃない？　奉納仕合にかこつけてあの美人護衛剣士を呼び寄せれば、また天心無明流の業わざを見られるんじゃない？　そうだ、それがいい」

「びびび美人って」

　照れ照れと頭を掻く寝猫の腕を、横から一也が突っついた。

「猫先輩」

「あ」

　えほん、ごほん、とわざとらしい咳払いをした寝猫は、顔を赤らめたまま、無理やり顰めっ面つらを作って弥茂祢に向けた。

（猫お姉様、可愛い！）

　紗綾華に大受けだった。

「ご主人はあたしのことを賛樹郎氏から推薦されたって言ってたけど、逆だったのか。最初からすべてを賛樹郎氏が仕組んでいたんだな。あれ？　でも？」

　今度は寝猫が首を捻る番だ。

「あたしがここの依頼を受けたのは、数多くの依頼の中からあたしが自分で選んだ結果だぞ？　あたしが選ばなかったら、どうする気だったんだ、賛樹郎氏は？」

「そこに関しては抜かりがございません」

「は？　どういうこと？」

「働きたくないでござるなどと仰る怠け者の夜見坂様が、三食昼寝付きで旅館に逗留、しかも温泉に入り放題という美お味いしい依頼を選ばないことがあるでございましょうか？　いいえ、ございません。旦那様は、必ずや夜見坂様がこの依頼を受けられることを確信していたのでございます」

「…………」

　あまりに見事に見切られ読み切られ、ぐうの音も出ない寝猫だった。

「夜見坂様は私立探たん偵ていでございますから、揉もめ事があったほうがいい。ということで、湯星閣と望星閣の諍いを少しばかり大げさに言い立てまして。あとは両者が土地の権利書を賭けて奉納仕合をするというお膳ぜん立だてをすれば、依頼を受けられた夜見坂様は否いや応おうなく仕合に出ざるを得ないと、そういう筋立てでございますね。望星閣さんのほうには損のない話でございますので、すぐに乗ってまいったそうでございます。といいますか、旦那様は望星閣さんが融ゆう資しを受けている銀行の大株主でございますので、断れないのでございますが」

　そこでいったん言葉を切った弥茂祢は、三人を見回してから、ですが、と言葉を継つぐのだった。

「先ほども申しましたように、送迎車の事故に関しましては何も聞いておりませんでしたので、少しばかり驚きましたでございます。では、自分たちで車に細工したのでございますね」

「いかにも相手が嫌がらせをしてきたというふうに見せるためにブレーキオイルに細工したって言ってたな。当初の予定だと、コースアウトして軽く木に衝突する程度だったらしいけど、想定外にまったくブレーキが利かなくなって、運転手が怪け我がをしてしまったんだって。まったく、何やってんだか」

　寝猫は呆れ顔になって、がしがしと髪を掻く。

　一方、紗綾華は感心した顔でそんな寝猫を見やった。

（お父様ったら、なんて素敵なことを。おかげで今回、わたしは猫お姉様と一緒に温泉に入れたわ。全裸で。真まっ裸ぱで。何から何まで丸見えのすっぽんぽんで。猫お姉様の裸、素敵だったわ。写真に撮って引き伸ばしてポスターにしてお部屋に飾りたかったな」

「飾られて堪るか！」

　寝猫が、すぱん、と紗綾華の頭を叩はたいた。

「あうち！」

「お嬢様、後半、心の声がダダ漏れでございましたよ」

「しまった！」

　紗綾華は慌あわてて自分の手で口を塞ふさいだが。

「今さら！」

　たしかに今さらだった。

「けど、今の心の声で、写真に撮られていなかったことだけは確かめられたから、そこは一安心だな」

　そう言って寝猫は、ちろっと弥茂祢に視線を走らせた。

「濡ぬれ衣ぎぬでございます、夜見坂様。あそこではわたくしもすっぽんぽんの全裸で素っ裸だったのでございますから、隠し撮りなど不可能でございます」

「あんたなら左目がカメラになってるとか言い出しかねないからな」

「わたくし、サイボーグでもセク○ロイドでもごさいません」

「その単語は危ないから止めよう」

　と言って、寝猫は大きくため息を吐ついた。

「それにしても千代ヶ岡賛樹郎、さすがに政財界の大立者だっただけのことはあるな。悪知恵が働くったらない」

「悪知恵においては旦那様の右に出る者はおられません。今回のこれも、最低、最悪の悪知恵でございますね」

「一枚嚙かんでるあんたが他ひ人と事ごとのように言うな！」

「嚙んでいるわけではございません。予め話を聞かされていただけで、わたくし自身は嚙んでも舐なめてもしゃぶってもいないのでございます」

「白々しい言い訳を！」

　キツイ目で弥茂祢を睨にらんだまま寝猫は訊いた。

「竜りん胆どう寺じ深月の奴がしゃしゃり出てきたのも、賛樹郎の爺さんが呼んだからなのか？」

「いいえ、それは」

　弥茂祢は首を横に振った。

「聞き及んではおりません。あのお方の名は、わたくしも初耳でございました」

「ああ……そういえば、警護寮のホストコンピュータに侵入したけど、名前を見たことないとか言っていたな」

「さようでございます。警護寮のホストコンピュータ、セキュリティレベルをもう少し上げておいたほうがよいのではございませんか？」

「……それとなく課長に進言しておくよ」

「話を戻すでございますが。いちおう相手方、望星閣さんのほうには夜見坂様のことをお伝えし、超一流の剣けん客かくだから、そちらもそれなりの腕前の剣術家を用意するように、と伝えたようではございますが」

「賛樹郎氏が呼んだわけじゃないのか。ってことは……この話をどこかから聞きつけた竜胆寺が自らを売り込んできたのか？」

「あり得ますね。あの人、猫先輩との勝負に異様に執しゆう着ちやくしていましたもんね」

　と一也が言うと、紗綾華がはっとして顔を上げた。

「ツンデレ!?　猫お姉様への愛情を素直に表せなくて、剣の勝負にかこつけてお姉様にまとわりついているのでは!?」

「お嬢様、それはツンデレというよりストーカーでございますね」

「「ないない、それはない」」

　寝猫と一也が揃そろって掌を左右に振り、二人の声が綺き麗れいにユニゾンした。

「あいつ、そんな可愛い玉じゃないって。中学の頃からあたしを目の仇かたきにしてたしな。たんに天心無明流にライバル心があるだけなんだろう」

　紗綾華が少し驚いた顔になった。

「中学の頃？　そんな昔からのお知り合いなんですか？」

「知り合いっていうか。仕合をしたことがあるんだよ。うちの流派は他流試合も禁止してないしね。以前はどうだかしらないけど、最近は割と他流派とも交流があったりするからさ。あいつの流派とは何度も他流試合をやったことがあってね。それで……今まで十回近く仕合ったかな」

「なるほど、それで宿しゆく命めいのライバルだと言っていたのですね」

　紗綾華が感心の顔で頷いた。

「ちなみに、猫お姉様とあの方との戦せん績せきは？　互角だったのですか？」

「いんや」

　寝猫はあっさりと首を横に振った。

「え？　違うんですか？」

「えっと、正確にはどうだっけ、市一？」

「たしか……」

　一也は宙を見上げ、何かを思い出しながら答えた。

「猫先輩の七勝一分けだったはずですけど」

「はい？」

　紗綾華だけでなく、弥茂祢までもが口あんぐりだ。

「え？　七勝一分け？　そ、それでどうして宿命のライバルなんですか？」

「いや、宿命のライバルってのは、あいつが勝手に言ってるだけだし。たしかに勝負はいつも僅きん差さではあったけど」

「宿命のライバルかどうかはさておきまして。夜見坂様を相手にして一度でも引き分けたというのは、それはそれでなかなかのことだと思うでございますよ、お嬢様」

「そ、そうね」

「でも、あの引き分け、猫先輩の木ぼつ剣けんが折れたから……だったじゃないですか」

「は？」

　紗綾華と弥茂祢が怪訝そうな顔で、一也と寝猫を交互に見やる。

「ああ、そうそう。あたしの木剣が折れちゃって、仕方なく制限時間いっぱいまで逃げ回ってたんだよね。仕合中に木剣の交換はできない決まりだったから」

「竜胆寺さん、それを自じ慢まんげに言い触らしてたんですよね。『あの夜見坂寝猫を、あと一歩まで追い込んだ挙げ句の引き分けだった』って」

　紗綾華と弥茂祢は互いに顔を見合わせ。

「小ちいさっ。人としての器き量りよう、小さっ！」

　紗綾華は驚きに顔を歪ゆがめて仰け反り、弥茂祢は腕組みして、うんうんと頷いた。

「厚こう顔がん無む恥ちという言葉がこれほど似合う方もいないでございますね」

「だからあいつがあたしにホの字とか、あり得ないの。まぁ、あいつがなかなかの腕で簡単に勝てる相手じゃないことはたしかだけどさ」

「よかった」

　紗綾華は胸を撫で下ろす。

「いや、あまりよくはないんだけど。あいつ、しつこいからな。いろいろと」

　寝猫は、はぁ、とため息を吐つく。

「では、夜見坂様としては如何いかがなされるおつもりですか？」

　ちら、と弥茂祢に非難がましい視線を走らせた寝猫は、

「あたしがやらなくても仕合は行われるんだろ」

　と訊いてみる。

「さようでございますね。土地の権利書を賭けて湯星閣さんと望星閣さんが奉納仕合で勝負をするという話がこれだけ広まってしまっては、双方ともあとには退ひけないでございます。まぁ、話を広めたのは旦那様なのでございますが」

「あんの糞くそ爺じじい！」

「ですので、夜見坂様が手を引かれると仰る場合、湯星閣様の不戦敗になってしまうでございます」

　寝猫はもう一度、深く長くため息を吐ついた。

「だったら、やるしかない。仕合して、深月に勝つしかない。あの爺さんの思惑に乗るのは悔しいけど」

「ようございました。湯星閣さんもお喜びになるでございましょう。旦那様も、でありますが」

「言っておくけど」

　と寝猫が、びし、と弥茂祢を指さした。

「録画とか、禁止だから」

「そんなご無む体たいな！」

「無体なのは、いつもあんただ！」

「ですが、それでは旦那様が、夜見坂様の華か麗れいな剣技を鑑かん賞しようできなくなってしまうではございませんか。なんのためにこんな大がかりなイベントを仕込んだのかというお話でございます」

　弥茂祢は寝猫から視線を逸らせ、ぼそぼそと呟くように言った。

「最悪の場合、ここの宿泊料を請求されてしまうかもしれないでございますね」

「う……」

　小さく呻うめいて頭を引いた寝猫は、ちなみに、と訊いてきた。

「この特別室、一泊幾らなの？」

　顔を戻した弥茂祢は、さて？　と首を捻る。

「詳しいことは存じ上げておりませんが、せいぜい一人一泊十万円程度なのではございませんか？」

　ぐふぅっっ。

　寝猫が血ち反へ吐どを吐はき、一也は蒼そう白はくな顔になって小さな悲鳴を上げた。

「わ……わかった。ここでの録画はナシとして、日を改めてあたしが爺さんの前で剣術の演えん武ぶをしてやるよ。それでどう？」

「ああ、それでしたら」

　弥茂祢がニッコリと微笑ほほえんだ。

「問題ございませんね。どころか、演武を披ひ露ろうするということで料金をふんだくれ……頂戴できるかもしれないでございます」

（相変わらず酷いな、このメイド。でも、料金もらえるなら、あたしにとって美味しい話だけど）

　そう思った寝猫は、

「本当にもらえる？」

　と訊いてしまった。

「少々、お待ちくださいませ」




　　　　　５




　弥茂祢は多機能型携帯電話マルチフオンをポーチから取り出し、賛樹郎の電話番号を入力した。

「あ、旦那様、弥茂祢でございます。お忙しいところ申し訳ございません。少しばかりご相談がございまして」

　マルフォを耳に当てたまま、弥茂祢は深々と上体を折った。まるで目の前に賛樹郎がいるかのような丁寧なお辞じ儀ぎである。体勢を戻した弥茂祢は手短に現状を説明し、寝猫が演武をしてもいいと言っていることを伝えた。

「はい……さようでございます……はい、それはもう……はい、なるほど……はい承知いたしました。では、その線で交渉させていただきます」

　見えない賛樹郎に向かってまたも丁寧に一礼すると、弥茂祢はマルフォを耳から離して振り返った。

「夜見坂様の演武料、三十万円で如何でございましょうか」

　寝猫が目を見開いた。

　一也も吃びつ驚くりだ。

　紗綾華だけが何か胡う散さん臭そうな顔つきである。

「マジで!?」

「マジマジでございます」

「乗った！」

　寝猫が右手を勢いよく挙げると。

「ただし、でございます」

　寝猫はびくっと体を震わせ、右手を下ろした。

「な、なんだよ？」

「演武は、旦那様指定の衣装でやっていただくというのが条件でございます」

「な!?　おい、まさか裸でやれとか言わないだろうな!?」

「まさか。旦那様、たしかにすけべぇで好色家で精せい力りよく絶ぜつ倫りんなエロ親父でございますが、そこまで露ろ骨こつなことは仰いません」

「相変わらず容よう赦しやないな。いやまぁ、ちょっと安心したけど」

　寝猫は意を決し、眦まなじりを吊り上げた。

「で……衣装はなんなの？」

「水着は如何でしょう？　ビキニでもスク水でも競泳水着でもよいそうでございます」

「み……水着……三十万円……水着……三十万円……」

「考え込まないでくださいよ、猫先輩～～」

　一也が情けなさそうな顔でツッコんだ。

　が。

（いや待てよ？　探偵事務所の助手として僕も演武に同席すれば、猫先輩の華麗にして美麗にして艶えん麗れいな水着演武が間近で見放題？　ビキニだと……揺れる！」

「おいい、市一！　おまえの心の声もダダ漏れなんだけど！」

　一也は慌てて口を押さえたが、すでにあとの祭りだった。

「童貞男子高校生糞虫先輩に猫お姉様の水着演武など見せるものですか！　というより、むしろお父様にも見せたくないわ」

　寝猫は顔を上げ、堂々と胸を張った。

「大丈夫だ紗綾華。水着で演武とか、場ば末すえのキャバレーじゃあるまいし、そんな安っぽいこと、あたしはしないから」

（あれぇ？　さっき真剣に悩んでいたのは誰？）

　一也も紗綾華も弥茂祢もそう思ったのだが、そこは敢えてスルーしてやった。優しい三人である。

　寝猫は顔を弥茂祢に向け、こう続けた。

「水着はナシ。ほかの衣装候補は？」

「「「受ける気はあるんですね！」」」

　今度は声に出してツッコんでしまう三人である。

「少々お待ちくださいませ」

　弥茂祢は再び携帯電話を耳に当て、ごにょごにょと会話を再開させ、そして。

「お待たせいたしました」

　携帯を耳から離すと、弥茂祢は寝猫に向き直る。

「ミニスカメイド服、ミニスカセーラー服、ミニスカナース服。夜見坂様のお好きな物をお選びいただいてけっこうだそうでございます」

　一也が、キミのお父上は正真正銘のエロ親父だね、という意を込めて紗綾華に視線を向けると、彼女は何も言わずに目を逸らした。あの紗綾華が何も言い返さないところを見ると、彼女も自分の父親については自覚があるのだろう。

（僕も猫先輩のコスプレ演武を見てみたいから、人のことは言えないんだけど）

　そして当の寝猫は。

「ぐぬぬぬぬ、そう来たか。いやまぁ、そう来るだろうとは予想していたけども」

　眉を寄せ、腕組みして、難しい顔で考え込んでいた。

（（（やっぱり悩むんですね！）））

　と思った三人だが、声に出してツッコむのは勘弁してやった。

「仕方ない。メイド服で手を打とう」

「「「打っちゃうんですね！」」」

　我慢できず声に出してしまう三人だった。

「その代わり、このあいだみたいな超ミニスカメイド服はナシだから」

　寝猫は自分の体の前で左右の腕を交差させ、×印を作ってみせた。

「膝上三十センチはナシでございますか？」

　と弥茂祢に訊かれ、寝猫は猛もう然ぜんと首を縦に振った。

「ないない、あれはない。あれで演武とか、絶対ないから」

「膝上二十五センチならば如何でございましょう？」

「あんま変わってないじゃん！　せいぜい十センチだよ」

　弥茂祢はマルフォを耳許に上げ、囁ささやくように一言、二言、相手と言葉を交わしてからそれを下ろした。

「十センチではミニスカとは言えないと旦那様は仰ってございます。依頼の件はなかったことにしてくれと。宿泊費を湯星閣さんから請求されても当方は一切関知しないからそのつもりで。なお、この携帯電話は自動的に消滅する……と仰っております」

「携帯が自動的に消滅して堪るか！　って、いやいや、そうじゃなくて。三十万が手に入らない上に宿泊費を請求されたら、合計四十万の損そん失しつじゃん、あたし」

（その計算はおかしい）

　と思った一也と紗綾華だが、敢えてスルーすることにした。

「えっと……そうだな……あのさ、十五センチ、十五センチくらいなら我慢しよう」

　手にしたマルフォを膝の上に置いたまま、弥茂祢はしれっと言った。

「膝上二十センチはないとミニスカではございません。と旦那様が仰っております」

「いやいや、今の、あんたの即断かつ独断だったよね!?」

「二十センチがミニスカの最低ライン。だそうでございます」

「くっそ～～、こいつめ。虎の威いを借る狐きつねとはあんたのことだ、弥茂祢さん！」

　弥茂祢はにっこりと微笑んだ。

「はい。わたくしは虎の威を借る卑いやしく浅ましい狐でございます。それが何か？」

「駄目だ。皮肉も嫌みもまるっきり響いていない」

「それより夜見坂様。二十センチでは如何でございますか？」

「じゅ……十六センチ。それなら妥だ協きようする余地がある」

「では、依頼のお話はなかったことに……」

「ま、待って。十七。十七センチでどうだ!?　それならもうほとんど二十だし。こちらも我が慢まんできるギリギリの範囲だし」

「さようでございますねぇ。この件に関して全権を委い任にんされた代理人といたしましては、もう一声ほしいところではございますが……では、十九センチで如何でございますか？　一センチくらいなら誤差の範囲でございますから、旦那様には二十センチだと言い張っておけばよいのでございます」

「ぬぬぬ……十八。十八センチ。もう限界だから。これで駄目なら、仕方がない、依頼は諦あきらめる」

（なんというセンチ単位の攻こう防ぼう。それにどんな意味があるのかは全然わからないけど）

　一也は二人の攻防に呆れ、感心する。

　一方、紗綾華は。

（お父様に猫お姉様のミニスカメイド服を鑑賞されてしまうのは悔しいですけど、まぁ十八センチならギリギリセーフでしょうか。三十センチとか四十センチとかのウルトラミニは、わたしの前だけで披露していただけば、猫お姉様のパンチラ見放題！」

　膝上四十センチのウルトラスーパーミニスカートのメイド衣装を着た寝猫を想像し、紗綾華は、ふへへへへ、と怪しい笑いを零こぼしながら涎よだれを拭ぬぐった。

「だから。心の声がダダ漏れだ、紗綾華！」

「はうあっ」

　またも紗綾華は慌てて掌で口許を覆ったが、今さらではあった。

「膝上四十センチのミニスカなんか穿はいて堪るか。っていうか、それもうスカートじゃないだろ！」

　寝猫は憤ふん然ぜんとした顔で紗綾華を睨みつける。

　一方、難しい顔で考え込んでいた弥茂祢は、やがて顔を上げ、真剣な面持ちで重々しく頷いた。

「よいでございましょう。十八センチのミニスカメイド服で夜見坂様は旦那様の依頼に応え、御ご前ぜんで剣技を披露される。依頼料は三十万円。ここの宿泊料は約束どおり無料であることを旦那様が保証する。それでよろしゅうございますね？」

　と呼びかけられ、はっとして寝猫は顔を戻した。

「あ……ああ、いいよ。それでいい」

「無事に交渉が成立してほっとしたでございます」

　と弥茂祢が右手を差し出すと。

「そうだな。厳しい交渉だった。一時は決けつ裂れつも覚悟したんだけども」

　寝猫も爽やかな笑みで右手を差し出し、二人は笑顔でがっちりと握手を交わした。

「どうしてＧ20サミットで難なん関かんの貿易交渉をまとめ上げた財務大臣みたいないい笑顔で握手してるんですかっ!?」

　思わずツッコんでしまう一也だった。

「そう言うな、市一。これで事務所も豊かになるじゃないか」

「いえまぁ、猫先輩がいいなら、僕はいいんですけど」

「しばらく働かなくても済むじゃないか」

「やっぱりそっちが本音ですか！」

　ともう一度ツッコむと、一也は、えほん、と咳払いをした。

「まぁ猫先輩が引き受けた以上、僕も事務所の助手として演武のお手伝いには必ず行きますから」

「「「見たいだけか！」」」

　寝猫、紗綾華、弥茂祢の三人から、すかさず厳しいツッコミが飛んだのは言うまでもなかった。

「こんの、すけべ童貞男子高校生屑くず虫むし先輩が！」

　と罵ののしる紗綾華に向かって、一也は強気に出た。

「じゃあ、君は来ないんだね!?」

「いいい、行くに決まっているでしょう！」

「だったら人のことをとやかく言うな」

　ふふん、と鼻で笑って紗綾華は胸を張る。

「わたしはいいのです。でも、あなたは駄目なのです」

「どんな理屈!?」

「わたしは理屈ですが、屑虫先輩は卑ひ屈くつです」

「意味がわからないんだけどっ！」

　紗綾華と一也が、ぎゃあぎゃあと醜みにくい言い争いをしている横で、寝猫は手で耳を塞ぎながら弥茂祢に小声で言った。

「あと、もう一つお願いがあるんだけど、弥茂祢さん。お願いというか、要よう請せい」

「なんでございますか？」

「奉納仕合が終わったら、賛樹郎氏のご威い光こうで関係者をどこかに集めてくれないかな」

「関係者……望星閣さんと湯星閣さんのことでございますか？」

「そう。それと賛樹郎氏にも顔を出してもらいたいんだけど。来てもらえれば、そこで演武をするし」

「それはかまわないでございますが。関係者を集めて何をされるおつもりなのでございますか？」

「いや、ちょっと腹に据えかねたんで、お説教をしてやろうと」

「ああ、よろしゅうございますね」

　弥茂祢はにっこりと微笑んだ。

「せいぜいお灸きゆうを据えてやってくださいまし。とくに旦那様に」
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　さてそれから四日後の土曜日――。

　奉納仕合の当日である。




　天てん川かわ神社の境けい内だいに設しつらえられた仕合場に寝猫と深月が立った。

　試合場の脇にテントが幾張りも張られ、神社の関係者やら町のお偉いさんやらが顔を揃えていた。凄すご腕うでのうら若き美女剣士二人が仕合をするという話を聞きつけ、他の市町村からもＶＩＰが集まっているらしく、テントの中は押すな押すなの大盛況だった。




　寝猫も深月も道どう着ぎに袴姿で足た袋びを履はき、腰にきつく巻いた帯に木剣を差すという凜り々りしい出で立ちだが、二人から受ける印象はまったく違う。

　寝猫は紺の道着に紺の袴という、どちらかというと地味目の印象だが、竜胆寺深月は純白の道着に緋ひ色いろの袴という、なんとも派手な配色だったからだ。むしろ、巫み女こ装束を連想させる。

「相変わらず派手だな、おまえ」

「そう？　ふつうだと思うけど」

「ぜんっぜんふつうじゃないよ」

　寝猫はげんなりとした顔になる。

「で。始める前に一つ訊いておきたいんだけど」

「何かしら？」

「おまえ、あたしがこの奉納仕合に出るって、どこで訊いた？」

「内緒[image: ]」

「ちっ」

「跪ひざまずいてわたくしの足に頰ほおずりしてくれたら教えてあげるわ[image: ]」

「するか！」

「なら、教えない」

「あっそ。ま、いいや、べつに」

　寝猫が頭を掻くと、深月は腰に差した木剣をするりと抜いて、その先端を寝猫に突きつけた。

「では、決着をつけましょうか、寝猫」

「いいけどね」

　寝猫は右手を左腰前方に回して木剣を軽く握っただけだ。抜くことはしない。

　対照的に深月は木剣を上段に振りかぶった。上段というより垂直に立てる感じだ。












「ずいぶんと大きな構えね。あれ、胴ががら空きじゃないの」

　と呟いて、紗綾華は左隣に座っている弥茂祢の顔を見やった。

「さようでございますね。あの構えでは、夜見坂様の抜刀術の恰かつ好こうの餌え食じき……と思えるでございますが」

　と紗綾華に応えた後、弥茂祢は自分の左隣――紗綾華の逆側――に座っている一也に顔を向けた。

「そうではないのでございますね？」

「ふつうならそうなんですけどね。でも、意外と厄やつ介かいなんですよ、あれ。たしかに戦績では猫先輩が大きくリードしていますけど、中身はわりと際どかったりするんです」

「さようでございますか。なかなか興味深いでございますね」

　対たい峙じする寝猫と深月に弥茂祢が視線を戻したので、釣られるように紗綾華も仕合場に顔を向けた。

　頭頂に木剣を垂直に立てたまま、じり、と深月が前に出る。

　それに合わせて、寝猫もすっと一歩、前に進んだ。

　どちらも摺すり足で、足の裏を地面から離すことはしない。

　じり、とまた深月が一歩。

　すっ、と寝猫も一歩。

　それを何度か繰り返し、互いの距離が少しずつ縮まっていく。

　あと一歩か二歩で互いの間合いに入ろうかという距離で二人は足を止める。

　重苦しいほどの緊張感が仕合場を包み、集まった観客は息苦しさを覚えるほどだ。

　二人の周囲の空気が波立ち、見ている者は肌がピリピリとした刺激を受けているような気になった。

（それにしても、あれは……）

　深月の構えが、あまりにも自然体であることに弥茂祢は違和感を覚えた。

　体のどこにも力が入っていないような自然体。

（なるほど、あの体勢ならば天心無明流総伝の夜見坂様でも筋肉の動きを察知できないかもしれないでございますね。ですが、木剣を振り下ろそうとすれば嫌でも力が入るでございましょう。であれば、動き出しを察知されて躱かわされてしまうでありましょうに。一也殿は何が「厄介」だと言ったのでありましょうか）

　今や三メートルほどの距離で睨み合う寝猫と深月を、興味津々といった面持ちで見つめる弥茂祢だった。
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「え？」

　弥茂祢は思わず目を瞬しばたたいた。

　いつの間にか深月の木剣が斜め六十度ほどの角度まで下ろされている。

（いつ動き出したのでございますか!?）

　深月の動き出しを、弥茂祢は察知できなかった。

　何度も対戦していた寝猫ですら反応が一呼吸遅れてしまったのだから、無理もない。それほど深月は自然体のままだった。

　最後の一歩を踏み出した直後に、木剣の先端が落ち始めたのだ。まるで立てておいた木の棒が何かの拍子で倒れていくかのような自然な動きだった。

　木剣を振ったのではなく、ただ落ちるに任せた。そう喩たとえるしかないような、それは静かな攻撃だった。腕の力はまったく使っていないから、筋肉の僅わずかな動きを捕捉して相手の動きを先読みする天心無明流の達人、寝猫であっても先読みができなかった。

「じぇすとぉお！」

　気合い一いつ閃せん、深月の体に力が入った。

　腕の筋肉が軋きしみ、周囲の空気が渦うずを巻いた。

　ひっそりと静かに落下していた木剣は、斜め四十五度を過ぎた辺りから爆発的に急加速する。

　そして、そのすぐ先には寝猫の頭があった。

（なるほど。動き出しは少しも力を入れず、途中から全力の一撃に。なんと器用な業わざでございましょう）

　弥茂祢は感心し。

（猫先輩っっ!?）

　一也は内心で悲鳴を上げ。

（え？　な……何が起きたの？）

　紗綾華は目を見開いて寝猫に襲いかかる木剣を見つめていた。

　深月の木剣が寝猫の頭を打とうとした寸前に、寝猫は僅かに体たいをずらし頭を引いた。

　直後、木剣の先端が寝猫の頭を掠かすめ、彼女の髪の毛が何本か、木剣に断ち切られて宙ちゆうに舞った。

　ほぼ同時に、寝猫の木剣が宙を走った。

　刀ではないから鞘さや引びきはしない。右手で抜いた木剣を、手首を返すことで一気に加速させる。

　空を切った深月の木剣は、寝猫の体のすぐ横に水平よりやや前下がりの位置で止まっている。

　一方、寝猫の木剣は、先端が深月の喉のど元もとに当てられて止まっていた。

　そのままの体勢で二人は動きを止め。

「おおぉ――」

　一斉に観客から、歓かん声せいとも感かん嘆たんともため息ともつかない声が漏れた。

　深月がにやりと笑った。

「あら残念。また届かなかったわね。もう少しだったのに」

　寝猫は憤然として木剣を引いた。

「本当にもう少しで、あたしは頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつ骨折するところだったよ！」

　見ると彼女のこめかみに、うっすらと一筋の血が滲にじんでいる。

　まさに紙一重だったのだ。

　深月も木剣を引いて一歩、下がった。

「だって。わたくしの目標はあなたの頭を西瓜すいか割りの西瓜のようにぐしゃりと真っ赤に潰すことだもの」

「物ぶつ騒そうな目標を立てるのは止めろ！」

「まぁよいわ。今回はわたくしの負けね」

　寝猫は辟へき易えきした顔になってツッコむ。

「いや……今回も、だろ」

「ですが、わたくしは諦めないわよ？　いつかあなたの頭をぐしゃりと、ぐちゃりと、割れた西瓜のように、弾はじけた石ざく榴ろのように叩き潰すまで、何度でも何度でも蘇よみがえるわ」

「こいつは……」

　寝猫はジト目になって頭を引く。

「おまえ、ほんとはあたしのことが好きなんじゃないの」

「なんですって!?」

　折り畳みのパイプ椅子を跳ね飛ばして紗綾華が立ち上がった。

「落ち着いてください、お嬢様。夜見坂様の軽口、皮肉でございます」

「あ、そ、そうよね」

「ええ、そうね。そうかもしれないわね」

「なんですって!?」

　目を見開き寝猫と深月を見つめる紗綾華に、もう一度、弥茂祢が声をかけた。

「落ち着いてください、お嬢様。あれも竜胆寺様の洒落、冗談でございます」

「ああぁ、そ、そう……なの？」

「大丈夫でございますよ。夜見坂様はお嬢様一筋でございますから。浮気など、なさいません」

「そ、そうよね！」

　紗綾華が目を輝かせると。

　くるっと振り返った寝猫が、びしっ、と弥茂祢を指さした。

「そこ！　出で鱈たら目めを言ってるんじゃない！」

「出鱈目なのっ!?」

　紗綾華が悲しそうな顔で弥茂祢を見ると。

「夜見坂様の照れ隠しでございますよ、お嬢様」

「そうよねっ」

「ああもう。ああぁもうもうもう」

　寝猫は、がしがしと髪の毛を掻き毟むしった。

「ではね、寝猫。あの可愛いらしい恋人を大事にしてあげなさい」

　はっとして振り向いた紗綾華は、びっ、と右手を水平に伸ばした。

「意外と善よい人だわ！」

　くすくすと笑いながら、深月はその場を離れていった。

「恋人とか言うな！」

　深月の背中に声を叩きつけた寝猫は、はぁぁ、とため息を吐ついて肩を落とした。
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　張られたテントの中にいた望星閣の一力剛也の下もとへ歩み寄った竜胆寺深月は、

「負けてしまったわ。ごめんなさい」

　と声をかけた。

　ごめんなさいと言ってる割には悪びれたところがない。

「まぁ、しかたないですね。こちらは千代ヶ岡の旦那の仕込みに乗っただけですんで。いい勝負を見られたので、それでよしとしますわ」

「負けたので、依頼料は不要です。では失礼」

　一礼した深月は、あっさりと去っていった。その背中を睨んでいた寝猫の下へ、一力長永が寄ってきた。

「助かりました。さすがに元警護寮護衛剣士ですね。ありがとうございました」

「いや、元じゃないって言ってるんだけど。っていうか、あんたも賛樹郎の書いた筋書きに乗っただけじゃないか」

「す、すみません。以前にも言いましたが、手前どもは千代ヶ岡様の要求を断ることができないものでして……」

　へこへこと頭を下げる長永の頭頂部を睨んでいた寝猫だが、やがて。

　またもや大きなため息を吐いて肩を落とした。

「ほんとにもう。今回のこの件に関しては、あたし、完全に骨折り損の草くた臥びれ儲もうけじゃないか」

「そ、そう仰らず。依頼料は、多少上乗せさせていただきますので」

「当然だよね！」

　がう、と吼ほえた寝猫は、ま、いいや、と頷いた。

「あたしがちゃんと依頼に応えて懸けん案あんを解決したっていう礼状さえ書いてもらえれば」

「はい、それは間違いなく」

「あと、予定では明日まで部屋使っていいことになってるけど、それも大丈夫？」

「もちろんでございます」

「なら、部屋に戻って温泉に浸かって、明日までのんびりするか」

　寝猫が一也、紗綾華、弥茂祢のほうへ歩み寄っていくと、マルフォで誰かと話をしていた弥茂祢が通話を終えて寝猫に顔を向けてきた。

「夜見坂様」

「なに？」

「明日、千代ヶ岡の旦那様がこちらへ来られるそうでございます」

「お。来るのか」

「はい。夜見坂様がミニスカメイド服で演武を披露してくださるなら万ばん難なんを排して駆けつけると仰いまして、なんとかスケジュールの都合をつけ、明朝、ヘリコプターを用意して東京から飛んでこられるそうでございます」

「フリーダムな爺さんだなぁ」

「というわけで、演武の件、よろしくお願いいたします」

　寝猫は三み度たび、大きなため息を吐ついて肩を落とした。

「しようがないな。三十万円の依頼だと思えば、我慢できなくもない」

　そう自分に言い聞かせた寝猫は、

「ともかく戻ろう」

　と一也、紗綾華、弥茂祢に呼びかけた。

　四人は一力長永が用意した車に送られて湯星閣に戻ったのだった。
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　湯星閣の特別室に戻った寝猫たちは、のんびりと寛くつろいだ。

　温泉に浸かり、部屋でごろごろして、また温泉に浸かり。

　部屋で豪ごう勢せいな食事を摂とって、また温泉に浸かり。

　それまでの三日間も同じようなものだったから、一也など、

「猫先輩にとっては天国のような四日間ですね」

　と冗談とも皮肉ともつかない一言を放ってきた。

　むっとする寝猫だったが、じっさい天国だったので、敢えて目くじらを立てることはなかった。

　寝猫が温泉に入りに行くときは必ず紗綾華と弥茂祢もついてきたが、何度目かのとき、紗綾華が湯中あたりして気分が悪くなり、部屋に戻ると弥茂祢に寝かしつけられてしまった。

　というわけで、夜中に温泉に行ったときは寝猫一人だった。




「やれやれ、ようやく落ち着いて入れるな」

　誰もいない石造りの露天風呂に浸かりながら、寝猫は夜空を見上げた。

　頭上には満天の星空が広がっている。

「綺麗なものだね。東京だとこうはいかない」

　しばらく夜空を見上げていた寝猫だが、やがて顔を戻すと、夜の露天を照らす行あん灯どん型の照明器具に目をやり、はぁ、とため息を吐いた。

「無事に大学に入れたと思ったら、師匠に警護寮へと送り込まれ。仕事に慣れてきたと思ったら、今度は警護の仕事が忙しくなって大学休学。じゃあ警護の仕事を頑張ろうと思えば、やりすぎて免めん停てい。だったら少しのんびりしようかと思うと、免停解除のために探偵をやれとか。人生、なかなか上手くいかないものだな。だけど、まぁ、だからこそ面白い……と言えるのかもしれないね」

　こうして家族以外の誰かと温泉に来ることは寝猫にとっても滅めつ多たにない経験だった。

（市一の奴はともかく、相手はついこのあいだ会ったばかりの紗綾華嬢と弥茂祢さんときたもんだ。たしかに面白いよね）

　この経験は、武士免状が免停になって私立探偵を始めたおかげだと言っていいだろう。たとえそれが無理やりやらされたことだとしても。

　禍か福ふくはあざなえる縄なわのごとし。

　そんな諺ことわざが寝猫の脳裏に浮かんできた。

（そうだな。何が不幸で何が幸運かなんて、そのときにはわからないものだよな。あとから振り返ったときに初めてわかるものだ。だとしたらこの免停も、過ぎ去ってみればラッキーだったと思えるときが来るのかな？）

　寝猫はそっと左手を持ち上げ、両胸のあいだの深い谷間を指で撫でた。












　もうほとんど目立たなくなっているが、そうして触ると思い出す。

　小さな創そう傷しようを縫った跡が指先を通して寝猫の心を刺激する。

　我知らず、寝猫は呟いていた。

「この借りを返すまで、あたしは武士を辞めるわけにはいかないんだよな。とはいえ」

　寝猫は左手を胸から離し、ふっと薄く笑った。

「焦る必要はない。一年もあるんだ、免停解除はゆっくりじっくりやるさ。紗綾華嬢や弥茂祢さんに市一も手伝ってくれるんだし」

　最初は面倒くさいだけでまったく気乗りのしない私立探偵の仕事だったが、今は少し面白く感じられる。

　寝猫はまた夜空を見上げた。

　満天の星々が、夜空にちりばめた宝石のように輝いている。

（合あい縁えん奇き縁えん……か。私立探偵を開業したおかげで紗綾華嬢や弥茂祢さんと知り合えたんだからな。市一や紗綾華嬢と騒がしく過ごす事務所の日々も、思ったほど嫌じゃない。むしろ楽しいかも。それに、誰かから好かれるのなんて鬱うつ陶とうしいだけかと思ったけど、意外とそうでもないね）

　寝猫は事務所に集つどう三人の顔を思い出して微笑んだ。

　真面目で一途な一也。

　寝猫にラブラブの紗綾華。

　皮肉屋で冷れい徹てつで優しい弥茂祢。

（うん、なんかいい仲間に恵まれたかも？　とはいえ、働かなくて済むなら働かないに越したことはないんだけど）
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　翌日――。




　部屋で豪勢な朝食――今日も昨日も一昨日も、寝猫や一也には、とても朝食とは思えないメニューだった――を摂ると、小一時間ばかり部屋でだらだらし、それから演武の支度を開始した。

　支度といっても、寝猫と一也が着替えるくらいだ。

　一也は実戦形式の型を披露するために寝猫の相手をすることになっていたのである。




　昨晩、寝猫が一也を指名したときは紗綾華がいきり立った。

「糞虫先輩が猫お姉様の相手をするだなんて許しません！　弥茂祢、あなたが相手を」

「いえ、お嬢様、わたくし、天心無明流の業など、これっぽっちも存じ上げておりませんので無理でございます」

「で、では、猫お姉様とあなたが実戦形式で仕合をすればいいんじゃないの？　ほら、どちらもメイド服なのでわたしが……もとい、お父様たちが楽しめるじゃない」

　寝猫が即答した。

「却下」

「どうしてですかっ!?」

「まず、千代ヶ岡賛樹郎氏、君のお父上を楽しませる気はない。こっちは嫌々やってるんだから」

　寝猫がじろりと紗綾華を睨むと、彼女は、うへぇ、と首をすくめる。

「それに、弥茂祢さんと仕合うのは大変そうだから遠慮しておく」

「天心無明流の達人にそう言われたこと、光こう栄えいでございます」

　と弥茂祢が丁寧に頭を下げた。

「ということで、明日は市一が型の相手をするように」

「わかりました」

　一也が返事をすると、ちなみに、と弥茂祢が宅配便の荷物に手を伸ばした。

「これが夜見坂様に着ていただくメイド衣装でございます」

　弥茂祢は包みを破り、中から衣装を取り出した。

「こんなこともあろうかと用意しておいた特注品でございます」

「あんたは真さな田ださんか！」

　という寝猫のツッコミを華麗にスルーした弥茂祢は、メイド服のスカートを持ち上げて広げてみせた。

「このように左腰が開いております。腰に帯も巻ける仕様でございますので、抜ばつ刀とう術にも支障がございません」

（なんでそんな特別仕様のメイド服を弥茂祢さんが持っているのっ!?）

　と内心でツッコんでしまう一也だった。

「う……」

　着る衣装を見せられ、寝猫が固まった。

「大丈夫でございます。先日の物よりはずっと裾すそ丈たけが長うございますので。あ、アンスコもございますよ。穿かれますか？」

「ぐ……」

　何やら激しく葛かつ藤とうしていた寝猫だが、やがて諦めたように首を振った。

「……穿くよ。このあいだより丈が長いといったってミニスカに変わりはないんだし。大勢が見てる前で生パンで演武とか、恐すぎる」

　とまぁ、昨晩、そんなやり取りがあったのだが。




　寝猫はメイド衣装を抱えて部屋にある内風呂の脱衣室へ向かおうとしたが、その前に紗綾華に釘くぎを刺すのを忘れない。

「覗いたら絶交だからね？」

「絶好のチャンスなのに絶交だなんて！」

　悔し涙に濡れて身み悶もだえする紗綾華を置いて寝猫は脱衣室に入り、素早く着替えを済ませるのだった。
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「よし、行くか」

　と一声上げて脱衣室から出てきた寝猫は、額に鉢はち巻まきを締め、上半身は帯を襷たすき掛けにしてあった。

　紗綾華は目をハート型にして涎を垂らさんばかりに両手を合わせている。

「猫お姉様、凜々しい！」

　が、冷静に見ると、メイド服を着ていて、長い髪はポニーテール、左腰に刀を差し、額には鉢巻き、上体は帯を襷掛けで足下は足袋という出で立ちなので、違和感が半端ではなかった。

「あの……猫先輩、本当にその恰好で演武するんですか？」

「するよ。なんか文句あるのか？」

「いえ、文句はないですけど……きっと見学者は驚くでしょうね」

「知るか」

　と吐き捨てるように応えた寝猫は、弥茂祢のほうへ向き直る。

「指定の衣装は着たんだ、文句はないよね？」

「はい、そのメイド衣装さえ着ていただければ、文句はございません。といいますか、旦那様も文句のつけようはございませんので」

「なら、行くぞ。天心無明流の型を披露するんだ、下へ手た打つなよ、市一」

（刀を持っての流派の型稽げい古ことなると、さすがに気合い入っているなぁ。しくじったりすると本気で怒られそうだ）

「わかってますよ。ちゃんとやります」

　一也は真面目な表情で頷いた。




　こうして寝猫と一也、そして紗綾華と弥茂祢は、望星閣が用意した車に乗って、演武を行う街の体育館へと向かうのだった。

　ちなみに、体育館は望星閣と湯星閣が借り切ったのだった。
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　ヘリコプターで飛んできた千代ヶ岡賛樹郎も体育館に車で駆けつけてきた。どうやら町役場のヘリポートに降りて、用意させておいた車に飛び乗ったらしい。

　内ない々ないの演武会なので、見学者は湯星閣と望星閣の主立った者と賛樹郎に加え彼の護衛や付き人くらいのものだ。

　メイド服の寝猫と袴姿の一也は彼らの前で天心無明流の型稽古を披露した。




　二人が手にするのは真剣だ。

　一つ間違えれば大怪我をしかねないが、常日頃から真剣を扱っている二人は緊張も見せずに淡々と型稽古をこなしていく。

　まずは初しよ刀とうの型十二本。

　続けて二にの刀とうの型十本。

　そこまでは他流派とそれほど大きく違わないが、三さんの刀とうの型十本となると、天心無明流独自の業で構成された実戦形式の型だ。

　本当なら、ここからさらに四よんの刀とう、五ごの刀とうと続くのだが、さすがにそちらは誰にでも気軽に見せられるものではないため、型稽古は三の刀止まりだった。代わりに真剣を使っての竹割りや藁わら束たば斬りなども余よ興きようとして披露したので、賛樹郎以下、見物人は大喜びだった。もっとも彼らが喜んでいたのは、演武をする寝猫がメイド衣装だったから……かもしれないが。




　そうして一通りの型稽古が終わると。

「いや、見事見事。眼がん福ぷくじゃった」

　眼前で天心無明流の業を見られたことにいたく感激した賛樹郎は、寝猫たちを宴席に誘ってくれた。

「宴会ですか？」

「そうじゃ。あんたの労ろうを労ねぎらおうと思ってな」

「そうですか。では、ありがたく頂戴します」

　寝猫のことだからそんな誘いは断るかと思った一也だが、意外なことに彼女は賛樹郎の誘いに応じた。ただし、湯星閣と望星閣の両者の同席を条件にしたのだが。

「さようか。なら、ぬしらも来い」

　賛樹郎はこともなげに長永と禄也、剛也兄弟に同席を命じた。三人はどことなく気まずそうに互いの様子を窺うかがっていたが、世話になっている賛樹郎の要請は断れず、渋々といった体ていで同席することを承知した。

　こうして、賛樹郎以下、寝猫、一也、紗綾華、弥茂祢と、一力長永、一力禄也と剛也兄弟は用意した車に分乗し、隣町の温泉街にある高級な料亭旅館へと移動した。
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「夜見坂さんや、まずは一いつ献こん」

　料亭旅館の瀟しよう洒しやな宴会場に設えられた宴席に腰を落ち着けると、賛樹郎は寝猫に日本酒を勧すすめてきた。

「ありがとうございます」

　寝猫は酒しゆ杯はいに注そそがれた有名な会あい津づの大だい吟ぎん醸じようを一息に呷あおった。

　ちなみに、この日本は十八歳で成人となるシステムなので、大学生の寝猫であっても飲酒ＯＫだ。

　酒杯を置くやいなや、寝猫は眼前に座る賛樹郎を叱り始めた。

「あんたね、千代ヶ岡さん」

「な、なんじゃ？」

「いい年してつまらない小細工は止めなさいよ。剣技が見たいのなら、ちゃんと頼みなさい。そうすればわたしだって、こうして応じないでもないんだから」

　賛樹郎は目を白黒させたが、寝猫の言い分は正論だったので、とりあえず頷いて謝罪の意を表した。

「あ、うむ、すまなんだ……」

「長いあいだ政財界で裏工作ばかりしてきたから、正面からお願いするってことを忘れちゃったんじゃないの？」

「いや、なんというか、返す言葉もない、が」

　寝猫は上体を乗り出し、賛樹郎の顔を睨ねめつける。

「最後に人を動かすのは誠意と熱意なの。わかってる？」

「お説ごもっともじゃ」

（猫先輩、酔よってる!?　いやでも、お猪ちよ口こ一杯で酔うほど酒に弱くなかったはず）

　一也はハラハラして寝猫を見守り。

　紗綾華と弥茂祢は呆あつ気けに取られたまま寝猫と賛樹郎を見つめ。

　長永や禄也、剛也兄弟が困惑の表情を浮かべている中、なおも寝猫はくどくどと賛樹郎に説教をかました。

　そのうちに賛樹郎が怒り出すのではないかと一也は恐れたが、案に相そう違いして彼が怒ることはなかった。それどころか、寝猫の説教がそれなりに身に染みたらしい。

　最後には、

「真しん摯しな忠告、痛み入る」

　などと言って、寝猫に頭を下げる始末だった。

（猫先輩に向かって政財界の大立者が頭を下げているっ!?）

　思わず仰け反ってしまいそうになる一也である。

　もっとも頭を下げる賛樹郎は仕立てのいい和服姿で、彼の前に座ってふんぞり返っている寝猫がメイド衣装のままだというのが、違和感全開だったが。

　続いて寝猫は長永と、禄也、剛也兄弟にも絡み始めた。絡むというか、文句を言うというか、叱るというか、説教するというか。

「あんたたちも子供の喧けん嘩かみたいなことはいい加減にしたら？　あんたたちはいいかもしれないけど、周りが迷惑を蒙こうむるからね」

「あ、はぁ」

「ええ、まぁ」

　こちらも、メイド服の若い女子が立派なスーツを着た大人を説教しているのが、なんとも場違いというか、非常識な構図だった。

「こんな田舎の温泉地で一族同士が啀いがみ合っててどうするの！　競争が激しい観光業界、お互いが協力して生き残らなきゃいけないのに。っていうか、協力しないと生き残れないでしょ!?」

「「「ごもっともで」」」

「問題があるなら、不満があるなら、ちゃんと話し合ってちゃんと解決しなきゃ駄目でしょ。みんな、いい大人なんだから」

「「「仰せのとおりで」」」

「ここには千代ヶ岡さんもいることだし、ちょうどいい。腹ふく蔵ぞうなく問題点を話し合ったらどうなの」

　長永と禄也、剛也は戸惑ったような気き恥はずかしそうな顔で互いを見やっていたが。

　突然、賛樹郎が機嫌よさそうに笑い出した。

「うはははは、まったく夜見坂の猫ちゃんが言うとおりだわい」

「いきなり猫ちゃん呼ばわりっ!?」

　大きく仰け反る寝猫だが、彼女にかまわず賛樹郎は長永たちに語りかける。

「おぬしら、いつまでも子供の喧嘩をしておらんで、いい加減、そろそろ仲直りしたらどうなのじゃ？」

「はぁ……」

「まぁ、これまでの経いき緯さつもあるから、いきなり仲直りというのも難しいかもしれんが。ならば争い事の原因だけでも解決したらどうじゃ」

「争い事の」

「原因を」

「解決と仰いますと？」

　長永、禄也、剛也が怪訝そうな顔を賛樹郎に向けた。

「だから。望星閣の建っとる土地の問題じゃろうが」

「あ……」

「地代で揉めておるんじゃろ？」

　一力禄也が頭を掻いた。

「お恥ずかしいことですが……」

「なら、適正価格で望星閣が買い取れ」

「え？」

「資金は儂が低利で融資してやる」

「そ、それはありがたいお話ですが」

「買い取れば、地代を払う必要はなくなる。その分、固こ定てい資し産さん税ぜいが発生するが、敷しき地ちをどう使うかは自由に決められるから、機き動どう的てきな経営ができるじゃろう」

　と言ってから賛樹郎は体の向きを変えた。

「で。長永のほうはどうじゃ？　問題を解決する気はあるか？」

　長永は曖あい昧まいな表情で頷いた。

「あ、はい……」

「査定は儂の知り合いの不動産鑑かん定てい士しにやらせるから、売買価格に関しては双方に損は出ないはずだ」

　少し考えていた長永だが、やがて顔を上げ、きっぱりと言った。

「わかりました。千代ヶ岡様の裁さい定ていですから、わたくしどもに否も応もございません」

「これは儂の裁定というより、そこの夜見坂さんの裁定だ」

　そう言って賛樹郎は寝猫のほうへ顎をしゃくってみせた。

「あとできちんと礼を言っておくのだな」

「「「ありがとうございます」」」

　姿勢を正した三人が寝猫に向かって一斉に頭を下げた。

　素知らぬ顔で酒を飲んでいた寝猫は、酒杯を置くと右手を伸ばし、いや、と言う。

「あたしに礼を言う暇があったら、どうやってこの過か当とう競きよう争そうの観光業界を生き抜くかを考えたほうがいいと思うけど」

「「「仰るとおりでございます」」」

　三人は思わず平へい伏ふくしていた。

「だいたいね、温泉旅館って、自分たちの都合を客に押しつけすぎなの」

「……はい？」

　顔を上げた三人の経営者は、目をぱちくりさせた。

「こちらの都合といいますと？」

　と長永に訊かれ、寝猫は、だからさ、と上体を乗り出した。

「十五時チェックインで十時チェックアウトとか。最近は十四時チェックインで十一時チェックアウトのところも増えたけど、それにしても一泊二食付きが前ぜん提ていでしょ。その上、朝食は七時からで夕食は六時からとか。どれも客の都合じゃなく、旅館の側の都合で決められてるでしょうが」

「あ、はぁ」

「例えば同じ二十一時間ステイでも、チェックイン時間を自由に選べるみたいな、利用客の利り便べんを第一に考えたサービスする気はないの？　その日は観光をして遅めの到着にしたい人だっているだろうに。翌日はゆっくりと朝寝坊して昼頃に出たい人だっているでしょ。逆に朝一から動きたいから、早々に宿を立つ人もいるわけで」

　顔を見合わせる三人を前に、寝猫は滔とう々とうとまくし立てた。

「ステイ時間を客に決めてもらって、その時間によって宿泊料金を変えるとか、できないもの？　ゆっくりのんびり滞在したい客はそれなりの宿泊料を払い、翌朝、早々に宿を立つ客は低料金に抑える。二十四時間ステイとか、シティホテルでやってるところがあるけど、旅館だって努力次第でできないことはないでしょ。それから、最近はアレルギー体質の子も増えてるんだから、宿泊客には予あらかじめアレルギーのあるなしを訊くとか、好き嫌いを訊いて献こん立だてを考えるとかするべきでしょ。そういうのこそがサービスじゃないの？　そういうのが真の意味でのホスピタリティ、おもてなしじゃないの？」

　誰もが呆あつ気けに取られて寝猫を見つめていた。一也と紗綾華など、驚くというより動どう揺ようしていた。

（猫先輩が大人相手に堂々と正論を述べているっ!?）

（猫お姉様が。あの怠たい惰だの塊かたまりのような猫お姉様が、なんという理り路ろ整せい然ぜんとした……眩まぶしすぎて目を開いていられないわっ）

（夜見坂様、さすがに大学で旅行業論を履り修しゆうされているだけのことはございますね）

　弥茂祢も感心したという顔で寝猫を見つめていた。

「なんか、凄く失礼なこと思われてる気がするんだけど？」

　寝猫が睨めつけてきたので、一也と紗綾華は慌てて首を横に振った。

　一方、長永、禄也、剛也の三人は何か思うところがあったらしい。

「たしかに……」

「それは……」

「やったら面白いかも……」

　などと、ぶつぶつと呟いてしきりに考えている。

「そうじゃな。儂も温泉旅館の金きん太た郎ろう飴あめのような決まり切ったサービスを飽き足らんと思っておったところじゃ。いい機会だ、新しいことに挑戦してみたらどうじゃな」

　賛樹郎がそう言うと。

「解決しなくてはならないことも多々ありますが、少なくとも独どく自じ色しよくを出すことはできますね」

「ほかのところとの差別化もできる」

「というか、大きな売りになるな」

　長永、禄也、剛也の三人は顔を上げ、そう応えた。

「ならば、やってみるがええわ」

　と賛樹郎は鷹おう揚ように頷いた。

　腕組みした寝猫が、そうそう、と首を縦に振る。

「新しいことにチャレンジしていかないと厳しい旅行業界を生き残れないでしょ。食材や備品の仕入れとか、共同でやれば原価を抑えられるんじゃないの？」

　賛樹郎も、そうじゃの、と言って寝猫の意見に同意した。

「仕入れだけでなく、宣伝広告なんかも共同でやったほうが費ひ用よう対たい効果が高くなるのは確実じゃ」

「今の時代、黙ってても個人客がブログに書いて紹介してくれるからね。新しいサービスを始めれば、口コミで話題が広がると思うんだよね」

　と寝猫がつけ加えると。

「おお～～」

　長永、禄也、剛也の三人が感心した顔を向けてきた。

「いや、そんなの、驚くことでも感心することでもないけど」

「いやいや、謙けん遜そんせんでもええぞ、猫ちゃんよ」

「だから。猫ちゃん呼ばわりは止めようよ」

　情けない顔になる寝猫を無視して、賛樹郎は言葉を継いだ。

「剣の腕だけでなく、旅館経営に関してもなかなかの見けん識しきがある。ぬしら、猫ちゃんに礼を言うだけじゃなく、顧こ問もん料りようでも払ったらどうじゃ」

　賛樹郎は冗談半分だったのだろうが、長永は真剣な顔で頷いた。

「顧問は無理としても、モニターとして、ときどきうちの旅館に遊びに来ていただけませんか。気がついたことを遠慮なく仰っていただければ参考にさせていただきますので。もちろん宿泊費は必要ございません」

　賛樹郎を睨んでいた寝猫が、顔を振り向け目を見開いた。

「え？　マジ？」

　すると剛也も。

「あ、うちもどうだ。なあ、兄貴？」

「そうだな。この方の視点はなかなか斬ざん新しんだ。参考になることもある。よろしかったらうちにも遊びに来てくださいませんか。こちらも宿泊費はけっこうでございます」

（やたっ。なんだかよくわからないけど、棚からぼた餅もちが落ちてきたっ！）

　踊り出しそうになるのを我慢して、寝猫は重々しく頷いた。

「忙しい身ですからいつ来られるかはお約束できませんけど」

「ええ、いつでもお好きなときでけっこうです」

（（（忙しい身って、誰がっ!?）））

　思わず内心でツッコんでしまう一也、紗綾華、弥茂祢だった。
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　こうして寝猫は、懸案を解決しただけでなく、いつでも好きなときに温泉に浸かって旅館に泊まって食事ができるという権利をゲットしたのである。

　その後しばらくして、望星閣と湯星閣の双方から寝猫の働きに感謝する礼状が届き、寝猫は胸を張って天あめ乃の宮みや課長に報告書を書いた。

　もっとも、実際に報告書を作成したのは一也だったのだが。

　その間、寝猫はソファに寝そべり、紗綾華に膝枕してもらって気持ちよさそうに昼寝をしていただけだった。













「なんだ神かん田だの明みょう神じん下したで順調にポイントを稼かせがれているでございますね、夜よ見み坂さか様」

　夜見坂探たん偵てい事務所の狭いキッチンから姿を現した弥み茂も祢ねが、応接セットの卓に紅茶の入ったティーカップを置きながらそう語りかけてきた。

　ソファにだらしなく寝転がっていた寝猫は、むくりと体を起こす。

　今日の彼女はジャージ姿で、凜り々りしさの欠片かけらもない。

「そのフレーズ、古いよ」

　と軽くツッコんでおいて、寝ね猫ねこは卓に置かれたティーカップを持ち上げる。

「たしかに今回の案件では、一族同士で啀いがみ合っていた旅館経営者の争いを見事に解決したってことで高得点を稼げたけど。しかも、アドバイザーとしての契約を結んだから、好きなときに温泉に入りに行けるけど。もっとも」

　寝猫は美お味いしそうに紅茶を飲み、優ゆう雅がな所作でカップを受け皿に戻した。

「場所が場所だから、気軽にいつでも行けるってわけじゃないね」

「この調子なら、猫お姉様の免めん停ていも、すぐに解除できるのではありませんか？」

　と寝猫の対面のソファに座っている紗さ綾や華かが嬉うれしそうに言った。

　学校帰りに事務所に寄ったから、紗綾華は中学の制服だった。

「いやぁ、そう焦らなくてもいいよ。一年の猶ゆう予よがあるんだから、じっくり行こうよ。とりあえず今回ので高得点を稼いだし、お金も少し稼げたから。この先一カ月は遊んでいても平気じゃないかな？」

「なに言ってるんですか、猫先輩」

　パソコンの画面を覗のぞいていた一いち也やが、執しつ務む机づくえから顔を上げた。

　一也も高校の制服だ。

　刀は事務所の隅すみにある架か台だいに載せてあった。

「一刻も早く解除して警けい護ご寮りように戻らないとダメでしょ。課長に怒られるだけじゃなく、そのうち師匠や師し範はん代だいにツッコまれますよ？」

「う……いや、大丈夫……じゃない……かな」

　寝猫の額ひたいにうっすらと冷や汗が浮いている。

「ってことで、次の案件を決めましょう」

　届いたメールをプリントアウトした一也が、用紙の束を手にソファセットのほうへと歩み寄ってきた。

（相変わらずウザいな、こいつ。他人のことにどうしてそこまで熱心になれるんだ？）

　一也に言わせれば「愛です」となるのだろうが、実際に口に出したことはないので、一也の愛は、今のところ寝猫にとって、ただのお節介だった。

「はい、これ」

　寝猫は一也が置いたプリントの束を熱のない顔で手に取り、ぺらぺらと捲めくると、紗綾華の背後に控えている弥茂祢を見やった。

「今回のこれらには、弥茂祢さん、ノータッチだろうね？」

　弥茂祢は澄すまし顔で、もちろんでございます、と頷うなずいた。

「一切お触りはしてございません」

「お触りって……訳やくがおかしい！」

「はて？　タッチを『触る』と訳すのはおかしゅうございますか？」

「おかしいだろ。この場合、関与するとか訳すべきだろ」

「申し訳ございません」

　弥茂祢は深々と腰を折った。背筋が真っ直ぐに伸びた、美しいお辞じ儀ぎだった。

「英語は苦手でございまして」

「わざとらしい。っていうか、白々しい」

　苦い顔で寝猫は弥茂祢から書類の束へと顔を戻す。

「う～ん、あまり興きようが乗らないものばかりだなぁ」

　やる気なさそうに書類の束を捲る寝猫に向かって、一也がツッコんだ。

「興が乗るとか乗らないとかじゃないでしょ、猫先輩！」

「いやほら、どうせやるなら面白そうなのがいいじゃん。今回みたいな案件なら、解決したあとに余よ禄ろくもつくわけだし」

　一也は情けない顔になって、いえ、と応えた。

「これ仕事ですから。趣味でやってるんじゃないですから。そもそも猫先輩の武士免状停止処分を解除するために依頼を受けてるんですから」

「わかってるよ」

　一也に向かってひらひらと右手を振った寝猫は、お？　と言って、一枚の用紙に目を留めた。

「これなんか面白そうだな」

「え？　どんな依頼なんですか、猫お姉様？」

　身を乗り出す紗綾華に向かって、寝猫は、

「ほら、これ」

　と用紙を掲かかげてみせた。

　文面を読んだとたん、紗綾華の顔が強こわばった。

「な、なんですか、これ。幽ゆう霊れいって、今どきそんな……」

「おや？」

　寝猫の眉まゆがぴくりと動いた。

「紗綾華ちゃんは幽霊が恐い？　じゃあ仕方がない、今回はあたしと市いち一いちで出向くか」

「ぬなぁっっ!?」

　気け色しきばんだ紗綾華は、ぴょんと腰を浮かせた。

「そんなわけないですよ？　こ、子供じゃあるまいし」

　などと強がっているが、顔色はあまりよろしくない。

「だいたい幽霊なんているはずがないです。これも依頼人の錯さつ覚かくか勘違いというオチに決まっています」

　などと言い張っているが、額に冷や汗が浮かんでいる。

　そんな紗綾華を見て、寝猫がニヤニヤ笑いを浮かべる。

「いやいや、無理しなくていいんだよ、紗綾華。恐いなら、おとなしくここで待っててくれれば」

「むむむ無理なんかしていません。まったく以もつて問題なしですよ？　ねぇ、弥茂祢」

　紗綾華が少し引き攣つった笑顔を弥茂祢に向けると、彼女は、さようでございますねぇ、と首を傾かしげた。

「恐怖のあまりお嬢様がお漏らしされても、わたくしがこっそり上う手まいこと処理いたしますので、まぁ問題はございませんね」

「しないわよ！　お漏らしなんかするわけないわよ！」

「じゃあ、紗綾華も来るの？」

「ももも、もちろんです！　猫お姉様の行くところ、たとえ地じ獄ごくだろうと冥めい界かいだろうと、わたしはお供するのです」

　寝猫は、くふ、とほくそ笑んだ。

「じゃあ、来ればいいさ」

「というか、猫先輩、本当にその依頼を受けるんですか？」

「いいんじゃないか？　幽霊の出る洋館なんて面白そうだ」

　一也はげんなりとした顔になって力なく首を左右に振る。

「やっぱり面白いか面白くないかで決めるんですね」

　ジャージ姿の寝猫は大きく盛り上がった胸を反らせ、肘ひじをソファの背もたれに置き、ソファの上で踏ん反り返った。

「当然だろ」




　かくして夜見坂探偵事務所が手がける次の案件は、幽霊が出るという洋館に赴おもむいて、その謎を解き明かす……というものになる予定だが、さて、どうなるだろうか。











To Be Continued










　あとがき




　始めまして。あるいは毎度ど～も、作者です。現代チャンバラ三角関係トライアングルラブコメディ「ものぐさ寝ね猫ねこの怠たい惰だな探たん偵てい帖ちよう」一巻をお届けします。

　さて本作ですが、「せっかく習った居い合あいを作品作りにも活かしてみようシリーズ」の第三弾でありまして、前二作同様、「武士が生き残った現代日本」を舞台にしています。前二作と違うのは、本作が「ゆるガチ」であることでしょうか。

「ゆるガチってなんだよ!?」（夏なつ希きちゃんの声で）

　ゆるガチとは、緩めの日常パートとチャンバラバトルのガチパートから成っている、という意味合いの造ぞう語ごです。いま造りました。

「いま造ったのかよ！」（夏希ちゃんの声で）

　それはさておき、肩の力を抜いて気楽に読めるモノを目指したので、読者の皆さんも肩の力を抜いて気楽に読んでください。企画段階から担当Ｓ谷さんにはいろいろ助けていただきました。ありがとうございます。そして。イラストは、あのＨｉｓａｓｉさんですよ!?（某有名コミック専門店年間売り上げランキングで成年漫画部門第一位の！）引き受けていただけると聞いたときも驚いたものですが、上がってきた絵を見てさらに驚きました。ふつうに服着てるのにエロい！　色気もへったくれもない（はずの）ジャージ寝猫がエロくて腰を抜かしそうになった！　（笑）ありがとうございます。そんなＨｉｓａｓｉさんのイラストを楽しむだけでも手にする価値がありますよ？

　などとさりげなく宣伝をして、今回は紙幅もないので締めに入ります。

「さりげなくはないだろ！」（夏希ちゃんの声で）




　来月、三月には「夜よる姫ひめと亡ぼう国こくの六姫き士し」三巻が出ます。四巻も夏までに出すつもり。「寝猫」の二巻は夏頃かな。どこまで続けられるかはこの一巻の売れ行き次第なので、応援よろしくお願いします。

　継続中のシリーズだと「ロムニア帝てい国こく興こう亡ぼう記」の三巻が六月頃？　「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の六巻が夏頃？　そんな感じで、今年前半のスケジュールはびっしりと埋まっていますが……頑張ります。




　では、来月に「夜姫と亡国の六姫士Ⅲ」でお目にかかりましょう。





二〇一四年一月吉日　舞まい阪さか　洸こう
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愛車のバッテリーが上がり→蘇生不可の診断が下り→結局交換する羽目になりました。新年早々ツイてない。所沢に住んでた頃は冬に一週間以上乗らなくても何も問題なかったのですが……。やはり札幌の寒さを侮ってはダメです。
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挿絵や、肌色の多い漫画を描いています。手より先に足腰が痛くなるので、椅子をバロンに買い換えました。バロンで一日中生活が出来そうです。
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